
白
　
罵
　
と

　
　
　
　
劣

馬
　
の
　
間

『
公
孫
龍
子
』
白
馬
論
の
意
味

浅
　
　
　
野
　
　
　
裕

1

序
　
　
言

　
「
見
説
は
宋
人
の
善
く
弁
ず
る
者
な
り
。
白
馬
非
馬
を
持
す
る
や
、
斉
の
稜
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
）

の
弁
者
を
服
せ
り
。
白
馬
に
乗
り
て
関
を
過
ぎ
る
に
、
則
ち
馬
の
賦
を
顧
せ
ら
る
。

故
に
之
を
虚
辞
に
籍
れ
ぱ
、
則
ち
能
く
一
国
に
勝
つ
も
、
実
を
考
え
形
を
按
ず
れ

ぱ
、
一
人
を
も
護
く
能
わ
ず
」
と
は
、
『
韓
非
子
』
外
儲
説
左
上
篇
の
評
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
）

こ
こ
で
は
「
白
馬
非
馬
」
論
を
唱
え
て
活
動
し
た
人
物
と
し
て
、
見
説
の
名
が
挙

げ
ら
れ
て
お
り
、
故
に
「
白
馬
非
馬
」
論
自
体
は
必
ず
し
も
公
孫
龍
独
自
の
創
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
3
）

で
は
な
く
、
汎
く
弁
者
の
間
に
流
布
さ
れ
て
い
■
た
命
題
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
ま
た
、
公
孫
龍
と
「
白
馬
非
馬
」
論
と
を
結
び
付
け
る
資
料
も
確
か
に

存
在
す
る
。
『
史
記
集
解
』
が
平
原
君
虞
卿
列
伝
の
箇
所
で
引
用
す
る
劉
向
『
別

録
』
は
、
「
斉
、
郵
術
を
し
て
趨
を
遇
ぎ
ら
使
む
。
平
原
君
、
公
孫
龍
及
び
其
の

徒
棊
母
子
の
属
を
し
て
白
馬
非
馬
の
弁
を
論
ず
る
を
見
さ
し
め
、
以
て
郵
子
に
問

う
」
と
、
「
白
馬
非
馬
」
論
が
公
孫
龍
学
派
の
主
要
な
理
論
で
あ
っ
た
こ
と
を
明

示
す
る
。
更
に
『
列
子
』
伸
尼
篇
に
於
て
、
楽
正
子
輿
が
魏
の
公
子
牟
に
対
し
、

公
孫
龍
が
魏
王
を
歎
く
際
に
用
い
た
命
題
と
し
て
掲
げ
る
七
箇
条
の
中
に
、
や
は

　
　
　
　
　
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
・
杜
会
科
学
）
第
二
一
巻

り
「
白
馬
非
馬
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。
故
に
兄
説
の
「
白
馬
非
馬
」
論
と
公
孫
龍

の
そ
れ
と
が
果
た
し
て
同
一
内
容
で
あ
っ
た
か
否
か
、
或
い
は
両
者
の
間
の
伝
承

関
係
の
有
無
、
等
は
も
は
や
不
明
で
あ
る
と
し
て
も
、
公
孫
龍
の
思
想
体
系
の
中

に
彼
自
身
の
手
に
成
る
「
白
馬
非
馬
」
論
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
疑
い
得
な
い
所

で
あ
る
。
現
行
本
『
公
孫
龍
子
』
中
に
白
馬
論
一
篇
が
残
さ
れ
て
い
る
事
実
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
4
）

何
に
も
増
し
て
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
。
現
在
我
々
が
、
「
白
馬
非
馬
」
論
の
詳

細
を
窺
い
得
る
資
料
と
し
て
は
、
こ
の
『
公
孫
龍
子
』
白
馬
論
が
唯
一
の
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

　
「
白
馬
非
馬
」
論
と
は
、
「
白
馬
は
馬
に
非
ざ
る
」
こ
と
を
論
証
せ
ん
と
す
る

理
論
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
白
馬
概
念
と
馬
概
念
と
の
関
係
が
主
題
と
さ
れ
る
。
し

か
し
概
念
（
名
）
が
対
象
（
実
）
を
表
示
す
る
手
段
で
あ
る
以
上
、
言
う
ま
で
も

な
く
、
概
念
と
対
象
の
間
に
は
絶
え
ず
相
互
転
化
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
。
即
ち
、

白
馬
概
念
と
は
何
か
、
と
の
問
い
か
け
は
、
必
然
的
に
白
馬
な
る
対
象
認
識
は
如

何
な
る
形
で
成
立
す
る
の
か
、
と
の
問
題
と
深
く
関
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ

る
。
か
く
し
て
概
念
の
性
格
を
廻
る
論
争
も
ま
た
、
不
断
に
認
識
論
の
領
域
に
於

け
る
見
解
の
対
立
と
の
間
を
反
覆
す
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
概
念
間
の
関
係

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu
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白
馬
と
馬
の
間
　
　
（
浅
野
）

を
扱
う
白
馬
論
と
、
対
象
認
識
を
主
題
と
す
る
堅
白
論
と
は
、
当
然
内
容
上
密
接

な
連
繋
を
保
っ
て
お
り
、
白
馬
論
の
検
討
は
堅
白
論
と
の
関
係
を
考
慮
し
つ
つ
進

め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
で
は
以
上
の
視
点
に
立
ち
な
が
ら
、
『
公
孫

龍
子
』
白
馬
論
の
意
味
す
る
所
を
探
っ
て
行
く
こ
と
と
し
た
い
。

　
白
馬
論
は
、
難
解
極
ま
る
『
公
孫
龍
子
』
諸
篇
の
中
に
あ
っ
て
は
、
比
較
的
理

解
が
進
ん
で
い
る
篇
で
あ
る
。
し
か
し
解
釈
は
な
お
一
定
す
る
に
到
っ
て
お
ら
ず
、

そ
う
し
た
本
文
に
対
す
る
理
解
の
差
異
が
、
そ
の
ま
ま
公
孫
龍
の
思
想
的
性
格
に

対
す
る
位
置
づ
け
の
相
違
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、

白
馬
論
が
記
録
す
る
公
孫
龍
と
論
難
者
と
の
論
戦
遇
程
を
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
こ
に
示
さ
れ
る
公
孫
龍
の
論
理
学
的
特
色
を
明
確
に
し
て
行
く
方
法
を
取
り
た

い
。
引
用
の
原
文
は
原
則
と
し
て
道
蔵
本
に
拠
り
、
二
箇
所
を
除
い
て
は
校
訂
を

加
え
な
か
っ
た
。
ま
た
行
論
の
便
宜
上
、
原
文
を
意
味
上
の
段
落
毎
に
細
分
し
て
、

各
々
に
番
号
を
付
し
た
。

　
　
ω
　
白
馬
非
馬
、
可
乎
、
日
、
可

　
　
　
　
白
馬
は
馬
に
非
ず
と
は
、
可
な
ら
ん
か
。
日
く
、
可
な
り
。

　
白
馬
は
馬
で
は
な
い
と
す
る
主
張
は
、
一
体
成
立
し
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
と

の
疑
問
を
発
し
て
、
客
は
論
戦
を
開
始
す
る
。
も
と
よ
り
公
孫
龍
は
成
立
可
能
で

あ
る
と
応
答
す
る
。

　
　
②
　
日
、
何
哉
、
日
、
馬
者
所
以
命
形
也
、
白
者
所
以
命
色
也
、
命
色
者
非

　
　
　
　
命
形
也
、
故
日
、
白
馬
非
馬

　
　
　
　
日
く
、
何
ぞ
や
。
日
く
、
馬
な
る
者
は
形
に
命
く
る
所
以
な
り
。
白
な

　
　
　
　
る
者
は
色
に
命
く
る
所
以
な
り
。
色
に
命
く
る
者
は
形
に
命
く
る
に
は

　
　
　
　
非
ざ
る
な
り
。
故
に
日
く
、
白
馬
は
馬
に
非
ず
。

　
「
白
馬
非
馬
」
論
成
立
の
根
拠
を
問
わ
れ
た
公
孫
龍
は
、
以
下
の
如
く
そ
の
論

拠
を
提
示
す
る
。

　
馬
な
る
概
念
は
形
状
を
区
別
せ
ん
と
す
る
た
め
の
名
称
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し

て
白
な
る
概
念
は
色
彩
を
区
別
せ
ん
と
す
る
た
め
の
名
称
で
あ
る
。
色
彩
に
命
名

し
た
白
と
、
形
状
に
命
名
し
た
馬
と
は
、
同
一
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
白
馬
は
馬

で
は
な
い
、
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
説
明
に
於
て
は
、
「
所
以
命
形
」
1
「
馬
」
と
、
「
所
以
命
色
」
1
「
白
」

と
の
相
違
が
、
「
白
馬
非
馬
」
な
る
結
論
に
直
結
さ
れ
て
い
る
。
公
孫
龍
の
意
図

は
、
白
と
馬
と
が
相
互
に
全
く
認
識
の
位
層
を
異
に
す
る
独
立
し
た
概
念
で
あ
り
、

従
っ
て
馬
概
念
の
中
に
は
白
概
念
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
せ
ん
と
す
る

点
に
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
白
馬
概
念
と
は
馬
概
念
と
白
概
念
と
に
よ
る
複
合
概
念

で
あ
り
、
他
方
馬
概
念
は
色
彩
概
念
を
含
ま
な
い
形
状
の
み
に
よ
る
単
一
概
念
で

あ
る
か
ら
、
必
然
的
に
、
白
馬
概
念
と
馬
概
念
と
は
異
な
る
、
と
の
結
論
が
導
き

出
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
5
）

　
　
⑧
　
日
、
有
白
馬
、
不
可
謂
無
馬
也
、
不
可
謂
無
馬
者
、
非
馬
也
、
有
白
馬

　
　
　
　
爲
有
馬
、
白
之
非
馬
、
何
也

　
　
　
　
日
く
、
白
馬
有
れ
ば
、
馬
無
し
と
は
謂
う
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
馬
無
し

　
　
　
　
と
謂
う
可
か
ら
ざ
る
者
は
、
馬
に
非
ず
や
。
白
馬
有
れ
ば
馬
有
り
と
為

　
　
　
　
す
。
白
の
馬
に
非
ざ
る
と
は
、
何
ぞ
や
。

　
前
に
公
孫
龍
が
「
白
馬
非
馬
」
の
論
拠
と
し
て
、
馬
概
念
と
白
概
念
と
の
認
識

上
の
相
違
を
挙
げ
た
こ
と
に
対
し
、
客
は
次
の
如
く
反
論
す
る
。

sokyu

sokyu
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今
こ
こ
に
白
馬
が
存
在
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
馬
が
存
在
し
な
い
と
は
称
し

得
な
い
、
馬
が
存
在
し
な
い
と
言
え
な
い
以
上
、
そ
れ
が
馬
で
は
な
い
と
主
張
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
筈
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
に
、
白
馬
の
存
在
は
同
時
に
馬

の
存
在
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
②
に
於
て
あ
な
た
が

白
は
馬
で
は
な
い
と
し
た
根
拠
は
一
本
可
か
。

　
論
難
者
は
、
白
馬
を
白
い
属
性
を
内
在
さ
せ
る
馬
と
し
て
提
え
る
。
故
に
彼
に

於
て
は
、
白
な
る
色
彩
概
念
は
潜
在
的
に
馬
概
念
の
中
に
包
括
さ
れ
て
お
り
、
白

概
念
と
馬
概
念
と
の
間
に
公
孫
龍
の
如
き
断
絶
は
生
じ
な
い
。
こ
の
点
を
客
は
、

具
体
的
個
物
と
し
て
の
白
馬
の
存
在
を
設
定
す
る
手
法
に
よ
り
論
証
せ
ん
と
す
る
。

一
頭
の
白
馬
の
身
体
中
に
は
、
白
な
る
色
彩
と
馬
な
る
形
状
と
が
相
互
に
排
除
し

合
う
こ
と
な
く
共
存
し
て
い
る
、
か
く
の
如
ぐ
、
個
物
と
し
て
の
白
馬
が
同
時
に

そ
の
ま
ま
個
物
と
し
て
の
馬
で
あ
る
以
上
、
白
馬
の
白
は
白
馬
が
馬
で
あ
る
こ
と

を
何
ら
妨
げ
て
い
な
い
。
即
ち
「
命
色
者
」
と
し
て
の
白
が
、
馬
と
は
全
く
別
個

の
存
在
と
し
て
、
白
馬
と
馬
と
を
分
断
す
る
が
如
き
独
自
の
作
用
を
発
揮
し
た
り

は
し
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
白
は
本
来
馬
概
念
の
中
に
潜
在
し
て
い
る
と
考
え
る

べ
き
で
、
白
は
馬
の
中
に
は
包
括
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
白
馬
は
馬
で
は
な
い
、
と

す
る
②
の
議
論
は
成
立
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。
以
上
が
⑧
に
於
け
る
客
の
論
理

展
開
で
あ
る
。

　
こ
こ
の
「
白
之
非
馬
、
何
也
」
と
の
原
文
に
対
し
て
は
、
従
来
多
く
の
研
究
者

が
、
「
白
之
非
馬
」
で
は
意
味
が
通
じ
難
い
と
し
、
白
の
下
に
「
馬
」
字
を
補
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
6
）

「
白
馬
之
非
馬
、
何
也
」
と
校
訂
す
る
方
針
を
取
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
こ
の

客
の
菱
言
は
、
ω
に
於
け
る
公
孫
龍
の
「
命
色
者
（
白
）
非
命
形
（
馬
）
也
」
と

の
主
張
を
踏
ま
え
た
上
で
の
反
問
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
直
後
の
ω
に
は
、
こ
こ
で

の
「
白
之
非
馬
、
何
也
」
を
承
け
た
公
孫
龍
の
返
答
と
し
て
、
「
所
求
一
者
、
白

白
馬
と
馬
の
間
　
　
　
（
浅
野
）

者
不
異
馬
也
」
と
の
表
現
が
登
場
す
る
。
更
に
後
の
㈹
に
も
、
や
は
り
「
故
白
者

非
馬
也
」
と
す
る
公
孫
龍
の
言
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
三
箇
所
か
ら
揃
っ
て

「
馬
」
字
が
欠
落
し
た
と
は
到
底
考
え
難
い
。
こ
う
し
た
資
料
上
の
理
由
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
7
）

ま
た
前
後
の
論
理
展
開
の
上
か
ら
も
、
既
に
加
地
伸
行
氏
が
指
摘
す
る
如
く
、
こ

れ
ら
の
箇
所
に
「
馬
」
字
を
付
加
す
る
よ
う
な
校
訂
を
施
す
べ
き
で
は
な
い
。
確

か
に
「
白
之
非
馬
」
を
「
白
馬
之
非
馬
」
と
改
変
す
る
な
ら
ば
、
一
見
理
解
は
容

易
と
な
る
か
の
如
く
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
資
料
的
根
拠
を
持
た
な
い
安

易
な
校
訂
は
、
却
っ
て
白
馬
論
の
真
意
を
見
落
す
結
果
に
陥
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
4
　
日
、
求
馬
、
黄
黒
馬
皆
可
致
、
求
白
馬
、
黄
黒
馬
不
可
致
、
使
臼
馬
乃

　
　
　
　
馬
也
、
是
所
求
一
也
、
所
求
一
者
、
白
者
不
異
馬
也
、
所
求
不
異
、
如

　
　
　
　
黄
黒
馬
有
可
有
不
可
、
何
也
、
可
興
不
可
、
其
相
非
明
、
故
黄
黒
馬
一

　
　
　
　
也
、
而
可
以
懸
有
馬
、
而
不
可
以
藤
有
白
馬
、
是
白
馬
之
非
馬
審
也

　
　
　
　
日
く
、
馬
を
求
む
れ
ば
、
黄
一
黒
馬
も
皆
致
す
可
し
。
白
馬
を
求
む
れ

　
　
　
　
ぱ
、
黄
一
黒
馬
は
致
す
可
か
ら
ず
。
白
馬
を
し
て
乃
ち
馬
た
ら
便
め
ば
、

　
　
　
　
是
れ
求
む
る
所
は
一
な
り
。
求
む
る
所
一
な
れ
ば
、
白
な
る
者
は
馬
に

　
　
　
　
異
な
ら
ざ
る
な
り
、
求
む
る
所
異
な
ら
ざ
る
に
、
黄
・
黒
馬
の
如
き
可

　
　
　
　
有
り
不
可
有
る
は
、
何
ぞ
や
。
可
と
不
可
と
は
、
其
の
相
い
に
非
な
る

　
　
　
　
こ
と
明
ら
か
な
り
。
故
に
黄
・
黒
馬
は
一
な
り
。
而
る
に
以
て
馬
有
る

　
　
　
　
に
応
ず
可
く
し
て
、
以
て
白
馬
有
る
に
応
ず
可
か
ら
ず
。
是
れ
臼
馬
の

　
　
　
　
馬
に
非
ざ
る
こ
と
審
ら
か
な
り
。

　
具
体
的
個
物
と
し
て
の
白
馬
の
中
に
、
白
概
念
と
馬
概
念
と
が
重
複
・
共
存
す

る
論
拠
を
見
出
そ
う
と
し
た
客
に
対
抗
す
べ
く
、
公
孫
龍
は
白
概
念
が
馬
概
念
の

中
に
含
ま
れ
ず
、
従
っ
て
白
馬
が
馬
と
同
一
で
な
い
こ
と
を
、
今
度
は
集
合
論
的

に
論
証
せ
ん
と
試
み
る
。
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白
馬
と
馬
の
間
　
　
（
浅
野
）

　
馬
を
求
め
た
場
合
に
は
、
黄
馬
も
黒
馬
も
皆
連
れ
て
来
る
こ
と
が
で
き
る
。
と

こ
ろ
が
白
馬
を
求
め
た
場
合
に
は
、
黄
馬
や
黒
馬
は
連
れ
て
来
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
仮
に
白
馬
を
馬
と
全
く
同
一
で
あ
る
と
規
定
し
た
な
ら
ば
、
馬
の
場
合
も
白

馬
の
場
合
も
、
求
め
る
対
象
は
完
全
に
重
な
り
合
う
筈
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

求
め
る
対
象
が
全
く
重
複
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
白
概
念
は
何
ら
独
自
の
意
味
を
持

ち
得
ず
に
、
馬
概
念
の
中
に
解
消
さ
せ
ら
れ
る
結
果
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
求
め

る
対
象
が
全
く
同
一
で
あ
る
筈
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
黄
馬
や
黒
馬
の
例
の
如
く
、

馬
を
求
め
た
場
合
に
は
対
象
と
し
て
適
合
し
、
白
馬
を
求
め
た
場
合
に
は
対
象
と

し
て
適
合
し
な
か
っ
た
り
す
る
の
は
一
本
可
故
か
。
も
と
よ
り
黄
馬
や
黒
馬
自
体

に
は
何
ら
の
変
化
も
生
じ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
馬
が
存
在
す

る
と
の
場
合
に
は
適
合
し
、
白
馬
が
存
在
す
る
と
の
場
合
に
は
適
合
し
な
い
。
と

す
れ
ぱ
、
や
は
り
白
概
念
は
馬
概
念
の
中
に
包
括
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、

以
上
の
事
柄
か
ら
白
馬
が
馬
で
は
な
い
こ
と
は
既
に
明
瞭
で
あ
る
。

　
⑧
に
於
て
論
難
者
は
、
「
有
白
馬
、
不
可
謂
無
馬
也
」
と
、
白
馬
や
馬
の
有
無
、

即
ち
具
体
的
個
物
と
し
て
の
白
馬
や
馬
の
存
在
を
問
題
に
し
て
き
た
。
そ
こ
で
公

孫
龍
も
こ
れ
に
対
抗
す
べ
く
、
「
可
以
藤
有
馬
、
而
不
可
以
魔
有
白
馬
」
と
、
や

は
り
個
物
と
し
て
の
馬
や
白
馬
の
存
在
を
論
題
に
据
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
公
孫
龍

の
意
図
は
白
馬
と
馬
と
の
差
異
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る
所
に
あ
る
た
め
、
等
し

く
馬
の
存
在
を
論
じ
な
が
ら
も
、
客
の
如
く
一
頭
の
白
馬
に
対
象
を
限
定
す
る
こ

と
を
避
け
、
新
た
に
黄
馬
や
黒
馬
を
も
加
え
つ
つ
集
合
論
的
な
論
証
形
態
を
取
っ

て
い
る
。

　
こ
の
集
合
論
的
論
証
手
段
は
、
『
公
孫
龍
子
』
通
変
論
に
見
ら
れ
る
が
如
き
所

謂
「
同
異
之
辮
」
、
即
ち
万
物
に
対
す
る
分
類
法
を
応
用
し
た
思
考
で
あ
る
。
馬

概
念
は
、
白
な
る
色
彩
限
定
を
含
ま
な
い
分
だ
け
、
白
馬
概
念
よ
り
も
内
包
が
減

少
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
馬
概
念
（
こ
の
場
合
は
類
概
念
に
該
当
す
る
）
の
外
延

は
、
白
馬
概
念
（
こ
の
場
合
は
種
概
念
に
該
当
す
る
）
の
外
延
よ
り
も
拡
大
さ
れ
、

こ
の
両
概
念
の
間
に
は
当
然
黄
馬
や
黒
馬
の
例
の
如
き
外
延
の
差
（
種
差
）
が
生

じ
て
く
る
。
公
孫
龍
は
こ
う
し
た
操
作
に
よ
り
、
前
記
の
外
延
の
差
を
も
た
ら
す

唯
一
の
原
因
こ
そ
白
馬
の
白
に
他
な
ら
ず
、
そ
れ
故
に
「
命
色
者
」
と
し
て
の
白

が
、
「
命
形
者
」
と
し
て
の
馬
と
は
完
全
に
別
個
の
概
念
で
あ
る
こ
と
を
立
証
せ

ん
と
図
っ
た
の
で
あ
る
◎

　
　
㈹
　
日
、
以
馬
之
有
色
爲
非
馬
、
天
下
非
有
無
色
之
馬
也
、
天
下
無
馬
、
可

　
　
　
　
乎

　
　
　
　
日
く
、
馬
の
色
有
る
を
以
て
馬
に
非
ず
と
為
さ
ば
、
天
下
に
無
色
の
馬

　
　
　
　
有
名
に
は
非
ざ
る
な
り
、
天
下
に
馬
無
し
と
し
て
、
可
な
ら
ん
か
。

　
白
概
念
は
馬
概
念
の
中
に
は
包
括
さ
れ
な
い
と
す
る
公
孫
龍
に
対
し
、
論
難
者

は
、
色
彩
概
念
に
よ
る
色
彩
の
限
定
が
本
来
的
に
馬
概
念
の
中
に
含
ま
れ
る
こ
と

を
、
以
下
の
如
く
に
反
駁
す
る
。

　
先
程
か
ら
あ
な
た
は
、
白
馬
は
臼
な
る
色
彩
を
限
定
し
て
い
る
か
ら
馬
で
は
な

い
と
繰
り
返
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
し
色
彩
を
隈
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ

が
馬
で
は
な
く
な
る
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
実
際
に
存
在
す
る
馬
は
全
て
有
色
で

あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
は
悉
く
馬
で
は
な
い
こ
と
に
な
り
、
一
方
こ
の
世
に
無
色
透

明
な
馬
な
ど
は
実
在
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
結
局
世
界
に
は
一
切
馬
が
存
在
し

な
い
と
結
論
し
て
よ
ろ
し
い
の
か
。

　
⑤
の
塞
言
は
、
客
の
使
用
す
る
白
馬
概
念
や
馬
概
念
が
、
常
に
具
体
的
個
物
と

し
て
の
臼
馬
や
馬
を
念
頭
に
置
く
こ
と
を
、
最
も
鮮
明
に
物
語
る
。
か
か
る
前
提

に
立
つ
か
ら
こ
そ
、
実
際
に
馬
が
全
て
「
有
色
」
で
あ
っ
て
「
無
色
之
馬
」
が
現

存
し
な
い
以
上
、
馬
概
念
は
既
に
そ
の
内
部
に
色
彩
限
定
を
包
括
し
て
い
る
、
と
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の
論
理
展
開
が
導
き
出
さ
れ
て
く
る
。
故
に
客
に
於
て
は
、
た
と
え
馬
が
「
馬
」

と
の
み
表
示
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
は
決
し
て
馬
が
「
無
色
」
で
あ
る
デ
」
と
を
意

味
せ
ず
、
そ
の
中
に
色
彩
概
念
が
潜
在
的
に
内
属
し
て
い
る
こ
と
が
確
信
さ
れ
る
。

従
っ
て
「
臼
馬
」
と
「
馬
」
と
の
差
異
は
、
た
だ
単
に
色
彩
隈
定
が
顕
在
的
に
表

示
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
れ
と
も
潜
在
的
に
包
括
さ
れ
て
い
る
か
、
と
の
相
違
に
し

か
遇
ぎ
な
い
訳
で
、
白
な
る
色
彩
限
定
が
白
馬
と
馬
と
を
決
定
的
に
分
断
す
る
と

は
思
考
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
8
）

　
　
⑥
　
日
、
馬
固
有
色
、
故
有
白
馬
、
使
馬
無
色
、
有
馬
如
已
耳
、
安
取
白
馬
、

　
　
　
　
故
白
者
非
馬
也
、
白
馬
者
馬
與
白
也
、
馬
與
白
馬
也
、
故
日
、
白
馬
非

　
　
　
　
馬
也

　
　
　
　
日
く
、
馬
に
は
固
よ
り
色
有
り
。
故
に
白
馬
有
り
。
馬
を
し
て
色
無
か

　
　
　
　
ら
使
め
ば
、
馬
有
る
の
み
。
安
ん
ぞ
白
馬
を
取
ら
ん
。
故
に
白
な
る
者

　
　
　
　
は
馬
に
非
ざ
る
な
り
。
白
馬
な
る
者
は
馬
と
白
と
な
り
。
馬
と
臼
馬
と

　
　
　
　
な
り
。
故
に
日
く
、
臼
馬
は
馬
に
非
ざ
る
な
り
。

　
⑤
に
於
て
客
は
、
「
無
色
之
馬
」
を
媒
介
に
、
色
彩
隈
定
が
馬
概
念
の
中
に
包

括
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
せ
ん
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
公
孫
龍
は
、
馬
に
は
色
彩

が
存
在
す
る
と
の
客
の
論
旨
を
逆
手
に
取
っ
て
、
以
下
の
如
く
白
概
念
を
馬
概
念

か
ら
分
離
せ
ん
と
試
み
る
。

　
馬
に
は
必
ず
色
彩
が
付
着
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
白
馬
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

も
し
馬
に
一
切
色
彩
が
付
着
し
な
い
と
す
れ
ば
、
た
だ
単
に
形
状
と
し
て
の
馬
が

存
在
す
る
に
遇
ぎ
ず
、
ど
う
し
て
そ
も
そ
も
白
馬
を
論
議
の
対
象
に
取
り
上
げ

ら
れ
よ
う
か
。
だ
か
ら
こ
そ
、
後
か
ら
付
着
す
る
所
の
白
と
色
彩
を
宿
す
場
と
し

て
の
馬
と
は
本
来
別
個
の
存
在
で
あ
り
、
白
概
念
は
馬
概
念
の
中
に
含
ま
れ
て
い

な
い
の
で
あ
る
。
白
馬
な
る
概
念
は
、
形
状
を
限
定
す
る
馬
概
念
と
、
色
彩
を
隈

白
馬
と
馬
の
間
　
　
（
浅
野
）

定
す
る
白
概
念
と
が
結
合
し
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
私
は
、
単
一
概

念
で
あ
る
馬
と
、
複
合
概
念
で
あ
る
白
馬
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
の
で

あ
り
、
両
者
は
当
然
内
包
を
異
に
し
て
い
る
。
そ
こ
で
私
は
、
白
馬
は
馬
で
は
な

い
、
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　
冒
頭
の
「
馬
固
有
色
」
な
る
表
現
は
、
一
見
公
孫
龍
が
、
馬
に
は
本
来
的
に
色

彩
が
内
在
し
て
い
る
こ
と
を
容
認
し
た
か
の
印
象
を
与
え
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う

に
理
解
し
た
の
で
は
、
個
物
と
し
て
の
馬
が
「
有
色
」
で
あ
る
が
故
に
馬
概
念
の

中
に
は
色
彩
概
念
が
包
括
さ
れ
て
い
る
、
と
す
る
論
難
者
の
持
論
に
、
公
孫
龍
自

ら
が
同
調
し
た
こ
と
に
な
り
、
こ
の
時
点
で
「
白
馬
非
馬
」
論
成
立
の
根
拠
は
消

滅
し
て
し
ま
う
。
故
に
「
馬
固
有
色
」
と
は
、
現
実
に
存
在
す
る
個
物
と
し
て
の

馬
を
問
題
に
し
た
「
天
下
非
有
無
色
之
馬
也
」
と
の
⑤
の
批
判
に
応
じ
て
、
確
か

に
具
体
的
個
物
と
し
て
の
馬
は
必
ず
色
彩
を
帯
び
た
状
態
で
存
在
す
る
、
と
具
体

的
個
物
と
し
て
の
段
階
に
範
囲
を
限
定
し
た
上
で
の
発
言
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
⑥
に
於
け
る
公
孫
龍
の
思
考
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
白
な

る
色
彩
の
性
格
に
関
し
て
、
堅
白
論
に
展
開
さ
れ
る
彼
の
理
論
に
触
れ
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
堅
白
論
は
、
堅
白
石
な
る
総
合
認
識
は
成
立
せ
ず
、
常
に
堅
石
か
白

石
か
の
ど
ち
ら
か
一
方
の
認
識
し
か
獲
得
さ
れ
な
い
、
と
主
張
す
る
理
論
で
あ
る
。

そ
の
論
拠
の
第
一
は
、
公
孫
龍
が
堅
と
白
と
を
共
に
一
個
の
石
中
に
内
在
す
る
石

固
有
の
属
性
と
は
見
徹
さ
ず
、
堅
・
白
を
各
々
一
切
の
個
物
を
超
え
て
独
立
に
存

在
す
る
普
遍
的
実
体
と
し
て
捉
え
た
点
に
あ
る
。
以
下
に
そ
う
し
た
思
考
を
示
す

部
分
を
掲
げ
て
み
る
。

　
　
「
其
の
白
を
得
、
其
の
堅
を
得
る
。
見
と
不
見
と
は
離
る
。
不
見
は
離
る
と

　
　
は
、
二
相
盈
た
ざ
れ
ば
な
り
。
故
に
離
る
」

　
　
「
物
の
白
き
は
、
其
の
白
と
す
る
所
を
定
め
ず
。
物
の
堅
き
は
、
其
の
堅
と
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白
馬
と
馬
の
間
　
　
　
（
浅
野
）

　
　
す
る
所
を
定
め
ず
。
定
め
ざ
る
者
は
兼
ぬ
る
L

　
　
「
堅
は
未
だ
石
に
与
し
て
堅
為
ら
ず
。
而
し
て
物
兼
ね
ら
る
。
未
だ
与
に
堅

　
　
為
ら
ざ
る
も
、
而
し
て
堅
は
必
ず
堅
な
り
。
其
の
石
一
物
を
堅
く
せ
ず
し
て

　
　
而
も
堅
な
り
。
天
下
に
未
だ
若
の
堅
有
ら
ざ
れ
ば
、
而
ち
堅
は
蔵
る
。
白
固

　
　
よ
り
自
ら
白
た
る
こ
と
能
わ
ざ
れ
ば
、
悪
ん
ぞ
能
く
石
魯
物
を
白
く
せ
ん
や
。

　
　
若
の
白
な
る
者
必
ず
白
な
れ
ば
、
則
ち
物
を
白
く
せ
ず
し
て
而
も
白
な
り
。

　
　
黄
・
黒
も
之
と
然
り
。
石
其
れ
有
る
こ
と
無
し
。
悪
ん
ぞ
堅
白
石
に
取
ら
ん

　
　
や
。
故
に
離
る
る
な
り
」

第
二
の
論
拠
は
、
次
に
引
用
す
る
如
く
、
公
孫
龍
が
認
識
主
体
た
る
神
に
対
し
、

五
官
を
経
由
し
た
各
種
の
知
覚
を
統
合
し
得
る
能
力
の
存
在
を
認
め
な
か
っ
た
点

に
あ
る
。

　
　
「
視
れ
ば
其
の
堅
と
す
る
所
を
得
ず
し
て
、
其
の
白
と
す
る
所
を
得
る
者
は
、

　
　
堅
無
き
な
り
。
甜
づ
れ
ば
其
の
白
と
す
る
所
を
得
ず
し
て
、
其
の
堅
と
す
る

　
　
所
を
得
る
。
其
の
堅
を
得
る
や
、
白
無
き
な
り
」

　
　
「
且
つ
猶
お
臼
は
目
と
火
を
以
て
見
る
が
じ
と
き
も
、
而
し
て
火
は
見
ず
。

　
　
則
ち
火
と
目
と
見
ず
し
て
神
見
る
。
神
も
見
ざ
れ
ば
、
而
ち
見
は
離
る
。
堅

　
　
は
手
を
以
て
し
、
手
は
撫
を
以
て
す
。
是
れ
撫
と
手
と
知
り
て
而
も
知
ら
ず
。

　
　
而
し
て
神
も
与
に
知
ら
ず
。
神
の
是
に
乎
け
る
は
、
之
を
離
と
謂
う
。
離
な

　
　
る
者
は
、
天
下
の
故
よ
り
独
に
し
て
正
し
」

先
に
第
一
の
論
拠
と
し
て
示
さ
れ
た
如
く
、
本
来
堅
や
臼
は
一
切
の
対
象
物
か
ら

遊
離
。
独
立
し
て
存
在
し
、
手
や
目
等
の
感
覚
器
官
と
撫
や
光
等
の
媒
介
を
経
由

し
て
神
に
知
覚
さ
れ
た
時
の
み
、
各
々
石
中
に
そ
の
性
質
を
発
現
し
て
く
る
。
と

こ
ろ
が
公
孫
龍
は
、
経
由
す
る
感
覚
器
官
を
異
に
す
る
知
覚
を
統
括
し
得
る
認
識

能
力
の
存
在
を
否
定
す
る
た
め
、
神
に
よ
り
堅
と
白
と
が
同
時
に
認
識
さ
れ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
9
）

と
は
な
く
、
必
然
的
に
堅
白
石
な
る
統
合
認
識
は
形
成
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
さ
て
白
馬
論
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
の
は
、
「
命
形
者
」
と
し
て
の
馬
と
「
命

色
者
」
と
し
て
の
白
の
関
係
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
形
状
・
色
彩
共
に
経
由
す

る
感
覚
器
官
は
同
一
で
あ
る
か
ら
、
前
記
の
二
点
の
中
、
神
の
限
界
性
を
論
ず
る

後
者
の
思
考
は
、
当
面
白
馬
論
の
内
容
と
は
直
接
に
関
わ
っ
て
こ
な
い
。
今
こ
こ

で
問
題
と
す
べ
き
は
、
前
者
の
側
に
提
示
さ
れ
た
堅
・
白
の
性
格
に
対
す
る
公
孫

龍
の
特
異
な
見
解
で
あ
る
。
こ
の
臼
に
関
す
る
彼
の
論
理
を
白
馬
の
認
識
に
適
用

す
る
時
、
公
孫
龍
に
於
て
は
、
先
ず
場
と
し
て
存
在
し
て
い
た
形
状
と
し
て
の
馬

（
こ
れ
は
未
だ
視
認
さ
れ
な
い
）
に
、
光
と
目
の
働
き
に
よ
っ
て
後
か
ら
普
遍
的

実
体
と
し
て
の
臼
が
宿
り
（
こ
の
瞬
間
に
初
め
て
形
状
も
白
と
共
に
視
認
の
対
象

と
な
る
）
、
こ
の
両
者
が
色
彩
を
宿
し
た
形
状
と
し
て
神
に
知
覚
さ
れ
る
、
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
0
）

過
程
を
経
て
臼
馬
な
る
対
象
認
識
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
故
に
最
終
的
に

白
馬
な
る
認
識
が
成
立
す
る
以
前
の
段
階
に
於
て
は
、
即
ち
「
物
を
白
く
せ
ず
し

て
而
も
白
」
な
る
白
が
未
だ
「
其
の
白
と
す
る
所
を
定
め
ざ
る
」
段
階
に
於
て
は
、

単
に
形
状
と
し
て
の
み
の
馬
が
、
視
認
さ
れ
な
い
状
態
の
ま
ま
に
存
在
し
て
い
る

筈
で
あ
る
。
そ
れ
は
恰
も
「
扮
づ
れ
ぱ
其
の
白
と
す
る
所
を
得
ず
し
て
、
其
の
堅

と
す
る
所
を
得
る
。
其
の
堅
を
得
る
や
、
臼
無
き
な
り
」
と
称
さ
れ
る
場
合
の
石

が
、
「
白
無
き
」
無
色
の
状
態
下
に
存
在
す
る
が
如
く
で
あ
り
、
こ
の
時
点
で
は
、

白
馬
は
「
無
色
之
馬
」
と
し
て
人
間
の
認
識
の
領
域
外
に
潜
在
し
て
い
る
、
と
言

い
得
る
の
で
あ
る
。
先
に
私
が
、
「
馬
固
有
色
」
と
は
馬
が
具
体
的
個
物
と
し
て

存
在
す
る
段
階
に
範
囲
を
限
定
し
た
菱
言
で
あ
る
、
と
述
べ
た
の
は
、
こ
う
し
た

理
由
に
拠
っ
て
で
あ
る
。

　
以
上
解
説
し
て
き
た
堅
白
論
の
論
理
を
視
点
に
導
入
す
る
な
ら
ば
、
㈹
に
於
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
u
）

る
公
孫
龍
の
菱
言
の
意
味
も
明
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
形
状
と
し
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て
の
馬
に
後
か
ら
普
遍
的
実
体
と
し
て
の
臼
が
付
着
す
る
形
態
に
よ
っ
て
白
馬
な

る
対
象
認
識
が
形
成
さ
れ
る
か
ら
こ
そ
、
馬
に
必
ず
色
彩
が
存
在
す
る
こ
と
は
、

実
は
何
ら
臼
概
念
が
本
来
的
に
馬
概
念
中
に
含
ま
れ
る
と
の
客
の
主
張
の
根
拠
と

は
な
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
全
く
逆
に
、
認
識
対
象
と
し
て
の
白
と
馬
と

が
本
来
完
全
に
別
個
の
存
在
で
あ
る
こ
と
、
従
っ
て
馬
概
念
の
中
に
は
決
し
て
白

概
念
が
包
括
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
を
指
し
示
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
既
に
対

象
世
界
の
側
に
於
て
、
馬
と
白
と
は
互
い
に
全
く
独
立
し
た
存
在
で
あ
り
、
両
者

は
人
間
の
認
識
作
用
を
侯
っ
て
初
め
て
白
馬
と
し
て
結
合
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。

故
に
そ
う
し
た
対
象
世
界
と
人
間
の
認
識
と
に
亙
る
出
来
事
を
表
示
す
べ
き
手
段

と
し
て
の
白
馬
概
念
も
ま
た
、
必
然
的
に
、
相
互
に
独
立
し
た
馬
概
念
と
臼
概
念

と
の
結
合
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
形
状
の
み

を
表
す
単
一
概
念
と
し
て
の
馬
と
、
形
状
と
色
彩
と
の
複
合
概
念
で
あ
る
白
馬
と

の
間
に
は
、
到
底
両
者
を
同
一
視
で
き
な
い
決
定
的
な
差
異
が
あ
る
こ
と
も
、
も

は
や
動
し
難
い
事
実
で
は
な
い
の
か
。
故
に
臼
馬
は
馬
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
以

上
が
㈹
に
於
け
る
公
孫
龍
の
論
理
展
開
で
あ
る
。

　
　
㈹
　
目
、
馬
未
與
白
爲
馬
、
白
未
與
馬
爲
白
、
合
馬
與
白
、
復
名
白
馬
、
是

　
　
　
　
相
興
以
不
相
與
爲
名
、
未
可
、
故
日
、
白
馬
非
馬
、
未
可

　
　
　
　
日
く
、
馬
は
未
だ
白
に
与
し
て
馬
為
ら
ず
。
白
は
未
だ
馬
に
与
し
て
白

　
　
　
　
為
ら
ず
。
馬
と
白
と
を
合
し
て
、
復
た
白
馬
と
名
づ
く
る
は
、
是
れ
相

　
　
　
　
与
す
る
に
相
与
せ
ざ
る
を
以
て
名
と
為
す
。
未
だ
可
な
ら
ず
。
故
に
日

　
　
　
　
く
、
白
馬
は
馬
に
非
ず
と
は
、
未
だ
可
な
ら
ず
。

　
白
馬
概
念
と
は
相
互
に
独
立
し
た
馬
概
念
と
白
概
念
と
の
後
次
的
結
合
で
あ
る
、

と
の
公
孫
龍
の
定
義
に
対
し
て
、
客
は
直
ち
に
次
の
如
く
反
撃
す
る
。

　
先
程
か
ら
あ
な
た
は
、
白
を
「
所
以
命
色
」
、
馬
を
「
所
以
命
形
」
と
規
定
し
、

白
馬
と
馬
の
間
　
　
（
浅
野
）

「
命
色
者
非
命
形
也
」
と
か
「
白
者
非
馬
也
」
等
と
、
両
者
は
完
全
に
異
質
で
且

つ
各
々
独
立
し
た
概
念
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
そ
の
上
更
に
㈹
に
於
て
は
、
「
白

馬
者
馬
興
白
也
」
と
、
臼
馬
概
念
は
個
々
に
独
立
し
た
馬
概
念
と
白
概
念
と
の
結

合
で
あ
る
と
さ
え
定
義
す
る
。
し
か
し
あ
な
た
が
規
定
す
る
よ
う
な
、
形
状
の
み

で
独
立
し
て
い
る
馬
と
か
、
色
彩
の
み
で
独
立
し
て
い
る
白
な
ど
は
、
最
初
か
ら

存
在
し
て
は
い
な
い
。
そ
も
そ
も
全
て
の
馬
は
、
そ
の
身
体
申
に
名
々
固
有
の
色

彩
を
属
性
と
し
て
包
括
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
外
部
の
白
と
結
合
し
な
け
れ
ば
白

馬
と
な
り
得
な
い
よ
う
な
、
色
彩
を
内
在
さ
せ
な
い
「
無
色
之
馬
」
が
そ
れ
の
み

で
独
立
に
存
在
し
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
。
一
方
全
て
の
白
さ
も
ま
た
、
臼
い
状

態
の
各
個
物
の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
属
性
と
し
て
密
封
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
外
部
の
馬
と
結
合
し
な
け
れ
ば
白
さ
を
発
現
で
き
な
い
よ
う
な
、
「
其
の
白

と
す
る
所
を
定
め
ざ
る
」
白
そ
の
も
の
が
独
立
に
存
在
し
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
馬
は
既
に
色
彩
と
、
そ
し
て
白
は
既
に
形
状
と
、
各
々
不
可
分
に

融
合
し
た
上
で
、
そ
の
総
体
の
申
に
自
已
完
結
し
た
状
態
で
し
か
存
在
せ
ず
、
そ

う
し
た
他
者
と
融
合
済
み
の
馬
と
白
と
は
、
今
更
外
部
の
色
彩
や
形
状
と
結
合
す

べ
き
必
然
性
を
何
ら
持
っ
て
は
い
な
い
。
故
に
、
あ
な
た
は
馬
と
白
と
を
緒
合
さ

せ
て
白
馬
を
形
成
す
る
と
言
う
が
、
そ
れ
で
は
互
い
に
結
合
す
べ
き
必
然
性
を
全

く
持
た
な
い
乖
離
し
た
両
者
を
、
無
理
矢
理
結
合
さ
せ
て
一
つ
の
名
辞
を
作
り
上

げ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
、
到
底
成
立
不
可
能
な
論
理
で
あ
る
◎
白
と
馬
と
が

結
合
す
る
必
然
性
は
、
た
だ
白
さ
を
属
性
と
し
て
既
に
包
括
し
て
い
る
馬
、
即
ち

具
体
的
個
物
と
し
て
の
白
馬
の
申
に
の
み
存
在
す
る
。
故
に
白
馬
概
念
は
、
如
何

な
る
意
味
に
於
て
も
、
個
別
に
存
在
す
呑
馬
概
念
と
白
概
念
と
が
後
か
ら
組
み
合

わ
さ
れ
て
改
め
て
成
立
す
る
名
称
で
は
あ
り
得
な
い
。
そ
れ
は
、
も
と
か
ら
白
な

る
属
性
を
別
ち
難
く
内
在
さ
せ
て
い
る
馬
、
を
表
示
す
る
名
称
に
他
な
ら
な
い
。
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白
馬
と
馬
の
間
　
　
　
（
浅
野
）

か
く
の
如
く
、
臼
馬
を
馬
と
臼
と
の
結
合
と
す
る
思
考
自
体
が
成
立
し
な
い
以
上
、

一
要
素
よ
り
な
る
馬
と
二
要
素
よ
り
な
る
白
馬
と
は
異
な
る
か
ら
白
馬
は
馬
で
は

な
い
、
と
す
る
㈹
の
結
論
も
結
局
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
「
馬
未
與
白
爲
馬
、
臼
未
與
馬
爲
臼
」
な
る
冒
頭
の
二
旬
は
、
堅
白
論
に
於
け

る
「
堅
未
興
石
爲
堅
」
と
の
公
孫
龍
の
菱
言
と
、
表
現
様
式
が
全
く
同
一
で
あ
る
。

そ
こ
で
表
現
上
の
類
似
性
に
の
み
注
目
す
る
時
、
恰
も
こ
こ
で
客
と
公
孫
龍
と
の

立
場
が
入
れ
替
っ
た
か
の
感
を
受
け
る
。
し
か
し
同
様
の
表
現
を
取
り
な
が
ら
も
、

客
と
公
孫
龍
と
は
そ
の
思
考
基
盤
を
根
底
か
ら
異
に
し
て
い
る
。
公
孫
龍
は
、
堅

や
白
を
一
切
の
個
物
を
超
え
て
独
立
す
る
普
遍
的
実
体
と
捉
え
る
た
め
、
堅
と
臼

と
は
石
な
る
具
体
的
対
象
物
を
必
要
と
せ
ず
に
、
そ
れ
自
身
既
に
堅
や
臼
で
あ
り

得
た
。
公
孫
龍
に
於
て
、
「
堅
未
與
石
爲
堅
」
と
は
か
か
る
思
考
の
表
現
と
し
て

登
場
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
論
難
者
の
側
は
、
色
彩
を
既
に
何
ら
か
の
具
体
的
個

物
の
中
に
密
封
さ
れ
た
存
在
と
し
て
捉
え
る
。
故
に
臼
は
、
固
有
の
属
性
と
し
て

自
己
を
内
在
さ
せ
て
い
る
個
物
の
他
に
外
部
の
馬
を
必
要
と
せ
ず
、
馬
も
ま
た
、

本
来
的
に
已
れ
が
内
属
さ
せ
て
い
る
色
彩
の
他
に
外
部
の
白
を
必
要
と
し
な
い
。

客
に
於
て
は
、
「
馬
未
興
白
爲
馬
、
臼
未
與
馬
爲
臼
」
と
の
二
句
は
、
そ
う
し
た

思
考
の
表
現
と
し
て
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
客
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
臼
馬
概
念
と
は
形
状
と
し
て
の
馬
概
念
と

色
彩
と
し
て
の
白
概
念
と
の
結
合
で
あ
る
、
と
す
る
公
孫
龍
の
論
理
は
、
二
重
の

意
味
で
成
立
が
不
可
能
と
な
る
。

　
そ
の
第
一
の
理
由
は
、
馬
が
既
に
固
有
の
色
彩
を
包
括
す
る
存
在
で
あ
る
以
上
、

最
初
か
ら
形
状
の
み
で
独
立
す
る
馬
概
念
は
成
立
せ
ず
、
ま
た
白
が
必
ず
個
物
内

に
密
封
さ
れ
て
い
る
以
上
、
最
初
か
ら
色
彩
の
み
で
独
立
す
る
臼
概
念
も
成
立
し

な
い
、
と
す
る
点
に
あ
る
。
っ
ま
り
こ
の
場
合
は
、
そ
も
そ
も
組
み
合
わ
せ
る
べ

き
素
材
自
体
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
、
る
。

　
次
に
第
二
の
理
由
は
、
実
在
す
る
馬
と
臼
と
を
結
合
さ
せ
る
と
仮
定
し
た
場
合

も
、
馬
は
既
に
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
色
彩
を
内
属
さ
せ
て
お
り
、
白
は
既
に
自
己
を

包
括
す
る
各
個
物
中
に
密
封
さ
れ
て
い
る
た
め
、
も
は
や
馬
と
白
の
双
方
に
他
者

と
結
合
す
べ
き
必
然
性
が
全
く
存
在
し
な
い
、
と
す
る
点
に
あ
る
。
こ
の
場
合
に

は
、
素
材
の
間
に
結
合
す
べ
き
必
然
性
が
な
く
、
結
合
す
る
と
の
思
考
方
法
自
体

が
無
意
味
と
な
る
。

　
客
は
上
述
の
論
理
を
根
拠
に
据
え
て
、
「
白
馬
者
馬
興
白
也
」
と
の
定
義
か
ら

「
白
馬
非
馬
」
を
導
く
公
孫
龍
の
論
理
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
成
立
し
な
い
、
と

反
駁
し
た
訳
で
あ
る
。

）8〈
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
2
）

日
、
以
有
白
馬
爲
有
馬
、
謂
有
白
馬
爲
有
黄
馬
、
可
乎
、
日
、
未
可
、

　
　
　
　
（
註
1
3
）

日
、
以
有
白
馬
爲
異
有
黄
馬
、
是
異
黄
馬
於
馬
也
、
異
黄
馬
於
馬
、
是

以
黄
馬
爲
非
馬
、
以
黄
馬
爲
非
馬
、
而
以
白
馬
爲
有
馬
、
此
飛
者
入
池
、

而
棺
榔
異
魔
、
此
天
下
之
惇
言
馳
鮮
也

日
く
、
白
馬
有
る
を
以
て
馬
有
り
と
為
さ
ば
、
白
馬
有
る
を
謂
い
て
黄

馬
有
り
と
為
す
も
、
可
な
ら
ん
か
。
日
く
、
未
だ
可
な
ら
ず
。
日
く
、

白
馬
有
る
を
以
て
黄
馬
有
る
に
異
な
り
と
為
す
は
、
是
れ
黄
馬
を
馬
に

異
な
り
と
す
る
な
り
。
黄
馬
を
馬
に
異
な
り
と
す
る
は
、
是
れ
黄
馬
を

以
て
馬
に
非
ず
と
為
す
な
り
。
黄
馬
を
以
て
馬
に
非
ず
と
為
し
て
、
而

し
て
白
馬
を
以
て
馬
有
り
と
為
す
は
、
此
れ
飛
ぶ
者
池
に
入
り
て
、
棺

，
榔
処
を
異
に
す
る
な
り
。
此
れ
天
下
の
堂
言
乱
辞
な
り
。

客
か
ら
ω
の
如
き
批
判
を
浴
び
た
公
孫
龍
は
、
白
馬
を
馬
と
臼
と
の
結
合
で
あ

る
と
す
る
論
点
か
ら
、
相
手
を
攻
撃
す
る
上
で
最
も
有
効
な
論
法
で
あ
る
、
白
馬

と
馬
の
両
概
念
が
各
々
包
摂
範
囲
を
異
に
し
て
い
る
と
の
点
に
、
再
び
主
題
を
転
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換
す
る
。

　
あ
な
た
の
如
く
、
白
馬
の
存
在
が
直
ち
に
馬
の
存
在
と
同
一
で
あ
る
と
す
る
な

ら
ば
、
同
様
に
黄
馬
の
存
在
も
直
ち
に
馬
の
存
在
と
同
一
で
あ
る
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
と
す
れ
ば
論
理
の
必
然
と
し
て
、
白
馬
と
馬
と
黄
馬
と
は
完
全
に
同
一

と
な
り
、
相
互
に
置
き
換
え
が
可
能
と
な
る
。
そ
こ
で
、
白
馬
の
存
在
を
指
摘
し

て
そ
れ
を
黄
馬
が
存
在
す
る
と
称
す
る
こ
と
も
当
然
可
能
な
筈
だ
が
、
果
た
し
て

そ
れ
で
良
ろ
し
い
の
か
。

　
こ
う
し
た
公
孫
龍
の
設
問
に
対
し
、
論
難
者
と
し
て
は
、
臼
馬
の
存
在
と
黄
馬

の
存
在
と
を
同
一
視
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
、
と
応
答
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
客
の
返
答
を
待
ち
構
え
て
い
た
公
孫
龍
は
、
早
速
そ
の
言
質
を
楯
に
取
っ
て

追
求
を
開
始
す
る
。

　
今
の
あ
な
た
の
返
答
の
如
く
、
臼
馬
の
存
在
が
黄
馬
の
存
在
と
異
な
る
の
で
あ

れ
ば
、
白
馬
と
馬
と
は
同
一
だ
と
す
る
従
来
の
あ
な
た
の
主
張
か
ら
推
し
て
、
結

局
は
黄
馬
を
馬
か
ら
区
別
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
黄
馬
を
馬
か
ら
区
別
す
る
こ

と
は
、
黄
馬
を
馬
と
同
一
で
は
な
い
と
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
も
そ
も
一
方

で
黄
馬
を
馬
と
同
一
で
は
な
い
と
し
て
置
き
な
が
ら
、
他
方
で
臼
馬
の
存
在
を
馬

の
存
在
と
同
一
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
は
、
ま
る
で
飛
鳥
が
池
の
中
で
泳
ぎ
廻
り
、

共
に
遺
骸
を
覆
う
べ
き
内
棺
と
外
榔
と
が
所
在
を
異
に
す
る
が
如
き
錯
乱
で
あ
っ

て
、
こ
れ
こ
そ
で
た
ら
め
な
言
辞
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
。

　
結
局
公
孫
龍
は
、
黄
馬
を
媒
介
と
す
る
手
段
に
よ
り
、
客
の
論
理
を
臼
馬
u
馬

↓
黄
馬
い
馬
↓
白
馬
H
黄
馬
と
の
方
向
に
誘
導
し
た
上
で
、
巧
み
に
臼
馬
ヰ
黄

馬
と
す
る
客
の
返
答
を
引
き
出
し
、
今
度
は
そ
れ
を
足
懸
り
に
、
白
馬
ヰ
黄
馬
↓

黄
馬
十
馬
↓
臼
馬
ヰ
馬
と
論
理
を
展
開
さ
せ
た
訳
で
あ
る
。

　
　
⑨
　
日
、
有
臼
馬
、
不
可
謂
無
馬
者
、
離
臼
之
謂
也
、
不
離
者
、
有
臼
馬
、

白
馬

と
馬
の
間
　
　
　
（
浅
野
）

　
　
　
　
不
可
謂
有
馬
也
、
故
所
以
爲
有
馬
者
、
濁
以
馬
爲
有
馬
耳
、
非
有
白
馬

　
　
　
　
爲
有
馬
、
故
其
爲
有
馬
也
、
不
可
以
謂
馬
馬
也

　
　
　
　
日
く
、
白
馬
有
れ
ば
、
馬
無
し
と
は
謂
う
可
か
ら
ず
と
は
、
臼
を
離
す

　
　
　
　
の
謂
な
り
。
離
さ
ざ
れ
ぱ
、
白
馬
有
る
も
、
馬
有
り
と
は
謂
う
可
か
ら

　
　
　
　
ざ
る
な
り
。
故
に
馬
有
り
と
為
す
所
以
の
者
は
、
独
だ
馬
を
以
て
馬
有

　
　
　
　
り
と
為
す
の
み
。
白
馬
有
れ
ば
馬
有
り
と
為
す
に
は
非
ず
。
故
に
其
の

　
　
　
　
馬
有
り
と
為
す
や
、
以
て
馬
馬
と
は
謂
う
可
か
ら
ざ
れ
ば
な
り
。

　
白
馬
概
念
と
馬
概
念
と
の
包
摂
関
係
、
即
ち
両
概
念
の
外
延
の
差
は
、
当
初
か

ら
論
難
者
が
抱
え
る
最
大
の
弱
点
で
あ
り
、
こ
の
点
を
鋭
く
衝
か
れ
た
客
は
忽
ち

窮
地
に
陥
る
。
そ
こ
で
客
は
、
「
有
白
馬
爲
有
馬
」
と
す
る
⑧
以
来
の
自
已
の
主

張
も
、
実
は
決
し
て
個
物
と
し
て
の
白
馬
と
馬
と
を
同
一
視
し
た
り
、
白
馬
概
念

の
外
延
と
馬
概
念
の
外
延
と
を
同
一
視
し
た
り
す
る
が
如
き
内
容
で
は
な
か
っ
た
、

と
苦
心
の
釈
明
を
陳
述
す
る
。

　
従
来
私
は
、
臼
馬
が
存
在
す
る
以
上
は
馬
が
存
在
し
な
い
と
は
言
え
な
い
、
と

繰
り
返
し
て
き
た
が
、
そ
の
場
合
の
馬
と
は
、
白
馬
か
ら
臼
な
る
色
彩
隈
定
を
一

時
分
離
し
た
思
考
の
表
現
と
し
て
使
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
し
臼
な
る
色
彩

限
定
を
思
考
か
ら
分
離
さ
せ
な
け
れ
ば
、
臼
馬
は
い
つ
ま
で
も
臼
馬
で
あ
る
か
ら
、

白
馬
が
存
在
す
る
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
れ
を
馬
が
存
在
す
る
と
称
す
る
こ
と
は
、

勿
論
不
可
能
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
れ
ま
で
私
が
、
白
馬
の
存
在
を
以
て
馬
が
存
在

す
る
と
し
て
き
た
真
意
は
、
当
面
白
馬
の
色
彩
を
考
慮
か
ら
除
外
し
て
、
た
だ
単

に
形
状
と
し
て
の
馬
概
念
を
設
定
し
、
白
馬
も
や
は
り
そ
う
し
た
形
状
と
し
て
の

馬
概
念
の
対
象
に
該
当
す
る
、
と
云
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
故
に
白
馬
が
存

在
す
れ
ば
馬
が
存
在
す
る
と
述
べ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
れ
は
決
し
て
、
白
馬
の
存

在
が
直
ち
に
馬
の
存
在
と
同
一
で
あ
り
、
引
い
て
は
臼
馬
の
全
体
集
合
が
そ
の
ま
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白
馬
と
馬
の
間
　
　
　
（
浅
野
）

ま
馬
の
全
体
集
合
と
一
致
す
る
、
な
ど
と
主
張
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
そ
れ
を

私
が
、
白
馬
の
存
在
は
単
に
形
状
と
し
て
の
馬
と
の
意
味
に
於
け
る
馬
が
存
在
す

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
、
と
厳
密
な
言
い
廻
し
を
せ
ず
に
、
白
馬
が
存
在
す
れ
ば

馬
が
存
在
す
る
と
、
敢
え
て
誤
解
を
招
き
易
い
簡
略
な
言
い
方
を
し
て
き
た
の
は
、

馬
の
内
容
に
そ
う
し
た
限
定
が
課
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
さ
ん
と
し
て
、
白
馬
の

存
在
は
馬
馬
の
存
在
で
あ
る
、
と
す
る
が
如
き
奇
妙
な
表
現
形
式
を
陣
っ
た
か
ら

な
の
で
あ
る
。

　
「
離
臼
」
は
堅
臼
論
に
於
て
公
孫
龍
が
力
説
す
る
思
考
で
あ
っ
て
、
客
の
側
が

「
離
白
」
を
持
ち
出
す
の
は
、
一
見
両
者
の
立
場
が
入
れ
替
っ
た
か
の
感
を
与
え

る
。
し
か
し
、
従
来
よ
り
客
は
白
馬
の
臼
を
馬
に
内
在
す
る
属
性
と
捉
え
て
き
て

い
る
か
ら
、
こ
こ
で
「
離
白
」
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
は
対
象
世
界
に
於
て
白
が
馬

か
ら
分
離
す
る
と
の
意
味
で
は
な
く
、
単
に
思
考
上
に
於
け
る
分
離
を
指
し
て
い

る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　
さ
て
、
「
有
臼
馬
爲
有
馬
」
と
の
自
己
の
主
張
が
、
本
来
臼
馬
概
念
と
馬
概
念

と
の
重
複
関
係
の
み
を
指
摘
せ
ん
と
す
る
発
言
で
あ
っ
た
、
と
の
客
の
釈
明
は
、

公
孫
龍
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
結
果
、
こ
の
⑨
に
到
っ
て
突
如
自
説
の
す
り
替
え
を

図
っ
た
感
を
免
れ
な
い
。
も
と
よ
り
概
念
は
、
一
般
概
念
と
し
て
の
作
用
と
、
そ

の
概
念
に
該
当
す
る
具
体
的
個
物
を
指
示
す
る
作
用
と
を
、
二
重
に
併
せ
持
っ
。

そ
こ
で
当
然
臼
馬
概
念
と
馬
概
念
も
、
一
般
概
念
と
具
体
的
個
物
と
の
間
に
於
て
、

常
に
相
互
転
化
が
可
能
で
あ
る
。
故
に
、
客
が
具
体
的
個
物
と
し
て
の
白
馬
と
馬

と
を
想
定
し
つ
つ
議
論
を
展
開
さ
せ
た
際
に
も
、
個
物
と
し
て
の
白
馬
と
馬
と
の

背
後
に
は
、
両
者
に
象
徴
さ
れ
る
白
馬
と
馬
と
の
一
般
概
念
と
し
て
の
性
格
も
、

漢
然
と
意
識
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
推
測
さ
れ
る
。
客
の
釈
明
は
、
こ
の

側
面
を
特
に
馬
概
念
に
つ
い
て
拡
大
・
強
調
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

た
と
え
か
か
る
事
情
を
勘
酌
し
た
と
し
て
も
、
問
題
は
、
そ
も
そ
も
客
の
使
用
し

て
き
た
馬
概
念
自
体
が
、
最
初
か
ら
⑨
の
如
く
に
は
規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
所

に
あ
る
。
従
っ
て
、
客
が
こ
こ
で
に
わ
か
に
馬
概
念
の
性
格
を
変
更
し
た
事
実
は
、

や
は
り
蔽
い
難
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
で
は
、
客
は
何
故
に
か
く
の
如

き
論
理
の
転
換
を
迫
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
従
来
公
孫
龍
は
、
客
の
主
張
を
白
馬
概
念
と
馬
概
念
と
の
内
包
⑤
外
延
を
完
全

に
一
致
さ
せ
る
も
の
と
見
傲
し
、
逆
に
両
概
念
の
内
包
一
外
延
の
差
異
を
衝
く
こ

と
に
よ
り
、
客
を
論
破
せ
ん
と
し
続
け
て
き
た
。
し
か
も
そ
れ
は
、
単
な
る
誤
解

と
は
言
い
切
れ
な
い
面
を
持
つ
。
何
故
な
ら
、
そ
う
し
た
批
判
を
蒙
る
べ
き
原
因

が
確
か
に
客
の
論
理
の
中
に
も
潜
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
の
原
因
の
第
一
は
、
客
の
使
用
す
る
馬
概
念
の
不
徹
底
さ
で
あ
る
。
客
は
色

彩
を
も
と
か
ら
馬
に
内
在
す
る
属
性
と
捉
え
、
そ
う
し
た
認
識
上
の
立
場
を
反
映

さ
せ
つ
つ
、
個
物
と
密
着
さ
せ
て
概
念
を
使
用
し
が
ち
な
た
め
、
色
彩
限
定
も
馬

概
念
の
中
に
潜
在
的
に
包
括
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
時
馬
概
念
は
、
本
来
形

状
の
み
で
成
立
す
べ
き
一
般
概
念
と
し
て
の
純
粋
性
を
保
ち
得
な
い
。
従
っ
て
彼

に
於
て
は
、
公
孫
龍
の
如
く
、
色
彩
の
有
無
を
決
定
的
要
因
と
し
て
白
馬
概
念
と

馬
概
念
と
の
差
異
が
尖
鋭
に
自
覚
さ
れ
る
事
態
は
起
り
得
ず
、
白
馬
が
容
易
に
馬

へ
と
移
行
す
る
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
こ
の
白
馬
概
念
と
馬
概
念
と
の
間
に
客

が
設
定
し
た
融
通
性
は
、
更
に
個
物
と
し
て
の
白
馬
と
馬
と
の
区
別
を
も
暖
昧
に

す
る
現
象
を
引
き
起
し
、
公
孫
龍
の
反
撃
を
誘
う
第
二
の
原
因
と
な
る
。

　
こ
れ
ま
で
客
に
は
、
具
体
的
個
物
と
し
て
の
白
馬
の
身
体
中
に
、
白
な
る
色
彩

と
馬
な
る
形
状
と
が
共
存
す
る
事
実
を
以
て
、
白
馬
概
念
と
馬
概
念
と
の
重
複
関

係
を
示
す
端
的
な
例
証
と
す
る
傾
向
が
強
く
存
在
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
公
孫
龍

が
「
馬
者
所
以
命
形
也
」
と
、
馬
概
念
を
最
初
か
ら
形
状
の
み
を
区
別
す
る
概
念
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と
し
て
白
馬
と
は
切
り
離
し
て
設
定
す
る
の
に
比
し
て
、
客
は
⑨
に
於
て
馬
概
念

の
修
正
を
追
ら
れ
た
際
で
す
ら
、
一
旦
白
馬
を
想
定
し
て
置
い
た
上
で
、
後
に

そ
の
白
馬
か
ら
「
白
を
離
す
」
方
式
で
し
か
形
状
と
し
て
の
馬
概
念
を
設
定
し
得

な
か
っ
た
点
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。
か
か
る
説
明
に
於
て
は
、
同
一
個
体
が
或
る

場
合
に
は
白
馬
と
呼
ば
れ
、
ま
た
或
る
場
合
に
は
馬
と
呼
ば
れ
る
。
即
ち
白
馬
概

念
も
馬
概
念
も
、
共
に
同
一
の
個
物
を
そ
の
指
示
す
る
対
象
物
と
し
て
設
定
す
る

こ
と
に
な
る
。
か
く
の
如
く
、
概
念
を
常
に
具
体
的
対
象
物
と
密
着
さ
せ
る
時
、

白
馬
や
馬
は
一
般
概
念
と
し
て
の
性
格
を
後
退
さ
せ
ら
れ
、
各
々
個
物
と
し
て
の

白
馬
と
馬
と
を
具
体
的
に
指
示
す
る
性
格
の
み
が
強
く
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
く

る
。
そ
の
上
で
白
馬
は
馬
で
あ
る
と
称
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
当
然
、
具
体
的

個
物
と
し
て
の
臼
馬
と
馬
と
を
全
く
混
同
す
る
思
考
と
受
け
取
ら
れ
る
余
地
が
生

ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
中
臼
馬
概
念
の
側
は
、
元
来
客
が
最
初
に
個
物
と
し
て

の
「
臼
い
馬
」
を
設
定
す
る
役
割
に
重
点
を
置
い
て
使
用
し
て
き
た
の
で
、
た
と

え
一
般
概
念
と
し
て
の
性
格
が
稀
薄
化
し
て
も
あ
ま
り
支
障
は
起
き
な
い
が
、
そ

の
白
馬
概
念
に
よ
り
指
示
さ
れ
た
具
体
的
個
物
と
し
て
の
白
馬
に
対
し
、
更
に
馬

概
念
に
よ
っ
て
具
体
的
個
物
と
し
て
の
馬
が
重
ね
合
わ
さ
れ
た
所
に
、
公
孫
龍
の

批
判
を
招
く
第
二
の
原
因
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
客
は
、
「
有
白
馬
爲
有
馬
」
中
の
馬
が
、
白
馬
と
同
等
に
総
体
と
し
て

の
個
物
を
指
示
す
る
も
の
で
は
な
く
、
単
に
形
状
に
の
み
範
囲
を
限
定
し
た
馬
概

念
を
指
す
に
遇
ぎ
な
い
こ
と
を
弁
明
し
て
、
改
め
て
馬
が
持
つ
一
般
概
念
と
し
て

の
性
格
を
復
活
さ
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
以
前
客
は
、
常
に
具
体
的
個
物
と
し

て
の
白
馬
や
馬
を
想
定
し
て
議
論
を
展
開
し
て
い
た
が
故
に
、
色
彩
限
定
は
本
来

的
に
馬
概
念
の
中
に
含
ま
れ
る
と
し
て
、
具
体
的
個
物
と
し
て
の
「
無
色
之
馬
」

の
存
在
は
も
と
よ
り
、
馬
概
念
を
形
状
の
み
で
成
立
す
る
概
念
で
あ
る
と
規
定
す

白
馬
と
馬
の
間
　
　
　
（
浅
野
）

る
公
孫
龍
の
見
解
に
対
し
て
も
、
終
始
否
定
的
態
度
を
取
り
続
け
て
き
た
。
し
か

る
に
馬
が
持
つ
一
般
概
念
と
し
て
の
性
格
を
表
明
す
る
に
際
し
て
は
、
た
と
え
意

識
の
領
域
内
に
で
は
あ
る
に
せ
よ
、
白
馬
か
ら
「
白
を
離
す
」
操
作
に
よ
っ
て
、

自
ら
「
無
色
之
馬
」
を
形
成
す
る
事
態
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

客
が
、
色
彩
隈
定
は
本
来
的
に
馬
概
念
の
中
に
包
括
さ
れ
て
い
る
と
の
従
釆
の
立

場
を
放
棄
し
て
、
「
馬
な
る
者
は
形
に
命
く
る
所
以
な
り
」
と
す
る
公
孫
龍
の
持

論
に
歩
み
寄
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
か
か
る
苦
衷
に
充
ち
た
譲
歩
を
行
い
つ
つ
、
客
は
今
ま
で
「
白
馬
非
馬
」
論
に

反
対
し
て
き
た
自
已
の
論
理
が
、
白
馬
と
馬
と
を
、
概
念
上
、
或
い
は
個
物
と
し

て
同
一
視
す
る
も
の
で
な
く
、
実
は
白
馬
も
や
は
り
形
状
と
し
て
は
馬
で
あ
る
、

と
の
意
で
あ
っ
た
こ
と
を
釈
明
し
た
。
し
か
も
そ
の
弁
明
の
裏
に
は
、
自
ら
承
認

し
た
限
定
条
件
の
下
に
於
て
は
、
依
然
と
し
て
「
有
白
馬
爲
有
馬
」
な
る
従
来
の

立
場
は
有
効
で
あ
る
、
と
な
お
自
説
を
固
守
せ
ん
と
図
る
姿
勢
を
も
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
⑨
の
末
尾
に
出
現
す
る
「
馬
馬
」
の
語
に
対
し
て
は
、
従
来
次
の
如
き
解
釈
が

一
般
に
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
飽
く
ま
で
色
彩
と
形
状
と
を
分
離
せ
ん
と
す

る
公
孫
龍
の
立
場
で
は
、
一
頭
の
臼
馬
が
色
彩
を
区
別
せ
ん
と
す
る
臼
馬
と
形
状

を
区
別
せ
ん
と
す
る
馬
と
に
分
裂
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
で
は
一
頭
の
臼
馬
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
4
）

馬
馬
と
二
頭
の
如
く
表
現
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
客
が
反
論
し
た
と
す
る
理
解
で
あ

る
。
し
か
し
こ
の
解
釈
に
は
重
大
な
欠
陥
が
伴
う
。
そ
れ
は
、
白
馬
を
色
彩
に
命

名
し
た
白
馬
と
形
状
に
命
名
し
た
馬
と
に
分
離
す
べ
き
で
あ
る
な
ど
と
は
、
当
の

公
孫
寵
が
；
員
も
語
っ
て
は
い
な
い
点
で
あ
る
。
「
馬
者
所
以
命
形
也
、
白
者
所

以
命
色
也
、
命
色
者
非
命
形
也
」
㈹
と
の
発
言
に
し
て
も
、
或
い
は
「
白
者
非
馬

也
」
㈹
と
の
菱
言
に
し
て
も
、
彼
が
臼
馬
を
構
成
要
素
に
分
解
せ
ん
と
す
る
際
に
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白
馬
と
馬
の
間
　
　
　
（
浅
野
）

は
、
常
に
白
と
馬
と
が
分
離
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
「
白
馬
者
馬
與
臼
也
」

と
の
㈹
の
定
義
が
何
よ
り
も
明
瞭
に
示
す
所
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
公
孫
龍
の
意
図
は
、
白
馬
と
馬
と
を
全
く
別
個
の
概
念
と
し
て
峻
別

す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
臼
馬
非
馬
」
を
論
証
せ
ん
と
す
る
所
に
あ
る
。
そ
の
公
孫

龍
が
一
頭
の
臼
馬
を
色
彩
上
の
白
馬
と
形
態
上
の
馬
と
に
分
解
せ
よ
と
主
張
す
る

こ
と
は
、
逆
に
言
え
ば
、
彼
が
一
頭
の
臼
馬
を
白
馬
概
念
と
馬
概
念
と
が
析
出
し

て
く
る
共
通
の
母
胎
と
し
て
認
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
で
は
、
一
頭
の
白

馬
の
中
に
白
馬
概
念
と
馬
概
念
と
の
並
存
を
見
出
そ
う
と
す
る
客
の
立
場
と
の
区

別
が
暖
昧
に
な
る
。
そ
う
し
た
思
考
こ
そ
公
孫
龍
の
断
じ
て
排
撃
す
る
所
で
あ
り
、

従
っ
て
彼
自
身
が
白
馬
を
白
馬
と
馬
と
に
分
離
す
る
な
ど
と
云
う
こ
と
は
有
り
得

な
い
。
し
か
も
、
公
孫
龍
が
白
馬
の
内
訳
を
「
馬
興
白
」
に
分
解
す
る
こ
と
は
、

そ
の
不
当
性
を
㈹
に
於
て
激
し
く
非
難
し
た
客
自
身
が
明
確
に
承
知
し
て
い
る
筈

で
あ
っ
て
、
そ
の
客
が
相
手
の
論
理
を
上
記
の
如
く
誤
解
し
た
上
で
反
論
に
出
る

と
は
考
え
難
い
。

　
更
に
上
述
の
解
釈
で
は
、
「
不
可
以
謂
馬
馬
也
」
の
旬
を
公
孫
龍
に
対
す
る
客

の
あ
か
ら
さ
ま
な
反
駁
の
辞
と
受
け
取
る
こ
と
に
な
る
。
－
し
か
し
前
後
の
繋
り
か

ら
、
⑨
は
そ
の
全
体
を
客
が
弁
明
に
終
始
し
た
部
分
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
末
尾

の
「
故
其
爲
有
馬
也
、
不
可
以
謂
馬
馬
也
」
と
の
一
文
が
、
そ
の
前
の
「
故
所
以

爲
有
馬
者
、
濁
以
馬
爲
有
馬
耳
」
と
対
応
し
て
い
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
故
に

問
題
の
文
章
も
、
「
有
馬
」
と
表
現
し
た
「
所
以
」
　
　
真
意
は
、
「
濁
以
馬
爲
有

馬
耳
」
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
結
果
的
に
は
単
な
る
「
有
馬
」
と
の
表
現
に
止
ま

っ
た
の
は
、
そ
の
真
意
を
伝
え
ん
が
た
め
に
「
濁
以
馬
爲
有
馬
耳
」
を
短
縮
し
て
、

新
た
に
「
馬
馬
」
な
る
奇
妙
な
術
語
を
創
作
す
る
訳
に
は
行
か
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
、
と
の
客
の
釈
明
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
⑩
日
、
白
者
不
定
所
臼
、
忘
之
而
可
也
、
白
馬
者
、
言
白
定
所
白
也
、
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
5
）

　
　
　
　
所
臼
者
非
白
也
、
馬
者
無
去
取
於
色
、
故
黄
黒
馬
皆
所
以
藤
、
白
馬
者

　
　
　
　
有
去
取
於
色
、
黄
黒
馬
皆
所
以
色
去
、
故
唯
白
馬
濁
可
以
藤
耳
、
無
去

　
　
　
　
者
非
有
去
也
、
故
日
、
臼
馬
非
馬

　
　
　
　
日
く
、
臼
な
る
者
臼
と
す
る
所
を
定
め
ざ
れ
ば
、
之
を
忘
る
も
可
な
り
。

　
　
　
　
白
馬
な
る
者
は
、
臼
の
白
と
す
る
所
を
定
む
る
を
言
う
な
り
。
白
と
す

　
　
　
　
る
所
を
定
む
る
者
は
、
臼
に
は
非
ざ
る
な
り
。
馬
な
る
者
は
色
に
去
取

　
　
　
　
す
る
こ
と
無
し
。
故
に
黄
・
黒
馬
も
皆
応
ず
る
所
以
な
り
。
白
馬
な
る

　
　
　
　
者
は
色
に
去
取
す
る
こ
と
有
り
。
黄
・
黒
馬
皆
色
も
て
去
る
所
以
な
り
。

　
　
　
　
故
に
唯
だ
白
馬
独
り
以
て
応
ず
可
き
の
み
。
去
る
こ
と
無
き
者
は
去
る

　
　
　
　
こ
と
有
る
に
は
非
ざ
る
な
り
。
故
に
日
く
、
白
馬
は
馬
に
非
ず
。

　
⑨
に
於
て
客
は
、
色
彩
限
定
が
本
来
的
に
馬
概
念
の
中
に
包
括
さ
れ
て
い
る
と

の
従
前
の
立
場
を
放
棄
し
、
公
孫
龍
と
同
様
馬
を
単
な
る
形
状
概
念
と
す
る
線
に

ま
で
、
大
幅
な
譲
歩
を
行
っ
た
。
し
か
る
に
公
孫
龍
は
、
な
お
客
の
釈
明
を
許
諾

せ
ず
、
白
馬
の
白
を
一
時
的
に
思
考
か
ら
分
離
す
る
と
の
論
理
を
厳
し
く
糾
弾
す

る
。
彼
は
そ
の
後
黄
黒
馬
を
媒
介
に
、
白
馬
と
馬
の
両
概
念
が
内
包
・
外
延
を
異

に
す
る
点
を
執
鋤
に
衝
い
て
「
白
馬
非
馬
」
を
論
証
し
、
こ
の
論
証
を
最
後
に
白

馬
論
は
そ
の
終
結
を
迎
え
る
。

　
臼
が
具
体
的
対
象
物
を
限
定
す
る
以
前
で
あ
れ
ば
、
確
か
に
白
を
思
考
の
枠
外

に
置
く
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
白
馬
な
る
概
念
は
、
白
が
既
に
具
体
的

対
象
物
を
限
定
し
て
し
ま
っ
た
後
の
状
態
を
表
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
既
に
具

体
的
対
象
物
を
限
定
し
た
後
の
臼
馬
の
白
は
、
も
は
や
個
物
に
限
定
さ
れ
る
以
前

の
独
立
し
た
白
と
同
一
で
は
な
い
。
故
に
一
旦
白
馬
と
称
し
た
以
上
は
、
そ
の
白

馬
か
ら
臼
を
分
離
し
て
思
考
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
、
従
っ
て
白
馬
か
ら
白
を
分
離
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す
れ
ぱ
白
馬
も
や
は
り
馬
で
あ
る
、
と
の
あ
な
た
の
論
理
は
成
立
し
得
な
い
の
で

あ
る
。
そ
も
そ
も
馬
概
念
に
は
、
色
彩
を
基
準
に
取
捨
選
択
す
る
条
件
は
何
ら
含

ま
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
黄
馬
で
あ
ろ
う
と
黒
馬
で
あ
ろ
う
と
凡
そ
馬
で
あ
り
さ

え
す
れ
ば
、
皆
対
象
と
し
て
適
合
し
得
る
訳
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
白
馬
概
念

に
は
、
色
彩
を
基
準
に
取
捨
選
択
す
る
条
件
が
含
ま
れ
て
い
る
。
黄
馬
や
黒
馬
が

白
な
る
色
彩
基
準
に
適
合
し
な
い
と
の
理
由
で
対
象
か
ら
除
去
さ
れ
る
の
は
そ
の

た
め
で
あ
り
、
た
だ
白
馬
の
み
が
対
象
と
し
て
適
合
す
る
の
で
あ
る
。
色
彩
を
基

準
に
除
去
す
る
条
件
を
含
ま
な
い
馬
概
念
は
、
色
彩
を
基
準
に
除
去
す
る
条
件
を

含
む
白
馬
概
念
と
は
異
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
私
は
、
白
馬
は
馬
と
同
一
で
は

な
い
、
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　
㈹
の
後
半
部
分
で
は
、
白
馬
の
内
包
が
馬
の
内
包
よ
り
拡
大
さ
れ
て
い
る
た
め
、

白
馬
の
外
延
は
馬
の
外
延
よ
り
減
少
し
て
い
る
、
と
の
ω
⑧
に
既
出
の
論
証
手
段

が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
客
の
「
離
白
」
を
否
定
す
る
時
、
白
馬
と
馬
と
の
間
に

は
、
依
然
と
し
て
白
な
る
内
包
の
差
が
緯
持
さ
れ
る
。
公
孫
龍
は
こ
の
前
提
を
確

保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
白
馬
と
馬
の
両
概
念
を
重
複
関
係
に
置
か
ん
と
す
る
客
の

論
理
を
排
し
、
飽
く
ま
で
両
概
念
の
外
延
の
差
の
側
を
強
調
せ
ん
と
し
た
の
で
あ

る
。
そ
の
上
で
公
孫
龍
は
、
重
ね
て
「
白
馬
非
馬
」
論
の
正
当
性
を
宣
言
し
、
臼

馬
論
全
体
を
締
括
る
。

　
ζ
の
後
半
部
分
の
論
理
は
、
既
に
彼
が
再
三
に
亙
っ
て
披
涯
し
て
き
た
所
で
あ

り
、
格
別
新
た
な
思
考
が
展
開
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
か
ら
、
そ
の
内
容
は
極

め
て
明
快
に
理
解
し
得
る
。
む
し
ろ
⑩
に
於
て
注
目
す
べ
き
は
、
客
の
提
出
し
た

「
離
白
」
に
対
す
る
公
孫
龍
の
反
論
の
仕
方
で
あ
る
。
公
孫
龍
は
、
「
白
者
不
定

所
白
、
忘
之
而
可
也
」
と
、
先
ず
白
と
馬
と
が
分
離
す
る
状
態
の
存
在
を
認
め
、

更
に
そ
の
段
階
に
於
て
は
白
を
考
慮
か
ら
除
外
し
得
る
こ
と
を
も
承
認
す
る
。
即

白
馬
と
馬
の
間
　
　
（
浅
野
）

ち
公
孫
龍
は
、
或
る
隈
定
条
件
の
下
に
、
「
有
白
馬
、
．
不
可
謂
無
馬
者
、
離
白
之

謂
也
」
と
の
客
の
主
張
を
一
旦
許
容
し
た
か
に
見
え
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

結
局
公
孫
龍
は
、
客
の
唱
え
た
「
白
を
離
す
」
思
考
を
全
面
的
に
否
定
す
る
に
到

る
。
そ
の
原
因
は
一
体
可
で
あ
ろ
う
か
。

　
冒
頭
の
「
白
者
不
定
所
白
」
か
ら
「
定
所
白
者
非
臼
也
」
ま
で
の
部
分
に
於
て

は
、
最
初
に
「
白
と
す
る
所
を
定
め
ざ
る
」
白
が
存
在
し
、
そ
れ
が
後
に
馬
と
結

合
し
て
「
白
と
す
る
所
を
定
む
」
、
と
の
時
期
的
先
後
関
係
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
㈹
に
於
て
客
が
提
示
し
た
の
は
、
白
馬
と
し
て
既
に
馬
と
結
合
し
て
い
た

白
を
、
後
に
思
考
上
分
離
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
単
純
化
す
れ
ば
、
客
は
合
↓
離

な
る
順
序
を
設
定
し
た
の
で
あ
っ
て
、
⑩
の
如
き
離
↓
合
と
の
順
序
は
、
そ
も
そ

も
客
の
発
言
中
に
は
全
く
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
公
孫
龍
独
自
の
思
考
で
あ
る
こ

と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
等
し
く
馬
と
白
の
分
離
一
結
合
を
説
き
な
が

ら
も
、
両
者
の
間
に
於
て
は
そ
の
順
序
が
全
く
逆
転
し
て
お
り
、
そ
こ
に
「
忘
之

而
可
也
」
と
の
限
定
付
き
容
認
が
、
最
終
的
に
「
離
臼
」
の
全
面
的
否
定
へ
と
転

換
す
る
原
因
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
両
者
が
全
く
相
反
す
る
前
後
関
係
を
設
定
す
る
に
到
っ
た
の
は
何

故
か
。
そ
の
理
由
は
、
両
者
が
認
識
論
上
の
立
場
を
全
く
異
に
し
て
い
た
点
に
存

在
す
る
。
客
は
臼
馬
の
白
を
白
馬
に
内
在
す
る
固
有
の
属
性
と
す
る
た
め
、
白
と

馬
と
は
既
に
対
象
世
界
の
側
に
於
て
不
可
分
に
結
合
し
て
お
り
、
白
が
分
離
し
得

る
可
能
性
は
、
た
だ
白
馬
を
視
認
し
た
後
の
人
間
の
意
識
の
領
域
内
に
の
み
残
さ

れ
る
。
故
に
こ
う
し
た
客
の
認
識
論
的
立
場
か
ら
は
、
合
↓
離
と
の
順
序
し
か
導

き
出
さ
れ
て
こ
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
公
孫
龍
の
認
識
論
的
立
場
は
、
⑥
の
解
説
に
於
て
触
れ
た
如
く
、

普
遍
者
と
し
て
一
切
の
対
象
か
ら
分
離
。
独
立
し
て
存
在
す
る
白
そ
の
も
の
が
、
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後
に
対
象
を
視
認
せ
ん
と
す
る
人
間
の
知
覚
作
用
に
よ
っ
て
馬
に
発
現
す
る
、
と

の
特
異
な
形
態
を
取
る
。
白
馬
論
に
於
て
「
白
者
不
定
所
白
」
と
さ
れ
る
白
は
、

ま
さ
し
く
堅
臼
論
が
「
物
臼
焉
、
不
定
其
所
白
」
と
表
現
す
る
普
遍
的
実
体
と
し

て
の
白
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
必
然
的
に
離
↓
合

と
の
順
序
以
外
は
生
じ
て
こ
な
い
。
し
か
も
公
孫
龍
に
於
て
は
、
「
臼
と
す
る
所

を
定
む
る
者
は
、
白
に
は
非
ざ
る
な
り
」
と
、
一
切
の
個
物
を
超
越
し
て
独
立
に

存
在
す
る
実
体
と
し
て
の
白
と
、
一
時
的
に
個
物
に
場
を
借
り
て
発
現
し
た
後
の

白
と
の
間
に
は
、
当
然
重
大
な
質
的
断
絶
が
自
覚
さ
れ
る
。
一
旦
個
物
と
し
て
の

馬
に
そ
の
存
在
を
限
定
さ
れ
た
後
の
白
を
、
恰
も
全
て
の
対
象
物
か
ら
独
立
し
た

状
態
の
白
の
如
く
白
馬
か
ら
分
離
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
の
公
孫
龍
の
主

張
は
、
か
か
る
認
識
論
上
の
立
場
を
背
景
に
発
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
更
に
こ
の
対
象
世
界
の
側
に
於
け
る
二
種
類
の
白
の
質
的
相
違
は
、
概
念
が
対

象
認
識
の
所
産
で
あ
る
以
上
、
そ
の
ま
ま
二
種
の
白
概
念
の
質
的
相
違
と
し
て
現

わ
れ
る
。
白
馬
概
念
に
於
け
る
臼
は
、
も
は
や
普
遍
的
実
体
と
し
て
の
白
さ
そ
の

も
の
を
表
示
す
る
概
念
と
し
て
で
は
な
く
、
馬
の
色
彩
限
定
を
示
す
概
念
と
し
て

馬
概
念
と
結
合
さ
れ
た
状
態
下
に
あ
る
と
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
こ

の
二
通
り
の
白
概
念
を
同
一
視
す
る
こ
と
も
、
や
は
り
不
可
能
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
無
論
客
の
言
う
「
離
白
」
と
は
、
思
考
上
の
分
離
を
意
味
し
て
い
た
。
そ
れ
で

は
、
白
の
存
在
形
態
と
は
直
接
関
わ
り
な
く
、
単
に
思
考
上
の
方
法
と
し
て
白
馬

か
ら
白
を
分
離
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
言
う
ま
で
も
な
く

白
馬
概
念
と
は
、
白
い
状
態
の
馬
を
表
示
せ
ん
と
欲
し
た
人
間
が
、
そ
の
目
的
の

た
め
に
思
考
の
中
に
形
成
し
た
名
称
に
他
な
ら
な
い
。
と
す
れ
ば
、
そ
も
そ
も
馬

と
白
と
を
共
に
表
示
せ
ん
と
意
欲
す
る
思
考
の
所
産
で
あ
る
白
馬
概
念
か
ら
、
今

度
は
思
考
上
白
を
分
離
せ
よ
と
主
張
す
る
こ
と
は
、
直
ち
に
白
馬
概
念
の
定
義
自

体
に
対
す
る
全
面
的
否
定
に
陥
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
結
局
、
一
旦
形
成
さ
れ
た
臼

馬
概
念
か
ら
白
を
分
離
す
る
こ
と
は
、
た
と
え
そ
れ
が
思
考
の
内
部
に
範
囲
を
隈

定
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
白
馬
概
念
が
概
念
と
し
て
持
つ
本
来
的
性
格
の
故
に
、

全
く
不
可
能
と
な
る
。

　
以
上
、
客
が
釈
明
の
中
で
持
ち
出
し
た
「
離
白
」
に
対
し
、
そ
の
可
能
性
を
否

定
せ
ん
と
す
る
公
孫
龍
の
論
拠
を
、
種
々
の
角
度
か
ら
解
説
し
て
き
た
。
こ
の
部

分
を
、
白
が
白
さ
一
般
を
表
示
す
る
名
詞
と
し
て
単
独
に
存
在
し
て
い
る
間
で
あ

れ
ば
、
「
離
臼
」
も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
既
に
白
が
形
容
詞
と
し
て
馬
な
る
特
定

の
名
詞
を
修
飾
し
た
後
の
段
階
で
は
、
「
離
白
」
は
不
可
能
で
あ
る
、
と
言
語
上

の
問
題
と
し
て
説
明
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
公
孫
龍
の
発
言
に
は
多
角

的
な
論
拠
が
累
層
的
に
込
め
ら
れ
て
お
り
、
確
か
に
そ
う
し
た
側
面
が
付
随
し
て

い
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
二
人
は
単
に
白
馬
な
る
名
辞
の
語
法
的
解
釈
に
つ
い
て
、
激
し
い
議

論
を
闘
わ
せ
て
き
た
の
で
は
な
い
。
「
白
馬
非
馬
」
を
廻
る
彼
等
の
論
戦
は
、
互

い
に
已
れ
の
認
識
論
的
立
場
を
、
概
念
規
定
に
対
す
る
立
場
を
、
即
ち
人
間
の
全

思
索
の
根
底
に
関
わ
る
立
場
を
賭
け
て
、
そ
の
是
非
が
争
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
対

象
世
界
と
人
間
の
認
識
、
そ
し
て
概
念
二
言
語
と
の
間
に
は
、
複
雑
か
つ
果
て
し

な
い
連
関
が
潜
ん
で
い
る
。
公
孫
龍
と
そ
の
論
難
者
と
は
、
「
白
馬
非
馬
」
論
を

糸
口
に
、
こ
の
三
つ
の
領
域
の
奥
底
深
く
横
た
わ
る
、
対
鏡
の
間
に
身
を
置
く
が

如
き
錯
綜
し
た
連
鎖
の
世
界
へ
と
、
そ
の
足
を
踏
み
入
れ
た
の
で
あ
る
。

。
こ
れ
ま
で
白
馬
論
に
於
け
る
論
戦
過
程
に
沿
い
つ
つ
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
公
孫

龍
の
論
理
学
的
立
場
を
解
説
し
て
き
た
、
「
白
馬
は
馬
に
非
ず
」
と
す
る
命
題
は
、

sokyu
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確
か
に
世
俗
の
常
識
を
覆
す
主
張
で
あ
る
。
当
然
「
白
馬
非
馬
」
論
は
、
特
異
な

論
理
の
上
に
立
っ
て
こ
そ
、
初
め
て
そ
の
構
築
が
可
能
と
な
る
。
公
孫
龍
は
堅
白

論
に
於
て
、
白
な
る
色
彩
を
本
来
一
切
の
個
物
を
超
え
て
独
立
す
る
普
遍
的
実
体

と
捉
え
た
。
こ
の
思
考
は
白
馬
論
に
於
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
即

ち
、
認
識
以
前
の
世
界
に
於
て
は
、
馬
と
白
と
は
相
互
に
乖
離
し
た
存
在
と
し
て

分
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
背
後
世
界
に
於
け
る
潜
在
的
存
在
者
を
想
定

す
る
様
式
に
よ
り
、
公
孫
龍
は
具
体
的
個
物
と
切
り
離
し
た
形
で
、
色
彩
そ
の
も

の
を
指
示
す
る
抽
象
的
「
白
」
概
念
と
、
純
粋
に
形
状
の
み
で
成
立
す
る
抽
象
的

「
馬
」
概
念
を
設
定
し
た
。
従
っ
て
白
馬
な
る
対
象
物
は
、
馬
と
臼
と
が
知
覚
作

用
に
よ
り
結
合
さ
れ
た
後
に
初
め
て
成
立
す
る
訳
で
、
必
然
的
に
白
馬
概
念
も
、

馬
概
念
と
白
概
念
と
の
後
次
的
結
合
と
規
定
さ
れ
る
。
故
に
公
孫
龍
は
、
白
馬
概

念
と
馬
概
念
と
の
間
に
は
、
白
の
有
無
を
境
に
し
て
、
成
立
時
期
と
内
包
。
外
延

に
つ
い
て
の
決
定
的
な
断
絶
が
存
在
す
る
と
主
張
す
る
。
「
白
馬
は
馬
に
非
ず
」

と
す
る
反
常
識
的
命
題
は
、
以
上
要
約
し
た
特
異
な
認
識
論
的
立
場
を
背
景
に
提

出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。二

　
本
章
で
は
、
第
デ
章
に
於
け
る
白
馬
論
解
釈
の
結
果
を
基
礎
に
、
白
馬
論
が
公

孫
龍
の
全
体
的
性
格
を
判
断
す
る
上
で
如
何
な
る
位
置
を
占
め
る
の
か
を
検
討
す

る
。
そ
の
際
、
従
来
白
馬
論
が
如
何
に
解
釈
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
が
公
孫
龍
の
論
理

学
的
立
場
を
判
断
す
る
上
で
如
何
な
る
影
響
を
与
え
て
き
た
の
か
、
そ
の
概
要
を

紹
介
し
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
問
題
点
を
指
摘
し
つ
つ
論
を
進
め
る
体
裁
を
取
り
た

い
。
こ
う
し
た
過
去
の
研
究
状
況
を
辿
る
作
業
は
、
前
記
の
目
的
の
他
に
、
更
に

白
馬
と
馬
の
間
　
　
（
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白
馬
論
が
古
代
中
国
の
論
理
学
的
展
開
に
対
し
て
持
つ
意
味
を
探
る
上
で
も
、
自

ず
と
重
要
な
示
唆
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
「
白
馬
非
馬
」
論
は
、
公
孫
龍
の
論
理
学
的
立
場
を
最
も
顕
著
に
示

す
理
論
と
目
さ
れ
、
公
孫
龍
の
思
想
を
語
る
際
に
は
、
常
に
主
要
な
題
材
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
白
馬
論
の
内
容
を
如
何
に
理
解
す
る
か
が
、

公
孫
龍
の
思
想
全
体
を
判
断
す
る
上
で
、
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
続
け
て
き

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
に
は
、
肝
心
の
白
馬
論
に
対
す
る
理

解
自
体
に
、
未
だ
再
考
を
要
す
る
多
く
の
間
題
点
が
残
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
と
言
う
の
は
、
従
来
の
白
馬
論
解
釈
の
ほ
と
ん
ど
が
、
類
一
種
概
念
の
包

摂
関
係
を
中
心
に
説
明
せ
ん
と
す
る
傾
向
に
の
み
片
寄
り
が
ち
で
あ
っ
た
点
に
、

強
い
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
白
馬
論
中
に
は
、
概
念

間
の
包
摂
関
係
で
説
明
で
き
る
部
分
も
か
な
り
含
ま
れ
て
は
い
る
が
、
「
白
馬
非

馬
」
を
唱
え
る
公
孫
龍
の
立
場
に
は
、
更
に
そ
れ
の
み
で
は
到
底
律
し
切
れ
な
い

側
面
が
存
在
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
従
前
の
研
究
方
法
に
於
て
は
、
そ
う
し
た
側

面
は
類
。
種
概
念
に
よ
る
解
説
の
陰
に
押
し
や
ら
れ
、
そ
の
重
大
な
意
義
が
見
過

さ
れ
て
き
て
し
ま
っ
て
い
る
、
次
に
そ
う
し
た
傾
向
を
示
す
一
例
と
し
て
婿
友

蘭
『
中
国
哲
学
史
新
編
』
の
記
述
を
取
り
挙
げ
、
そ
の
概
略
を
紹
介
し
て
み
る
。

　
婿
友
蘭
は
前
掲
書
第
十
一
章
に
於
て
、
「
白
馬
非
馬
」
論
の
要
旨
を
以
下
の
三

点
に
ま
と
め
て
い
る
◎
そ
の
第
一
は
、
馬
一
白
・
白
馬
の
各
名
称
が
個
々
内
包
を

異
に
し
て
い
る
と
す
る
点
で
あ
る
。
第
二
は
、
馬
概
念
と
白
馬
概
念
と
の
間
に
外

延
の
差
が
存
在
し
て
い
る
と
す
る
点
で
あ
る
。
第
三
は
、
一
般
概
念
と
し
て
の
馬

と
白
馬
と
が
各
々
内
包
を
異
に
し
て
い
る
と
す
る
点
で
あ
る
。
こ
の
中
、
第
一
点

と
第
三
点
と
の
相
違
は
必
ず
し
も
判
然
と
し
な
い
感
を
受
け
る
が
、
要
す
る
に
凋
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友
蘭
は
概
念
間
に
存
在
す
る
内
包
一
外
延
の
差
異
で
以
て
白
馬
論
を
解
釈
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
彼
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
「
白
馬
非
馬
」
論
が
白
馬
概
念
は
馬
概
念

と
同
一
で
は
な
い
と
の
意
で
あ
る
場
合
は
成
立
可
能
で
あ
る
が
、
反
面
そ
れ
が
白

馬
概
念
は
馬
概
念
の
申
に
包
摂
さ
れ
な
い
と
の
意
で
あ
れ
ば
成
立
不
可
能
で
あ
る
、

と
の
評
価
に
辿
り
着
く
の
は
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。
そ
こ
で
樗
友
蘭
は
、
『
孔
叢

子
』
公
孫
龍
篇
に
見
え
る
、
「
異
楚
王
之
所
謂
楚
、
非
異
楚
王
之
所
謂
人
也
、
…
…

凡
言
人
者
、
纏
謂
人
也
、
亦
壇
言
馬
者
、
纏
謂
馬
也
、
楚
白
國
也
、
白
自
色
也
、

欲
廣
其
人
、
宜
在
去
楚
、
欲
正
名
色
、
不
宜
去
臼
、
枕
察
此
理
、
則
公
孫
之
辮
破

　
　
　
　
　
　
（
註
1
6
）

夷
」
と
の
公
穿
の
言
を
援
用
し
て
、
両
概
念
間
の
内
包
・
外
延
の
差
異
を
主
張
す

る
公
孫
龍
と
、
両
概
念
町
の
重
複
関
係
を
説
く
孔
穿
と
が
、
互
い
に
一
面
の
真
理

を
分
有
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
更
に
馬
友
蘭
は
、
上
記
の
白
馬
論
に
対
す
る
評

価
を
、
以
下
の
如
く
哲
学
史
上
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
。
白
馬
は
個
別
で
あ
り
、

馬
は
一
般
で
あ
る
。
公
孫
龍
が
「
白
馬
非
馬
」
を
説
い
て
、
一
般
と
個
別
の
間
に

存
在
す
る
対
立
関
係
を
明
確
に
し
た
点
は
、
哲
学
上
主
要
な
貢
献
で
あ
る
。
し
か

し
公
孫
龍
は
両
者
の
統
丁
相
互
連
係
の
側
面
を
否
定
し
、
一
般
を
個
別
と
は
無

関
係
に
超
越
す
る
独
立
自
存
の
実
体
と
見
傲
す
に
到
っ
た
た
め
、
遂
に
は
客
観
的

唯
心
論
に
陥
っ
た
、
と
。

　
さ
て
こ
う
し
た
理
解
に
は
、
前
述
の
如
く
多
く
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
先

ず
最
初
に
指
摘
し
て
置
き
た
い
の
は
、
白
馬
論
に
於
け
る
論
難
者
側
の
立
場
に
全

く
考
慮
が
払
わ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
白
馬
論
に
対
す
る
考
察
が
そ
も
そ
も
公
■

孫
龍
の
論
理
究
明
を
目
的
に
し
て
い
る
た
め
、
と
か
く
論
難
者
側
が
軽
視
さ
れ
る

事
態
に
も
、
あ
る
程
度
無
理
か
ら
ぬ
事
情
は
あ
る
、
そ
れ
に
し
て
も
、
客
は
当
然

客
と
し
て
の
一
定
の
論
理
学
的
立
場
を
保
持
し
た
上
で
、
公
孫
龍
と
対
決
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
一
方
の
当
事
者
で
あ
る
論
難
者
側
の
立
場
を
視
野
か
ら

欠
落
さ
せ
る
な
ら
ば
、
両
者
が
何
を
争
点
に
論
争
し
て
い
る
の
か
が
暖
昧
な
ま
ま

に
終
り
、
そ
れ
で
は
結
局
、
本
来
探
求
の
目
的
と
し
て
い
た
公
孫
龍
の
論
理
白
体

を
も
見
失
う
結
果
に
陥
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　
そ
う
し
た
欠
陥
は
、
と
り
わ
け
次
に
挙
げ
る
現
象
に
関
し
て
露
呈
し
て
く
る
。

既
に
前
章
で
解
説
を
加
え
た
如
く
、
客
の
側
に
は
常
に
具
体
的
個
物
を
想
定
す
る

姿
勢
が
強
く
、
馬
・
白
。
白
馬
等
を
最
初
か
ら
純
粋
な
一
般
概
念
と
し
て
設
定
す

る
思
考
そ
の
も
の
が
存
在
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
類
。
種
概
念
間
の
包
摂
関
係

や
内
包
。
外
延
・
種
差
等
に
対
す
る
自
覚
も
必
然
的
に
欠
落
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
論
理
は
公
孫
龍
が
一
方
的
に
駆
使
す
る
の
み
で
、
論
難
者
の
側
か
ら
そ
れ
に
言

及
し
。
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。
即
ち
客
は
、
内
包
。
外
延
の
重
複
一
包
摂
関
係
と

は
全
く
無
縁
の
立
場
か
ら
公
孫
龍
に
対
決
を
挑
ん
だ
の
で
あ
る
。
も
し
こ
の
点
が

明
確
に
押
さ
え
ら
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
「
白
馬
非
馬
」
を
説
く
公
孫
龍
の
理
論
的

根
拠
を
、
据
友
蘭
の
如
く
単
に
白
馬
と
馬
と
の
内
包
。
外
延
の
差
異
の
み
と
提
え

る
事
態
は
、
未
然
に
回
避
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
事
実
公
孫
龍
の
側
に
し
て
も
、
臼

馬
と
馬
と
の
内
包
。
外
延
の
差
異
だ
け
で
「
白
馬
非
馬
」
を
論
証
し
て
い
る
訳
で

は
決
し
て
な
い
。
白
馬
論
に
於
て
両
者
が
真
向
か
ら
衝
突
す
べ
き
争
点
は
、
実
は

種
差
の
問
題
で
は
な
く
し
て
別
の
所
に
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
馬
概
念
の
申

に
色
彩
限
定
が
包
括
さ
れ
て
い
る
か
否
か
と
の
一
点
で
、
馬
な
る
対
象
認
識
を
廻

る
両
者
の
基
本
的
立
場
の
相
違
に
起
因
す
る
対
立
点
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
こ
そ

が
、
両
者
の
論
争
の
基
調
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
初

め
て
、
「
白
之
非
馬
、
何
也
」
　
「
所
求
一
者
、
白
者
不
異
馬
也
」
　
「
故
白
者
非
馬

也
」
等
の
二
人
の
菱
言
の
真
意
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
種
差
の
視
点
か
ら

の
み
で
は
、
こ
れ
ら
の
持
つ
意
味
は
宙
に
浮
い
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
据
友
蘭
は
、
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こ
れ
ら
に
明
快
な
説
明
を
加
え
ぬ
ま
ま
、
単
に
一
般
概
念
と
し
て
の
段
階
内
に
於

け
る
問
題
と
し
て
片
付
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
傾
向
を
生
ず
る
原
因
は
、
白
馬
論

が
論
争
型
式
で
記
録
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
論
難
者
側
の
立
場
を
軽
視

も
し
く
は
無
視
し
て
き
た
所
に
存
在
し
て
い
る
。

　
こ
れ
と
関
連
し
て
、
更
に
問
題
点
と
し
て
指
摘
し
た
い
の
は
、
堅
白
論
と
の
繋

り
を
考
慮
す
る
姿
勢
が
不
充
分
な
こ
と
で
あ
る
。
白
馬
論
が
白
馬
と
馬
と
の
関
係

を
主
題
と
す
る
以
上
、
そ
の
解
釈
に
当
っ
て
、
白
の
性
格
に
対
す
る
考
察
が
重
要

な
地
位
を
占
め
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
と
す
れ
ば
、
堅
白
石
の
認
識
を
廻

り
公
孫
龍
の
白
の
性
格
に
対
す
る
思
考
が
詳
細
に
提
示
さ
れ
る
堅
臼
論
と
の
関
連

づ
け
は
、
白
馬
論
の
理
解
に
際
し
て
も
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
視
点
の
筈
で
あ
る
。

し
か
る
に
漏
友
蘭
は
、
堅
白
論
の
解
説
に
於
て
、
折
角
公
孫
龍
が
白
を
石
か
ら
遊

離
一
独
立
し
た
実
体
と
見
傲
し
た
と
の
正
当
な
理
解
を
示
し
な
が
ら
、
臼
馬
論
の

解
説
に
於
て
は
、
そ
れ
と
の
関
連
を
明
確
に
指
摘
し
て
い
な
い
。
故
に
「
白
者
不

定
所
白
、
忘
之
而
可
也
、
白
馬
者
、
言
白
定
所
白
也
、
定
所
白
者
非
白
也
」
ω
と

の
部
分
に
対
し
て
も
、
物
に
固
定
さ
れ
な
い
白
は
一
般
的
。
抽
象
的
白
で
あ
る
か

ら
忘
れ
て
も
日
常
生
活
に
支
障
は
な
い
等
と
云
っ
た
、
認
識
論
上
の
間
題
と
も
言

語
上
の
問
題
と
も
付
か
な
い
暖
昧
な
処
理
に
止
っ
て
い
る
。

　
も
し
彼
が
堅
白
論
に
於
け
る
白
と
の
連
続
性
に
配
慮
し
た
な
ら
ば
、
前
掲
資
料

中
に
出
現
す
る
白
に
対
し
、
一
切
の
個
物
を
超
え
て
独
立
す
る
普
遍
的
実
体
と
し

て
の
白
で
あ
る
、
と
明
確
に
規
定
し
得
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
、
白
馬
概
念

と
馬
概
念
と
の
間
に
決
定
的
な
断
絶
を
設
定
し
、
両
概
念
の
重
複
関
係
を
承
認
し

よ
う
と
し
な
い
公
孫
龍
の
態
度
の
背
後
に
、
対
象
世
界
の
側
に
於
て
は
本
来
白
と

馬
と
が
分
離
し
て
お
り
、
人
間
の
認
識
作
用
を
経
遇
し
た
後
に
初
め
て
白
馬
な
る

認
識
対
象
が
形
成
さ
れ
る
、
と
の
特
異
な
認
識
論
的
立
場
が
影
響
し
て
い
る
こ
と

白
馬
と
馬
の
間
　
　
　
（
浅
野
）

を
指
摘
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
こ
う
し
た
背
景
が
看
過
さ
れ
た
た
め
、
た

だ
単
に
公
孫
龍
は
個
物
と
一
般
の
対
立
面
の
み
を
取
り
挙
げ
て
両
者
の
統
一
面
を

否
定
し
た
、
と
の
評
価
だ
け
が
、
何
故
に
そ
う
し
た
結
果
を
生
じ
た
の
か
、
そ
の

原
因
の
説
明
が
一
切
な
さ
れ
な
い
ま
ま
に
投
げ
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。

　
し
か
も
彼
は
そ
こ
か
ら
更
に
、
公
孫
龍
が
馬
概
念
を
そ
れ
の
み
で
独
立
し
得
る

実
体
と
考
え
た
、
と
の
飛
躍
し
た
結
論
を
導
き
出
す
に
到
っ
た
。
即
ち
、
公
孫
龍

が
臼
を
普
遍
的
実
体
と
把
握
し
て
い
た
た
め
に
白
馬
概
念
と
馬
概
念
と
の
断
絶
を

主
張
し
た
、
と
の
前
後
関
係
を
充
分
理
解
し
な
か
っ
た
が
故
に
、
逆
に
公
孫
龍
が

馬
概
念
を
普
遍
的
実
体
と
提
え
た
た
め
に
両
概
念
の
統
一
面
を
否
定
し
た
、
と
の

転
倒
し
た
推
論
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
『
申
国
哲
学
史
新
編
』
を
中
心
に
論
述
し
て
き
た
が
、
か
か
る
傾
向

は
、
細
部
に
於
て
は
様
々
な
差
異
を
含
み
つ
つ
も
、
汎
く
従
来
の
公
孫
龍
研
究
全

般
に
共
通
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
胡
適
の
『
中
国
哲
学
史
大
綱
一

上
』
に
於
て
は
、
専
ら
種
差
の
観
点
か
ら
「
白
馬
非
馬
」
論
を
図
解
せ
ん
と
試
み

て
い
る
。
ま
た
据
友
蘭
の
旧
著
『
中
国
哲
学
史
』
は
、
『
新
編
』
よ
り
も
白
馬
論

に
関
す
る
記
述
が
甚
だ
簡
略
で
、
論
難
者
の
側
は
も
と
よ
り
公
孫
龍
の
論
理
に
対

し
て
す
ら
、
ほ
と
ん
ど
踏
み
込
ん
だ
分
析
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
堅
白
論
と
の
関
連

も
や
は
り
等
閑
に
付
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
公
孫
龍
の
使
用
す
る
白
や
馬
を

一
般
概
念
と
理
解
し
な
が
ら
、
彼
が
馬
概
念
を
実
体
化
し
た
と
極
論
す
る
に
は
到

っ
て
お
ら
ず
、
堅
白
論
の
内
容
を
以
て
公
孫
龍
を
概
念
実
在
論
と
規
定
す
る
に
留

め
て
い
る
点
等
は
、
む
し
ろ
新
著
よ
り
も
穏
当
で
あ
る
と
は
言
え
る
。

　
更
に
侯
外
魔
・
趨
紀
彬
・
杜
国
庫
等
編
『
申
国
思
想
通
史
』
第
一
巻
の
白
馬

論
に
関
す
る
記
述
も
、
類
一
種
概
念
の
包
摂
関
係
に
よ
る
説
明
や
、
公
孫
龍
が
特
殊
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白
馬
と
馬
の
間
　
　
（
浅
野
）

と
普
遍
の
統
一
面
を
理
解
し
な
か
っ
た
と
す
る
評
価
、
認
識
論
的
視
点
を
持
た
な

い
点
等
、
ほ
ぼ
『
中
国
哲
学
史
新
編
』
と
類
似
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
杜
国
庫
『
先
秦
諸
子
的
若
干
研
究
』
論
「
公
孫
龍
子
」

は
、
各
篇
を
総
合
的
に
理
解
せ
ん
と
す
る
方
向
が
顕
著
で
、
白
馬
論
に
対
し
て

も
、
．
常
に
指
物
論
や
堅
臼
論
と
の
連
繋
を
配
慮
し
つ
つ
、
む
し
ろ
認
識
論
的
視
点

を
主
体
と
し
た
解
釈
方
法
を
取
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
彼
の
記
述
中
に
は
、
「
白

之
非
馬
、
何
也
」
　
「
所
求
一
者
、
白
者
不
異
馬
也
」
　
「
白
者
非
馬
也
」
等
の
部
分

を
始
め
と
し
て
、
随
所
に
亙
っ
て
鋭
い
指
摘
が
見
ら
れ
る
。
個
物
に
顕
現
し
た
性

質
を
「
物
指
」
、
認
識
さ
れ
な
い
状
態
の
性
質
を
「
指
」
と
規
定
し
た
上
で
導
入

さ
れ
る
指
物
論
と
の
関
連
づ
け
等
、
個
々
の
解
釈
に
つ
い
て
は
筆
者
と
し
て
首
肯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
7
）

し
か
ね
る
部
分
が
か
な
り
存
在
す
る
が
、
そ
の
体
系
的
な
思
索
に
は
啓
発
さ
れ
る

点
が
多
い
。
た
だ
惜
し
む
ら
く
は
、
白
馬
論
後
半
に
於
て
、
客
と
公
孫
龍
と
の
立

場
が
入
れ
替
っ
た
か
の
如
き
紛
ら
わ
し
い
表
現
に
眩
惑
さ
れ
、
客
の
発
言
を
公
孫

龍
の
発
言
と
取
り
違
え
て
い
る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　
以
上
紹
介
し
て
き
た
の
は
思
想
史
的
把
握
を
目
的
と
し
た
研
究
例
で
あ
る
が
、

一
方
本
文
校
訂
や
注
釈
を
主
と
し
た
著
作
も
、
王
珀
『
公
孫
龍
子
懸
解
』
、
所
櫨

『
箭
楼
雑
纂
』
、
講
戒
甫
『
公
孫
龍
子
形
名
発
微
』
、
金
受
申
『
公
孫
龍
子
釈
』
、

王
啓
湘
『
周
秦
名
家
三
子
校
詮
』
、
徐
復
観
『
公
孫
龍
子
講
疏
』
等
、
多
数
に
上

る
。
そ
れ
ら
は
互
い
に
重
複
し
た
内
容
を
共
有
す
る
と
同
時
に
、
当
然
多
少
の
相

違
点
を
も
保
持
し
て
お
り
、
そ
の
各
々
に
つ
い
て
詳
説
す
る
こ
と
は
繁
雑
を
極
め

る
の
で
省
略
す
る
。
た
だ
全
般
的
傾
向
の
み
を
概
述
し
て
置
く
な
ら
ば
、
や
は
り

類
一
種
概
念
の
包
摂
関
係
に
よ
る
説
明
を
基
本
に
据
え
つ
つ
、
そ
れ
以
外
の
部

分
に
対
し
て
は
言
語
上
の
問
題
と
し
て
取
り
扱
い
、
し
か
も
そ
れ
を
単
に
原
文
と

の
同
義
反
復
に
終
始
す
る
が
如
き
不
徹
底
さ
の
ま
ま
に
補
足
す
る
、
と
云
っ
た
色

彩
が
濃
い
と
言
え
る
。
ま
た
注
釈
書
と
し
て
の
性
格
上
止
む
を
得
な
い
面
も
あ
る

が
、
公
孫
龍
と
論
難
者
と
の
立
場
を
一
貫
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
悠
意
的
に
字
句
を

改
変
し
た
り
、
場
当
り
的
な
解
釈
を
羅
列
し
た
か
の
印
象
を
免
れ
な
い
箇
所
も
見

受
け
ら
れ
る
。

　
さ
て
加
地
伸
行
氏
は
、
こ
う
し
た
白
馬
論
研
究
の
一
般
的
傾
向
に
対
し
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
8
）

ら
は
い
ず
れ
も
公
孫
龍
の
意
図
を
曲
解
し
た
も
の
で
あ
る
と
批
判
を
加
え
て
い
る
。

加
地
氏
が
公
孫
龍
研
究
史
の
底
流
と
し
て
述
べ
る
所
を
要
約
し
て
紹
介
す
る
と
、

以
下
の
如
く
で
あ
る
。

　
従
来
の
公
孫
龍
研
究
に
は
、
萄
況
以
来
の
公
孫
龍
に
対
す
る
非
難
を
鵜
呑
み
に

し
た
上
で
、
白
馬
論
を
詑
弁
と
見
傲
す
抜
き
難
い
先
入
感
が
存
続
し
て
い
た
。
そ

の
後
更
に
旧
来
の
漢
学
的
態
度
か
ら
申
国
哲
学
史
研
究
へ
と
脱
皮
を
図
る
過
程
に

於
て
、
安
易
な
西
欧
模
傲
を
研
究
の
近
代
化
と
錯
覚
す
る
風
潮
が
生
じ
た
。
そ
れ

を
受
け
て
、
西
欧
の
論
理
学
に
近
似
し
た
も
の
と
し
て
墨
弁
を
賞
揚
す
る
反
面
、

公
孫
龍
を
劣
等
な
論
理
学
に
仕
立
て
上
げ
ん
と
す
る
努
力
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
際

取
ら
れ
た
方
法
は
、
公
孫
龍
の
論
理
を
最
初
か
ら
詑
弁
と
決
め
つ
け
た
上
で
、
調

弁
を
通
俗
的
な
意
味
に
於
け
る
観
念
論
と
捉
え
、
更
に
そ
こ
か
ら
観
念
論
で
あ
る

以
上
は
実
念
論
で
あ
る
、
と
の
不
当
な
結
論
を
強
引
に
導
く
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

こ
で
、
白
馬
論
に
対
し
て
も
、
「
白
馬
非
馬
」
の
文
の
み
を
断
章
主
義
的
に
取
り

出
し
て
、
悠
意
的
な
解
釈
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
内
容
は
、
公
孫
龍
の
使

用
す
る
馬
と
白
馬
と
を
類
。
種
概
念
と
誤
解
し
た
後
に
、
更
に
公
孫
龍
が
普
遍
概

念
の
実
在
を
考
え
た
か
の
如
く
論
理
を
飛
躍
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、

白
馬
論
を
根
拠
と
し
て
、
実
際
に
は
唯
名
論
者
で
あ
っ
た
公
孫
龍
を
逆
に
概
念
実

在
論
者
と
評
価
す
る
に
到
っ
た
の
で
あ
る
。

　
加
地
氏
は
以
上
の
如
き
研
究
史
の
方
向
に
対
す
る
批
判
か
ら
、
従
前
の
白
馬
論
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解
釈
に
対
し
て
も
、
独
自
の
観
点
に
基
づ
き
詳
細
な
反
論
を
展
開
し
て
い
る
。
氏

の
基
本
的
見
解
は
、
白
馬
論
の
冒
頭
部
分
に
対
す
る
解
釈
の
中
に
最
も
顕
著
に
示

さ
れ
て
お
り
、
以
下
に
そ
の
論
旨
を
要
約
し
て
み
る
。

　
白
馬
論
冒
頭
の
「
馬
者
所
以
命
形
也
、
白
者
所
以
命
色
也
」
と
は
、
或
る
対
象

物
に
つ
い
て
の
視
覚
認
定
の
方
法
を
、
白
い
と
そ
の
色
を
認
定
す
る
仕
方
と
、
馬

と
そ
の
形
を
認
定
す
る
仕
方
、
と
の
二
通
り
に
限
定
し
た
文
で
あ
る
。
続
く
、
「
命

形
者
、
非
命
色
也
」
は
、
前
記
二
種
の
認
定
手
段
の
間
に
、
形
と
色
と
の
認
定
が

同
時
に
は
起
り
得
な
い
と
の
二
値
関
係
（
二
者
択
一
的
関
係
）
が
存
在
す
る
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。
故
に
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
「
白
馬
非
馬
」
と
は
、
或
る
物
に

対
し
て
そ
れ
を
白
い
と
認
定
し
て
「
白
馬
」
と
表
現
す
る
行
為
が
、
そ
れ
を
馬
と

認
定
し
て
「
馬
」
と
表
現
す
る
行
為
と
は
異
な
る
、
と
の
意
味
で
あ
る
。
即
ち
公

孫
龍
の
使
用
す
る
「
白
馬
」
は
、
「
白
一
馬
一
」
と
で
も
表
記
す
べ
き
程
に
白
な
る

色
彩
認
定
の
側
に
傾
斜
し
た
表
現
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
白
馬
」
と

表
現
す
る
の
は
、
「
白
い
」
と
云
う
属
性
が
馬
に
あ
る
の
で
、
止
む
を
得
ず
そ
う

す
る
の
で
あ
る
。
公
孫
龍
は
実
体
と
し
て
の
「
白
さ
」
を
認
め
ず
、
飽
く
ま
で
も

或
る
対
象
物
に
即
し
て
の
み
「
白
」
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
前
提
に
立
っ
た
上
で
加
地
氏
は
白
馬
論
全
体
を
解
釈
せ
ん
と
し
、
そ

の
結
果
、
公
孫
龍
は
類
と
し
て
の
馬
概
念
を
考
え
る
こ
と
に
積
極
的
で
は
な
く
、

常
に
個
物
を
見
据
え
て
議
論
を
展
開
し
て
お
り
、
従
っ
て
白
馬
論
の
主
題
は
、
類

・
種
概
念
の
包
摂
関
係
で
は
な
く
し
て
、
形
・
色
の
二
値
関
係
で
あ
る
、
と
の
結

論
を
得
る
の
で
あ
る
。
こ
の
結
論
か
ら
す
れ
ば
、
白
馬
論
の
内
容
は
ま
さ
し
く

唯
名
論
以
外
の
何
者
で
も
な
く
、
白
馬
論
の
内
容
を
以
て
公
孫
龍
を
概
念
実
在
論

者
と
し
て
き
た
据
友
蘭
等
の
評
価
は
、
当
然
全
く
の
誤
謬
と
し
て
否
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
◎

白
馬
と
馬
の
間
　
　
（
浅
野
）

　
以
上
、
従
来
の
白
馬
論
解
釈
を
痛
烈
に
批
判
す
る
加
地
氏
の
見
解
を
紹
介
し
て

き
た
◎
そ
し
て
そ
れ
は
、
前
に
本
稿
第
；
早
に
提
示
し
た
卑
見
と
も
、
全
く
結
論

を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
当
然
私
は
以
下
の
論
述
に
於
て
、
加
地
氏
の
解
釈
に

異
議
を
唱
え
ざ
る
を
得
な
い
。

　
白
馬
論
の
内
容
を
以
て
公
孫
龍
が
唯
名
論
者
で
あ
っ
た
証
左
と
す
る
氏
の
結
論

の
当
否
は
、
先
ず
は
白
馬
論
冒
頭
部
分
に
対
す
る
解
釈
の
妥
当
性
如
何
に
か
か
っ

て
い
る
。
前
記
の
如
く
加
地
氏
は
、
「
馬
者
所
以
命
形
也
、
白
者
所
以
命
色
也
」

の
文
意
を
、
或
る
個
物
に
対
す
る
視
覚
的
認
定
手
段
を
形
（
馬
）
一
色
（
白
）
二

通
り
の
枠
組
に
限
定
し
た
も
の
と
解
す
る
。
氏
は
そ
の
論
拠
と
し
て
、
「
所
以
」

の
語
が
「
馬
」
や
「
白
」
の
手
段
性
・
道
具
性
を
示
す
点
を
強
調
し
、
こ
の
文
を

「
馬
」
と
「
白
」
の
一
般
的
概
念
規
定
を
述
べ
た
と
す
る
従
来
の
説
に
反
対
す
る
。

果
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
「
所
以
」
が
手
段
を
意
味
す
る
と
し
て
も
、

そ
の
こ
と
自
体
は
、
こ
の
部
分
を
「
馬
」
や
「
白
」
の
一
般
的
概
念
規
定
と
理
解

す
る
上
で
、
何
ら
の
障
害
と
も
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
、
「
馬
」
な
る
一
般
概
念

は
人
間
が
形
状
を
区
別
せ
ん
と
す
る
目
的
の
た
め
に
形
成
し
た
手
段
で
あ
り
、
同

様
に
「
臼
」
概
念
は
色
彩
を
区
別
せ
ん
と
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
、
と
解
し
て

一
向
差
し
支
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
「
所
以
」
な
る
語
そ
の
も
の
に
は
、
直

ち
に
一
般
的
概
念
規
定
と
す
る
理
解
を
否
定
し
て
、
代
り
に
特
定
の
対
象
物
を
登

場
さ
せ
る
べ
き
必
然
性
が
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
所
以
」
を
概

念
形
成
の
意
図
を
示
す
と
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
以
上
、
続
く
「
命
色
者
、

非
命
形
也
」
の
文
に
対
し
て
も
、
加
地
氏
の
如
く
、
「
命
色
」
　
「
命
形
」
を
或
る

個
物
に
対
す
る
具
体
的
認
定
行
為
と
捉
え
、
両
者
の
二
値
関
係
を
説
い
た
も
の
と

理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
必
然
性
は
存
在
し
な
い
。
そ
の
部
分
を
、
異
な
る
意
図

の
下
に
形
成
さ
れ
た
白
概
念
と
馬
概
念
と
の
性
格
の
相
違
を
指
摘
し
た
と
理
解
す
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白
馬
と
馬
の
間
　
　
（
浅
野
）

る
こ
と
も
、
充
分
に
可
能
で
あ
る
。
要
す
る
に
「
所
以
」
な
る
表
現
自
体
は
、
こ

こ
で
公
孫
寵
の
使
用
す
る
「
馬
」
や
「
白
」
が
、
果
た
し
て
一
般
概
念
の
意
で
あ

っ
た
か
、
そ
れ
と
も
具
体
的
個
物
に
対
す
る
認
定
行
為
の
意
で
あ
っ
た
か
、
と
の

問
題
に
論
断
を
下
す
決
め
手
に
は
な
ら
な
い
訳
で
、
こ
こ
ま
で
は
両
説
共
に
互
角

と
言
え
る
。

　
と
こ
ろ
が
加
地
氏
の
立
場
は
、
次
の
「
白
馬
非
馬
」
の
解
説
に
到
っ
て
早
く
も

破
綻
を
見
せ
始
め
る
。
氏
は
こ
の
命
題
を
も
、
形
・
色
二
種
の
具
体
的
認
定
行
為

が
二
値
関
係
に
あ
る
と
の
基
本
線
に
沿
っ
て
解
釈
す
る
。
も
し
公
孫
龍
が
、
実
際

に
形
に
よ
る
認
定
と
色
に
よ
る
認
定
と
が
同
時
に
は
起
り
得
な
い
と
思
考
し
た
の

で
あ
れ
ば
、
彼
に
於
て
は
そ
も
そ
も
「
白
馬
」
が
成
立
せ
ず
、
従
っ
て
「
白
馬
」

と
「
馬
」
と
が
対
置
さ
れ
る
事
態
も
有
り
得
な
い
か
ら
、
こ
の
旬
は
氏
自
身
が
認

め
る
如
く
、
「
白
者
非
馬
」
と
で
も
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
つ
ま
り
対
象

の
視
覚
認
定
と
し
て
は
、
「
こ
れ
は
白
い
」
と
す
る
場
合
と
、
「
こ
れ
は
馬
で
あ

る
」
と
す
る
場
合
の
み
が
残
さ
れ
て
い
る
筈
で
あ
る
。
し
か
る
に
「
白
馬
」
や

「
白
馬
非
馬
」
な
る
表
現
は
、
公
孫
龍
の
発
言
中
随
所
に
頻
出
す
る
。
そ
こ
で
加

地
氏
は
、
「
白
馬
」
と
は
言
っ
て
も
実
は
「
白
（
馬
一
」
の
意
味
で
あ
る
と
か
、
臼

な
る
属
性
が
馬
に
あ
る
の
で
公
孫
龍
は
止
む
を
得
ず
「
白
馬
」
と
表
現
し
た
の
で

あ
る
、
等
と
述
べ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
如
何
に
も
苦
し
い
説
明
で
あ
ろ
う
。
後

に
公
孫
龍
自
身
が
「
白
馬
者
、
馬
與
白
也
」
と
定
義
す
る
こ
と
か
ら
明
瞭
な
如
く
、

「
白
馬
」
に
於
け
る
白
と
馬
と
は
全
く
等
価
で
あ
る
。
ま
た
公
孫
龍
が
白
な
る
色

彩
を
個
物
に
密
封
さ
れ
た
属
性
と
は
決
し
て
捉
え
な
い
こ
と
も
、
既
に
前
章
に
於

て
再
三
論
じ
た
所
で
あ
る
。
加
地
氏
は
、
「
白
者
非
馬
也
」
等
と
後
に
「
白
」
と

「
馬
」
と
が
対
置
さ
れ
る
こ
と
も
、
そ
の
例
証
と
し
て
挙
げ
る
。
確
か
に
公
孫
龍

が
常
に
「
白
」
と
「
馬
」
と
の
相
互
排
除
の
み
を
論
ず
る
の
で
あ
れ
ぱ
、
そ
れ
を

形
⑧
色
の
二
値
関
係
の
裏
付
け
と
主
張
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
る
に
公

孫
龍
は
、
「
白
馬
」
と
「
馬
」
、
　
「
白
」
と
「
馬
」
、
と
の
二
通
り
の
相
互
排
除

関
係
を
並
行
的
に
論
ず
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
方
で
「
臼
馬
」
が
成
立
す
る

と
共
に
、
他
方
で
は
「
白
」
と
「
馬
」
と
が
分
離
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
で
は
む
し
ろ
公
孫
龍
が
、
馬
と
白
と
を
決
し
て
二
値
関
係
下
に
置
か
な
か
っ

た
こ
と
、
そ
し
て
白
を
馬
に
内
在
す
る
固
有
の
属
性
と
は
考
え
な
か
っ
た
こ
と
、

を
証
明
す
る
も
の
で
し
か
な
い
。

　
更
に
こ
の
点
は
、
堅
白
論
の
内
容
を
考
え
合
せ
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
公
孫

龍
は
「
堅
臼
石
は
三
と
は
可
な
ら
ん
か
」
と
の
客
の
提
起
を
否
定
し
、
コ
一
な
れ

ば
可
な
ら
ん
か
」
と
の
間
い
を
肯
定
す
る
。
そ
の
論
拠
は
、
「
堅
無
く
し
て
白
を

得
る
。
其
の
挙
ぐ
る
や
二
な
り
。
白
無
く
し
て
堅
を
得
る
。
其
の
挙
ぐ
る
や
二
な

り
」
と
示
さ
れ
る
。
こ
こ
で
の
コ
一
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
白
石
と
堅
石
を
指
す
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
「
視
れ
ば
其
の
堅
と
す
る
所
を
得
ず
し
て
、
其
の
白
と
す

る
所
を
得
る
者
は
、
堅
無
き
な
り
。
紺
づ
れ
ぱ
其
の
白
と
す
る
所
を
得
ず
し
て
、

其
の
堅
と
す
る
所
を
得
る
。
其
の
堅
を
得
る
や
、
白
無
き
な
り
」
等
の
発
言
か
ら

明
ら
か
な
如
く
、
公
孫
龍
は
視
覚
と
触
覚
と
を
二
者
択
一
的
関
係
の
下
に
置
き
は

す
る
が
、
白
と
石
、
即
ち
色
彩
と
そ
れ
を
宿
す
場
の
同
時
視
認
は
、
彼
自
身
進
ん

で
容
認
す
る
所
で
あ
る
。
石
に
は
定
形
が
存
在
せ
ず
、
従
っ
て
馬
の
如
く
最
初
か

ら
形
状
の
み
に
よ
る
概
念
規
定
は
行
い
難
い
訳
で
、
石
の
認
定
は
そ
の
分
だ
け
視

覚
に
依
拠
す
る
度
合
が
低
い
と
言
え
る
。
そ
れ
で
も
な
お
か
つ
、
視
覚
を
経
由
す

る
際
に
は
、
色
彩
と
石
の
形
状
と
は
白
石
と
し
て
同
時
に
認
識
し
得
る
と
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
ま
し
て
や
色
（
白
）
と
形
（
馬
）
と
の
組
み
合
せ
の
場
合
は
、
ど
ち
ら

も
完
全
に
視
覚
の
領
域
内
に
於
け
る
認
定
様
式
で
あ
る
。
故
に
白
馬
論
に
於
て
、

「
白
」
と
「
馬
」
と
の
同
時
認
定
が
否
定
さ
れ
る
事
態
は
有
り
得
な
い
の
で
あ
る
。



21

　
も
っ
と
も
加
地
氏
の
解
釈
に
対
す
る
反
論
と
し
て
は
、
そ
う
し
た
穿
襲
を
重
ね

る
操
作
を
、
実
は
必
要
と
し
な
い
。
氏
が
「
臼
」
や
「
馬
」
を
概
念
規
定
で
は
な

く
、
個
物
に
対
す
る
認
定
手
段
で
あ
る
と
主
張
し
て
き
た
意
図
は
、
そ
も
そ
も
公

孫
龍
が
馬
と
白
馬
と
を
類
一
種
概
念
と
し
て
捉
え
な
か
っ
た
こ
と
を
立
証
せ
ん
と

す
る
所
に
あ
る
。
故
に
、
最
初
か
ら
公
孫
龍
に
類
な
る
一
般
概
念
を
設
定
す
る
思

考
が
存
在
し
た
か
否
か
を
検
討
す
れ
ば
、
こ
み
入
っ
た
議
論
を
侯
っ
ま
で
も
な
く
、

こ
の
問
題
は
即
座
に
決
着
を
見
る
訳
で
あ
る
。

　
『
公
孫
龍
子
』
通
変
論
に
は
、
所
謂
「
同
異
之
辮
」
に
関
す
る
公
孫
龍
の
菱
言

が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
「
同
異
之
辮
」
と
は
、
各
種
の
基
準
を
設
定
し
て
は
対
象

を
同
類
と
異
類
と
に
分
類
す
る
理
論
で
あ
っ
て
、
「
堅
白
同
異
」
と
言
え
ば
直
ち

に
弁
者
の
議
論
を
意
味
す
る
程
に
、
汎
く
古
代
の
論
理
学
派
が
共
有
し
て
い
た
思

考
方
法
で
あ
る
。
以
下
に
通
変
論
中
の
該
当
部
分
を
掲
げ
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
9
）

　
　
「
日
く
、
羊
と
牛
と
は
異
な
る
と
難
も
、
羊
に
歯
有
り
、
牛
に
歯
無
け
れ
ば
、

　
　
（
註
2
0
）

　
　
而
ち
牛
の
羊
に
非
ず
、
羊
の
牛
に
非
ず
と
す
る
は
、
未
だ
可
な
ら
ず
。
是
れ

　
　
倶
に
は
有
ら
ざ
る
も
、
而
し
て
或
は
類
す
る
な
り
。
羊
に
角
有
り
、
牛
に
角

　
　
有
る
も
、
牛
の
而
ち
羊
な
り
、
羊
の
而
ち
牛
な
り
と
す
る
は
、
未
だ
可
な
ら

　
　
ず
。
是
れ
倶
に
有
る
も
、
而
し
て
類
の
同
じ
か
ら
ざ
る
な
り
。
羊
・
牛
に
角

　
　
有
り
、
馬
に
角
無
し
。
馬
に
尾
有
り
、
羊
一
牛
に
尾
無
し
。
故
に
日
く
、
羊

　
　
は
牛
に
合
し
て
馬
に
非
ざ
る
な
り
。
馬
に
非
ざ
る
と
は
馬
無
き
な
り
。
馬
無

　
　
け
れ
ば
、
羊
は
二
な
ら
ず
、
牛
は
二
な
ら
ず
。
而
し
て
羊
一
牛
は
二
な
り
。

　
　
是
を
而
て
羊
と
牛
と
は
馬
に
非
ず
と
す
る
は
、
可
な
り
。
若
し
挙
ぐ
る
に
是

　
　
を
以
て
せ
ば
、
猶
お
類
の
同
じ
か
ら
ざ
る
が
ご
と
し
。
左
右
の
若
き
も
猶
お

　
　
是
の
挙
の
じ
と
し
。
牛
・
羊
に
毛
有
り
、
鶏
に
羽
有
り
。
鶏
の
足
と
謂
え
ば

　
　
一
、
足
を
数
う
れ
ば
二
、
二
と
一
、
故
に
三
。
牛
。
羊
の
足
と
謂
え
ば
一
、

白
馬
と
馬
の
間
　
　
　
（
浅
野
）

　
　
足
を
数
う
れ
ば
四
、
四
と
一
、
故
に
五
。
牛
・
羊
の
足
は
五
に
し
て
、
鶏
の

　
　
足
は
三
。
故
に
日
く
、
牛
は
羊
に
合
し
て
鶏
に
非
ず
◎
以
て
鶏
に
非
ざ
る
こ

　
　
と
有
る
に
は
非
ざ
る
も
、
馬
と
鶏
を
以
て
せ
ば
、
寧
ろ
馬
な
れ
。
材
と
不
材

　
　
と
は
其
の
以
て
類
す
る
無
き
こ
と
審
か
な
り
。
是
を
挙
ぐ
れ
ぱ
乱
名
と
謂
う
。

　
　
是
れ
狂
挙
な
り
L

こ
こ
で
は
公
孫
龍
自
身
が
類
な
る
術
語
を
頻
繁
に
使
用
し
つ
つ
、
牛
。
羊
一
馬
一

鶏
等
を
如
何
に
分
類
す
べ
き
か
を
論
じ
て
い
る
。
こ
こ
に
登
場
す
る
馬
や
牛
が
特

定
の
具
体
的
個
物
を
指
す
語
で
は
な
く
、
一
般
概
念
と
し
て
の
馬
や
牛
で
あ
る
こ

と
は
無
論
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
そ
れ
ら
複
数
の
類
概
念
を
各
種
の
基
準
に
応
じ

て
統
合
す
る
も
の
と
し
て
の
「
類
」
は
、
各
々
全
く
抽
象
的
に
形
成
さ
れ
た
類
概

念
で
し
か
あ
り
得
な
い
。
加
地
氏
は
何
故
か
こ
う
し
た
資
料
に
つ
い
て
は
；
員
も

触
れ
よ
う
と
し
な
い
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
公
孫
龍
が
類
・
種
概
念
に
相
当
す
る
思

考
を
保
有
し
て
い
た
こ
と
は
、
も
は
や
全
く
疑
問
の
余
地
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
故

に
白
馬
論
に
苦
心
の
解
釈
を
施
し
て
、
恰
も
公
孫
龍
が
類
と
し
て
の
馬
概
念
を
考

え
な
か
っ
た
か
の
如
き
結
論
を
引
き
串
し
た
り
す
る
努
力
は
、
本
来
徒
労
に
終
ら

ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
加
地
氏
が
公
孫
龍
の
使
用
す
る
「
馬
」
を
類
概
念
と
理
解
し
た
が
ら
な
い
の
は
、

白
馬
論
に
於
て
公
孫
龍
が
普
遍
概
念
を
実
体
化
し
た
と
す
る
儒
友
蘭
等
の
評
価
を

否
定
し
て
、
逆
に
白
馬
論
の
内
容
を
以
て
公
孫
龍
を
唯
名
論
者
と
規
定
せ
ん
と
す

る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
漏
友
蘭
へ
の
反
論
と
し
て
は
、
公
孫
龍
が

馬
概
念
を
実
体
化
し
て
い
な
い
点
を
指
摘
す
る
だ
け
で
充
分
で
あ
っ
て
、
鷹
友
蘭

の
行
き
遇
ぎ
を
批
判
す
る
た
め
に
、
今
度
は
公
孫
龍
が
類
と
し
て
の
馬
概
念
す
ら

設
定
し
な
か
っ
た
と
す
る
が
如
き
行
き
過
ぎ
に
走
る
必
要
は
、
何
ら
存
在
し
な
い

の
で
あ
る
。
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白
馬
と
馬
の
間
　
　
（
浅
野
）

　
更
に
据
友
蘭
に
し
て
も
、
単
に
臼
馬
論
の
内
容
の
み
を
以
て
、
公
孫
龍
を
実
念

論
者
と
規
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
点
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
漏
友
蘭

は
そ
の
旧
著
に
於
て
は
堅
白
論
を
主
体
に
し
て
、
ま
た
新
著
に
於
て
は
臼
馬
論
を

堅
白
論
や
通
変
論
と
絡
ま
せ
た
上
で
、
公
孫
龍
が
普
遍
概
念
を
実
体
化
し
た
と
主

張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
公
孫
龍
の
全
体
的
性
格
を
完
全
な
唯
名
論
者
と

断
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
白
馬
論
に
止
ま
ら
ず
、
当
然
堅
白
論
や
通
変
論
の
内
容

理
解
に
対
し
て
も
、
鷹
友
蘭
に
反
論
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
全
く
不

可
解
な
こ
と
に
、
加
地
氏
は
堅
白
論
や
通
変
論
の
具
体
的
内
容
に
関
し
て
は
、
一

埋
言
及
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
た
と
え
ば
堅
白
論
と
の
関
連
を
考
慮
に
含
め
た
だ

け
で
も
、
白
馬
論
解
釈
に
際
し
て
、
公
孫
龍
は
実
体
と
し
て
の
「
白
さ
」
を
認
め

な
い
と
か
、
普
遍
の
実
在
を
考
え
な
か
っ
た
、
等
と
は
決
し
て
主
張
で
き
な
い
筈

で
あ
る
。
堅
白
論
に
於
て
は
、
白
は
明
瞭
に
普
遍
的
実
体
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、

臼
馬
論
に
於
け
る
馬
概
念
の
性
格
如
何
に
よ
ら
ず
、
公
孫
龍
の
思
想
中
に
概
念
実

在
論
的
要
素
が
存
在
す
る
こ
と
は
既
に
動
か
し
難
い
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
資
料
操
作
に
関
連
し
て
、
更
に
臼
馬
論
そ
れ
自
体
の
解
釈
方
法
に
つ

い
て
も
、
指
摘
し
て
置
き
た
い
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
加
地
氏
の
解
釈
中
に
於
て

は
、
客
と
公
孫
龍
の
垂
言
が
到
る
所
で
取
り
違
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
『
公

孫
龍
子
』
中
、
論
争
型
式
で
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
後
次
の
成
立
と
思
わ
れ
る

跡
府
篇
を
除
く
と
、
白
馬
論
・
堅
白
論
。
通
変
論
の
三
篇
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
篇

に
於
て
は
、
い
ず
れ
も
最
初
に
論
難
者
が
質
問
を
発
し
て
そ
れ
に
公
孫
龍
が
応
答

し
、
以
下
両
者
が
交
互
に
発
言
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
公
孫
龍
の
発
言
を
最
後
に

篇
全
体
が
終
結
す
る
様
式
が
取
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
間
発
言
者
が
交
替
し
た
場
合

に
は
、
必
ず
冒
頭
に
「
日
」
の
語
を
冠
し
て
表
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
規
則
は
、

た
と
え
そ
れ
が
「
日
、
可
」
と
か
「
日
、
何
哉
」
の
如
き
短
い
菱
言
で
あ
っ
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
1
）

決
し
て
省
略
さ
れ
る
こ
と
な
く
貫
か
れ
て
い
る
。
か
か
る
規
則
性
は
、
意
味
内
容

を
判
定
す
べ
き
基
準
に
乏
し
く
解
読
が
困
難
を
極
め
る
『
公
孫
龍
子
』
に
あ
っ
て

は
、
実
に
貴
重
な
手
懸
り
レ
」
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
よ
し
ん
ば
内
容
が
ほ
と
ん
ど

掴
め
な
い
と
し
て
も
、
我
々
は
そ
れ
が
客
と
公
孫
龍
い
ず
れ
の
側
の
菱
言
で
あ
っ

た
の
か
、
そ
の
一
点
だ
け
は
辛
う
じ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
る
に
加
地
氏
は
、
白
馬
論
解
釈
に
際
し
て
こ
の
規
則
性
を
全
く
無
視
し
て

い
る
。
以
下
本
稿
第
一
章
に
於
て
使
用
し
た
番
号
に
よ
り
解
説
す
る
と
、
た
と
え

ぱ
ω
は
全
体
が
公
孫
龍
の
論
理
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
途
申
の
「
所
求
不
異
、

如
黄
黒
馬
有
可
有
不
可
、
何
也
」
を
客
の
質
問
に
仕
立
て
て
い
る
。
ま
た
⑥
も

全
体
が
公
孫
龍
の
言
で
あ
る
が
、
「
白
馬
者
馬
與
白
也
、
…
…
…
故
日
、
白
馬
非

馬
也
」
と
の
後
半
部
分
を
、
客
の
思
考
と
誤
認
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
続
く
ω

は
本
来
客
の
反
論
で
あ
る
の
に
、
そ
の
全
体
が
公
孫
龍
の
菱
言
に
逆
転
し
て
し
ま

っ
て
い
る
。
更
に
⑧
は
途
中
の
「
日
、
未
可
」
だ
け
が
客
の
発
言
で
、
こ
れ
を
挾

む
前
半
と
後
半
は
全
て
公
孫
龍
の
発
言
で
あ
る
が
、
こ
の
前
半
部
分
が
客
の
質
問

と
し
て
、
ま
た
「
日
、
未
可
」
が
公
孫
龍
の
返
答
と
し
て
、
各
々
転
倒
さ
れ
て
い

る
。
最
後
に
⑨
は
全
体
が
客
の
釈
明
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
っ
く
り
公
孫

龍
の
主
張
に
す
り
替
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
類
す
る
現
象
は
、
講
戒
甫
・
杜
国
庫
一
儒
友
蘭
等
に
も
見
ら
れ
る
が
、

加
地
氏
の
場
合
は
特
に
そ
の
度
合
が
甚
だ
し
い
。
必
然
的
に
こ
れ
ら
の
取
り
違
え

は
、
単
に
そ
の
箇
所
に
の
み
止
ま
ら
ず
、
連
鎖
的
に
そ
の
周
辺
部
分
を
も
巻
き
込

ん
で
、
広
範
囲
に
亙
る
錯
乱
を
引
き
起
す
。
そ
も
そ
も
『
公
孫
龍
子
』
を
扱
う
場

合
、
外
部
か
ら
は
文
意
を
確
定
す
べ
き
客
観
的
手
懸
り
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
多

く
、
た
め
に
解
読
に
際
し
て
は
、
そ
の
解
釈
が
自
身
の
内
部
に
於
て
ど
れ
だ
け
論

理
的
整
合
性
を
保
ち
得
る
か
が
、
勢
い
大
き
な
比
重
を
占
め
る
こ
と
と
な
る
。
と
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こ
ろ
が
、
整
合
性
の
確
保
に
も
常
に
困
難
な
事
情
が
付
き
ま
と
う
。
も
と
も
と
そ

れ
自
体
意
味
を
把
握
し
難
い
断
片
的
部
分
を
、
次
第
に
繋
ぎ
合
わ
せ
て
全
体
を
構

成
し
、
そ
こ
に
一
貫
性
を
追
求
す
る
訳
で
あ
る
か
ら
、
解
読
作
業
は
恰
も
寄
木
細

工
の
如
き
様
相
を
呈
し
、
部
分
と
全
体
と
の
間
に
絶
え
ず
相
互
調
整
を
反
復
し
つ

つ
、
一
寸
刻
み
に
前
進
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
で
さ
え
細
心

の
注
意
を
要
す
る
こ
う
し
た
状
況
の
下
に
於
て
、
も
し
、
外
面
的
・
形
式
的
根
拠

と
し
て
の
客
観
性
を
持
ち
得
る
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
手
懸
り
と
も
言
え
る
「
日
」
の

規
則
性
が
無
視
さ
れ
、
客
と
公
孫
龍
の
菱
言
が
到
る
所
で
取
り
違
え
ら
れ
る
な
ら

ば
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
が
、
既
に
そ
の
時
点
に
於
て
全
体
的
整
合
性
を
完
全
に
喪

失
す
る
こ
と
は
、
講
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
加
地
氏
の
臼
馬
論
解
釈
に
対
し
、
そ
の
問
題
点
を
列
挙
し
て
き
た
。
総

じ
て
氏
の
理
解
の
仕
方
に
は
、
資
料
操
作
の
面
で
多
く
の
致
命
的
欠
陥
が
存
在
し

て
い
る
。
従
っ
て
、
白
馬
論
の
内
容
を
以
て
公
孫
龍
を
唯
名
論
者
と
断
定
す
る
氏

の
結
論
も
ま
た
、
到
底
成
立
し
難
い
生
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
白
馬
論
に
於
け
る

公
孫
龍
と
論
難
者
と
の
最
大
の
争
点
は
、
馬
概
念
の
中
に
色
彩
限
定
が
包
括
さ
れ

る
か
否
か
の
一
点
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
客
が
白
馬
の
臼
を
馬
に
内
在
す
る
固
有
の

属
性
と
し
た
の
に
反
し
、
公
孫
龍
が
堅
臼
論
に
於
け
る
と
同
様
白
を
普
遍
的
実
体

と
考
え
た
所
に
、
「
白
馬
非
馬
」
の
是
非
を
廻
っ
て
激
し
い
論
争
が
巻
き
起
こ
る

基
本
的
な
原
因
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
故
に
白
馬
論
は
堅
白
論
程
に
概
念

実
在
論
的
傾
向
が
顕
著
で
は
な
い
と
し
て
も
、
こ
の
白
の
性
格
に
関
す
る
限
り
白

馬
論
に
実
念
論
的
要
素
が
存
在
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
て
、
白
馬
論
の
内
容
か

ら
公
孫
龍
を
完
全
な
唯
名
論
者
と
断
定
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
加
地
氏
は
古
代
中
国
に
於
け
る
論
理
学
的
展
開
の
柱
と
し
て
、
徹
底
し
た
概
念

実
在
論
者
で
あ
っ
た
筍
況
が
、
恵
施
。
公
孫
龍
一
墨
弁
等
唯
名
論
の
系
列
と
厳
し

白
馬
と
馬
の
間
　
　
（
浅
野
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
2
）

く
敵
対
し
た
、
と
す
る
図
式
を
設
定
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
氏
の
所
説
通
り
臼

馬
論
を
主
要
な
根
拠
と
し
て
公
孫
龍
を
唯
名
論
者
と
規
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

白
馬
論
に
は
む
し
ろ
堅
臼
論
を
引
き
継
い
だ
形
で
の
実
念
論
的
傾
向
が
見
ら
れ
る

こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
論
じ
た
如
く
で
あ
る
。
ま
た
萄
況
の
論
理
学
的
立
場
が
何

ら
概
念
実
在
論
で
は
な
く
、
逆
に
極
め
て
唯
名
論
的
で
あ
る
こ
と
、
並
び
に
恵
施

。
公
孫
龍
の
側
に
却
っ
て
実
念
論
的
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
別

の
機
会
に
指
摘
す
る
予
定
で
あ
る
。
従
っ
て
、
加
地
氏
が
設
定
し
た
前
記
の
構
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
3
）

が
成
立
す
る
余
地
は
、
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
唯
名
論
と
実
念
論
と
云
っ
た
視
点
を
用
い
て
、
古
代
中
国
の
論
理
学
を
解
明
せ

ん
と
す
る
際
、
個
々
の
論
理
学
派
の
性
格
が
こ
と
じ
と
く
単
純
明
快
な
形
で
決
定

さ
れ
る
事
態
を
、
我
々
は
期
待
す
べ
き
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
西
欧
に
於
け
る
唯

名
論
と
実
念
論
と
の
色
分
け
自
体
が
大
ま
か
な
区
分
で
あ
っ
て
、
両
者
の
理
論
体

系
が
そ
の
細
部
に
到
る
ま
で
厳
密
に
固
定
さ
れ
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
故
に
一
般

に
唯
名
論
一
実
念
論
と
は
称
し
て
も
、
両
派
に
属
す
る
思
想
家
の
立
場
は
、
極
端

な
も
の
か
ら
穏
健
な
も
の
ま
で
個
別
に
濃
淡
の
差
を
見
せ
て
お
り
、
必
ず
し
も
そ

の
全
て
が
典
型
的
な
唯
名
論
者
と
徹
底
し
た
実
念
論
者
と
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て

い
た
の
で
は
な
い
。
所
謂
普
遍
論
争
と
し
て
永
く
そ
の
帰
趨
が
争
わ
れ
た
中
世
西

欧
世
界
で
す
ら
、
な
お
か
か
る
多
様
な
状
況
に
あ
っ
た
ご
と
を
思
え
ば
、
ま
し
て

や
唯
名
論
か
実
念
論
か
と
の
問
題
意
識
そ
の
も
の
が
自
覚
さ
れ
な
い
古
代
中
国
に

対
す
る
適
用
は
、
無
論
慎
重
な
配
慮
の
下
に
進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先

秦
の
各
論
理
学
派
が
、
普
遍
論
争
そ
の
ま
ま
の
意
味
に
於
け
る
唯
名
論
と
実
念
論

と
を
以
て
し
て
は
、
そ
の
い
ず
れ
か
に
裁
然
と
振
り
分
け
切
れ
な
い
複
雑
な
様
相

を
呈
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
言
わ
ば
当
然
の
事
態
と
し
て
予
測
し
得
る
筈
で
あ

る
◎
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臼
馬
と
馬
の
間

（
浅
野
）

　
古
代
中
国
の
論
理
学
研
究
に
際
し
、
唯
名
論
と
実
念
論
と
の
視
点
を
導
入
す
る

こ
と
自
体
は
、
確
か
に
一
定
程
度
有
効
な
手
段
と
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

な
が
ら
、
問
題
は
そ
の
適
用
の
仕
方
如
何
に
あ
る
。
中
国
思
想
史
研
究
に
於
て
、

外
部
か
ら
新
た
な
視
点
な
り
方
法
論
な
り
が
導
入
さ
れ
る
場
合
、
多
少
の
興
奮
も

手
伝
っ
て
か
、
と
か
く
そ
の
視
点
や
方
法
論
の
正
当
性
を
擁
護
せ
ん
と
す
る
姿
勢

が
先
走
り
、
逆
に
研
究
対
象
の
側
が
手
段
に
合
わ
せ
て
ね
じ
曲
げ
ら
れ
る
、
と
云

っ
た
本
末
転
倒
の
現
象
を
生
じ
が
ち
で
あ
る
。
二
二
二
の
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、

或
る
場
合
そ
れ
は
、
全
く
の
僥
倖
と
し
て
戦
後
民
主
々
義
を
体
験
し
得
た
一
事
を

以
て
、
ま
る
で
己
れ
が
過
去
の
一
切
の
人
間
に
優
越
し
た
存
在
で
あ
る
か
の
如
く

思
い
込
み
、
数
千
年
前
の
思
想
家
に
対
し
審
判
者
気
取
り
で
「
民
主
的
」
と
か

「
非
民
主
的
」
と
か
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
る
、
と
云
っ
た
形
態
を
示
し
た
。
ま
た
或

る
場
合
に
は
、
対
象
を
片
っ
端
か
ら
「
唯
物
論
」
と
「
唯
心
論
」
と
に
無
邪
気
に

振
り
分
け
て
は
、
そ
れ
で
万
事
解
決
し
た
か
の
如
く
安
心
し
た
り
、
本
人
で
す
ら

定
か
に
は
で
き
な
い
実
態
不
明
の
「
人
民
」
を
や
た
ら
に
濫
発
し
て
は
自
己
満
足

に
耽
る
、
と
云
っ
た
形
態
を
取
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
従
来
の
研
究
方
法
に
対
す
る

鋭
い
批
判
か
ら
推
し
て
、
加
地
氏
は
か
か
る
風
潮
を
決
し
て
肯
定
さ
れ
な
い
と
信

ず
る
が
、
も
し
、
古
代
中
国
の
独
自
性
に
対
す
る
配
慮
や
、
各
思
想
家
に
っ
い
て

の
個
別
的
な
検
討
が
充
分
踏
ま
え
ら
れ
ず
に
、
単
に
唯
名
論
か
実
念
論
か
と
の
振

り
分
け
の
み
が
先
行
す
る
な
ら
ば
、
図
ら
ず
も
「
安
易
な
西
欧
模
倣
」
の
道
を
、

氏
自
ら
も
ま
た
歩
む
結
果
と
な
り
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
以
上
、
白
馬
論
に
関
す
る
従
来
の
研
究
の
概
略
を
混
じ
え
つ
つ
、
白
馬
論
が
馬

概
念
を
実
体
化
し
た
と
す
る
論
拠
か
ら
公
孫
龍
を
実
念
論
者
と
判
断
す
る
こ
と
が

誤
り
で
あ
る
こ
と
、
さ
り
と
て
白
馬
論
の
内
容
か
ら
公
孫
龍
を
唯
名
論
者
と
断
定

す
る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
る
こ
と
、
等
を
論
述
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
は
、

単
に
そ
れ
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
更
に
古
代
中
国
の
論
理
学
に
占
め
る
白
馬
論
の
意

義
に
つ
い
て
従
来
行
わ
れ
て
き
た
評
価
に
対
し
て
も
、
当
然
再
検
討
を
促
す
で
あ

ろ
う
。

　
全
般
的
に
こ
れ
ま
で
の
白
馬
論
解
釈
に
於
て
は
、
堅
白
論
と
の
関
連
が
充
分
に

考
慮
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
白
馬
概
念
と
馬
概
念
と
が
既
に
形
成
さ
れ
た
後

の
差
異
、
即
ち
内
包
一
外
延
の
差
異
の
み
を
白
馬
論
の
主
題
と
見
傲
し
が
ち
な
傾

向
が
存
在
し
た
。
確
か
に
公
孫
龍
が
両
概
念
の
内
包
一
外
延
の
差
異
を
説
く
部
分

は
、
比
較
的
文
意
が
明
快
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
「
白
馬
非
馬
」
の
論
証
と
し
て

は
最
も
追
力
を
感
じ
さ
せ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
前
述
の
如
く
、
白
馬
概
念
と
馬

概
念
が
既
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
前
提
に
し
て
初
め
て
可
能
に
な
る
議
論
で
あ
っ

て
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
外
部
に
向
け
て
の
論
証
手
段
と
云
っ
た
性
格
が
強
い
。

故
に
そ
れ
の
み
で
は
、
そ
も
そ
も
「
白
馬
非
馬
」
論
が
形
成
さ
れ
る
に
到
っ
た
遇

程
や
内
部
的
要
因
は
説
明
し
切
れ
ず
、
白
馬
論
が
持
つ
重
要
な
側
面
が
見
過
さ
れ

る
恐
れ
が
あ
る
。
次
章
で
は
こ
の
点
を
中
心
に
、
白
馬
論
が
古
代
中
国
の
論
理
学

的
展
開
の
上
で
如
何
な
る
意
味
を
持
っ
て
い
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

三

　
駕
友
蘭
『
申
国
哲
学
史
新
編
』
は
、
白
馬
論
が
中
国
哲
学
史
に
果
た
し
た
功
績

と
し
て
、
一
般
と
個
別
と
の
間
に
存
在
す
る
対
立
関
係
を
明
確
に
し
た
と
す
る
点

を
挙
げ
る
。
彼
が
言
う
一
般
と
個
別
と
の
対
立
関
係
と
は
、
一
般
概
念
（
馬
）
と

そ
れ
に
よ
り
指
示
さ
れ
る
個
物
（
白
馬
）
と
の
間
に
介
在
す
る
懸
隔
を
意
味
す
る

と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
公
孫
龍
は
具
体
的
個
物
と
し
て
白
馬
を
設
定
し
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た
の
で
は
な
く
、
馬
概
念
と
白
概
念
と
の
結
合
に
よ
る
一
般
概
念
と
し
て
白
馬
を

設
定
し
た
の
で
あ
る
。
故
に
「
白
馬
非
馬
」
論
は
、
一
般
と
個
別
と
の
対
立
で
は

な
く
、
二
種
の
一
般
概
念
間
の
差
異
を
指
摘
す
る
主
張
で
あ
る
。
従
っ
て
、
白
馬

論
の
中
国
思
想
史
に
於
け
る
意
義
を
馬
友
蘭
の
如
く
規
定
す
る
の
は
、
必
ず
し
も

核
心
を
衝
い
た
議
論
と
は
言
い
難
い
。

　
そ
れ
で
は
∀
白
馬
を
具
体
的
個
物
の
意
に
狭
く
限
定
せ
ず
、
馬
概
念
よ
り
も
内

包
を
拡
大
し
た
概
念
と
提
え
た
上
で
、
類
・
種
概
念
間
の
包
摂
関
係
や
種
差
の
存

在
を
指
摘
し
た
と
す
る
所
に
、
臼
馬
論
の
意
義
を
見
出
す
と
す
れ
ば
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。

　
こ
の
場
合
留
意
す
べ
き
は
、
現
存
す
る
古
代
の
論
理
学
的
文
献
の
中
に
、
こ
の

問
題
に
触
れ
た
も
の
が
か
な
り
の
数
存
在
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
先
ず
『
荘
子
』

天
下
篇
が
そ
の
概
要
を
伝
え
る
恵
施
の
「
歴
物
十
事
」
申
に
は
、
「
大
同
に
し
て

小
同
と
異
な
る
。
此
を
之
れ
小
同
異
と
謂
う
」
と
、
「
小
同
異
」
な
る
万
物
の
分

類
法
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
定
義
か
ら
「
小
同
異
」
と
は
、
或
る
内
包
の
下

で
は
こ
と
じ
と
く
同
類
（
大
同
）
と
さ
れ
て
い
た
対
象
群
が
、
よ
り
拡
大
さ
れ
た

内
包
の
下
で
は
相
互
に
異
な
る
複
数
の
同
類
（
小
同
）
に
分
割
さ
れ
る
、
と
の
形

式
を
取
る
分
類
法
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
こ
で
は
、
分
類
基
準
の
変
化

に
応
じ
て
「
大
同
」
か
ら
「
小
同
」
へ
と
移
行
す
る
間
に
差
異
を
生
ず
る
こ
と
が

白
覚
さ
れ
て
お
り
、
従
っ
て
恵
施
は
内
包
。
外
延
一
種
差
に
該
当
す
る
思
考
を
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
4
）

持
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
更
に
恵
施
の
唱
え
た
「
小
同
異
」
と
同
様
の
分
類
法
は
、
『
荘
子
』
則
陽
篇
に

於
て
も
「
丘
里
之
言
」
の
名
称
で
登
場
す
る
。

　
　
「
丘
里
な
る
者
は
、
十
姓
百
名
を
合
し
て
以
て
風
俗
と
為
す
も
の
な
り
。
異

　
　
を
合
し
て
以
て
同
と
為
し
、
同
を
散
じ
て
以
て
異
と
為
す
。
今
、
馬
の
百
体

白
馬

と
馬
の
間
　
　
　
（
浅
野
）

　
　
を
指
す
も
、
而
し
て
馬
を
得
ず
。
而
れ
ど
も
馬
の
前
に
係
が
る
る
者
は
、
其

　
　
の
百
体
を
立
て
て
之
を
馬
と
謂
え
ば
な
り
」

こ
の
場
合
も
、
「
異
を
合
し
て
以
て
同
と
為
し
、
同
を
散
じ
て
以
て
異
と
為
す
」

等
の
定
義
か
ら
し
て
、
類
・
種
概
念
や
種
差
に
相
当
す
る
知
識
が
獲
得
さ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
の
分
類
法
は
、
「
同
異
之
辮
」
と
し
て
戦
国

期
の
各
論
理
学
派
が
汎
く
共
有
し
て
い
た
思
考
方
法
で
あ
り
、
墨
弁
が
説
く
「
達

名
。
類
名
・
私
名
」
の
区
別
や
、
『
萄
子
』
正
名
篇
に
見
え
る
大
別
名
か
ら
大
共

名
に
到
る
分
類
法
等
も
、
そ
う
し
た
事
態
の
反
映
に
他
な
ら
な
い
。

　
と
す
れ
ば
、
類
・
種
概
念
の
包
摂
関
係
や
種
差
に
関
す
る
思
考
自
体
は
、
既
に

公
孫
龍
以
前
か
ら
各
論
理
学
派
の
手
で
理
論
化
が
進
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ

　
　
　
（
註
2
5
）

き
で
あ
ろ
う
。
故
に
、
白
馬
論
は
そ
の
集
合
論
的
論
証
部
分
に
於
て
、
白
馬
や
黄

一
黒
馬
を
具
体
例
と
す
る
だ
け
に
、
内
包
・
外
延
一
種
差
等
に
関
す
る
分
析
が
よ

り
詳
細
で
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、
特
異
性
の
面
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
点
を

以
て
白
馬
論
が
果
た
し
た
最
大
の
役
割
で
あ
る
と
は
見
傲
し
難
い
。

　
そ
れ
で
は
、
古
代
の
論
理
学
的
展
開
の
中
に
あ
っ
て
、
臼
馬
論
が
持
ち
得
る
最

大
の
意
義
は
、
一
本
可
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
概
念
二
言
語
と
人
間
の
認

識
作
用
、
そ
し
て
対
象
世
界
と
の
間
に
潜
む
複
雑
な
連
関
に
つ
い
て
、
他
に
類
例

を
見
な
い
特
異
な
議
論
を
展
開
し
た
点
に
こ
そ
存
在
す
る
。

　
も
と
よ
り
概
念
や
言
語
は
、
そ
れ
の
み
が
忽
然
と
出
現
す
る
訳
で
は
な
い
。
当

然
背
後
に
は
、
そ
れ
が
形
成
さ
れ
る
ま
で
の
過
程
が
存
在
し
て
い
る
。
春
秋
か
ら

戦
国
に
亙
る
激
し
い
杜
会
変
動
と
、
果
て
し
な
い
諸
学
派
間
の
対
立
・
抗
争
は
、

収
拾
の
つ
か
な
い
名
実
の
乖
離
を
引
き
起
し
た
、
こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
べ
く
、

言
語
に
対
す
る
反
省
が
加
え
ら
れ
、
「
正
名
」
の
方
策
が
追
求
さ
れ
る
間
に
二
言

語
と
認
識
と
が
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
と
の
自
覚
は
、
各
思
想
の
立
場
に
応
じ
て
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深
化
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

　
そ
の
一
方
の
典
型
と
し
て
は
、
『
荘
子
』
斉
物
論
篇
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

荘
周
は
、
「
喜
び
怒
り
、
哀
し
み
楽
し
み
、
慮
り
嘆
き
、
変
り
懲
わ
れ
、
桃
び
侠

し
、
啓
き
態
え
、
日
夜
前
に
相
代
る
も
、
其
の
萌
す
所
を
知
る
莫
し
、
（
中
略
）
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
，
」
ろ

宰
有
る
が
若
き
も
、
而
も
其
の
験
を
得
ず
。
行
う
可
は
已
だ
信
な
る
も
、
而
も
其

の
形
を
見
ず
L
と
、
感
情
の
変
転
を
統
率
。
制
御
す
る
主
体
の
存
在
が
不
明
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
更
に
彼
は
、
「
百
骸
九
藪
六
蔵
、
敗
り
て
存
す
。
吾
れ
誰

と
与
に
か
親
を
為
さ
ん
。
汝
皆
之
を
説
ば
ん
か
、
其
れ
私
有
り
。
是
の
如
け
れ
ば

皆
有
て
臣
妾
と
為
さ
ん
か
、
其
れ
臣
妾
は
以
て
相
治
む
る
に
足
ら
ず
。
其
れ
逓
い

に
君
臣
と
相
為
さ
ん
か
、
其
れ
真
君
有
り
て
存
せ
ん
。
求
め
て
其
の
情
を
得
る
と

得
ざ
る
と
の
如
き
は
、
其
の
真
に
益
損
す
る
こ
と
無
し
」
と
、
人
間
の
身
体
を
主

宰
す
る
器
官
の
存
在
も
ま
た
確
定
で
き
な
い
こ
と
を
述
べ
る
。

　
か
く
の
如
く
、
感
情
や
知
覚
そ
の
も
の
が
既
に
信
頼
し
難
い
以
上
、
そ
う
し
た

感
情
や
知
覚
の
上
に
構
築
さ
れ
る
判
断
と
か
言
語
は
、
ま
し
て
や
絶
対
性
を
保
ち

得
な
い
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
で
斉
物
論
は
、
「
指
を
以
て
指
の
指
に
非
ざ
る
を
職

す
は
、
指
に
非
ざ
る
も
の
を
以
て
指
の
指
に
非
ざ
る
を
職
す
に
は
若
か
ざ
る
な

り
」
と
主
観
認
識
を
排
撃
し
、
「
明
を
以
う
る
に
若
く
は
莫
し
」
と
超
越
的
客
観

認
識
に
依
拠
す
べ
き
こ
と
を
説
く
一
方
、
「
夫
れ
言
は
吹
に
は
非
ざ
る
な
り
。
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

な
る
者
に
は
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
有
り
。
其
の
言
う
所
の
者
、
特
お
未
だ
定
ま
ら

ざ
れ
ば
、
果
た
し
て
言
有
る
か
、
其
れ
未
だ
嘗
て
言
有
ら
ざ
る
か
。
　
（
中
略
）
道

は
悪
く
に
隠
れ
て
真
偽
有
り
、
言
は
悪
く
に
隠
れ
て
是
非
有
る
」
と
、
言
語
を
媒

介
と
す
る
事
実
判
断
や
価
値
判
断
が
、
実
は
主
観
認
識
に
よ
る
妄
想
で
し
か
な
い

こ
と
を
も
強
調
す
る
の
で
あ
る
。

　
認
識
と
言
語
に
対
す
る
か
か
る
深
刻
な
反
省
は
、
両
刃
の
剣
と
し
て
、
必
然
的

に
荘
周
自
身
の
言
論
活
動
を
も
困
難
に
陥
れ
る
。
も
は
や
彼
は
、
「
今
且
れ
此
に

言
有
り
。
其
の
是
れ
と
類
す
る
や
其
の
是
れ
と
類
せ
ざ
る
や
を
知
ら
ず
。
類
す
る

と
類
せ
ざ
る
と
相
与
に
類
を
為
さ
ば
、
則
ち
彼
と
以
て
異
な
る
こ
と
無
し
。
然
り

と
難
も
、
請
う
、
嘗
み
に
之
を
言
わ
ん
」
と
か
、
「
今
、
我
れ
則
ち
已
に
謂
う
有

り
。
而
も
未
だ
吾
が
謂
う
所
の
其
の
果
た
し
て
謂
う
有
り
や
其
の
果
た
し
て
謂
う

無
き
や
を
知
ら
ず
」
等
の
留
保
の
下
で
し
か
、
自
已
の
判
断
を
表
白
し
得
な
い
。

そ
し
て
遂
に
は
、
「
天
地
も
我
と
並
び
生
じ
、
万
物
も
我
と
与
に
一
為
り
。
既
に

已
に
一
為
り
。
且
た
言
有
る
を
得
ん
や
。
既
に
已
に
之
を
一
と
謂
う
。
且
た
言
無

き
を
得
ん
や
。
一
と
言
と
二
為
り
。
二
と
一
と
三
為
り
。
此
自
り
以
往
は
、
巧
歴

も
得
る
こ
と
能
わ
ず
。
而
る
を
況
ん
や
其
の
凡
を
や
。
故
ち
無
自
り
有
に
適
く
も
、

以
て
三
に
至
る
。
而
る
を
況
ん
や
有
自
り
有
に
適
く
を
や
。
適
く
無
く
し
て
是
に

因
ら
ん
の
み
」
と
、
万
物
斉
同
を
語
る
べ
き
言
語
す
ら
喪
失
し
て
、
た
だ
沈
黙
の

悟
入
の
み
が
残
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
如
く
、
斉
物
論
に
は
認
識
と
言
語
と
の
密
接
な
関
連
に
対
す
る
鋭
い
洞

察
が
見
ら
れ
る
が
、
通
常
の
認
識
手
段
と
既
成
の
言
語
と
が
一
対
の
も
の
と
し
て

共
に
否
定
さ
れ
た
後
、
そ
れ
と
引
き
換
え
に
超
越
的
認
識
手
段
と
沈
黙
と
の
組
み

合
せ
が
登
場
す
る
所
に
、
そ
の
特
色
が
存
在
し
て
い
る
。

　
続
い
て
、
認
識
と
言
語
と
の
関
係
を
理
論
づ
け
た
今
一
つ
の
典
型
と
し
て
、

『
萄
子
』
正
名
篇
の
立
場
を
挙
げ
て
み
る
。
「
今
、
聖
王
没
し
て
名
の
守
り
は
慢

み
、
奇
辞
起
り
て
名
実
乱
れ
、
是
非
の
形
は
明
ら
か
な
ら
ず
」
と
、
名
と
実
と
が
乖

離
し
、
言
語
の
共
通
性
が
破
壊
さ
れ
て
行
く
戦
国
末
の
現
状
に
対
し
、
萄
況
は
強

い
危
機
感
を
表
明
す
る
。
そ
こ
で
彼
は
、
名
称
制
定
の
目
的
1
「
為
に
名
有
る

所
」
、
名
称
制
定
の
根
拠
－
「
縁
り
て
以
て
同
異
す
る
所
」
、
名
称
制
定
の
基

準
1
「
名
を
制
す
る
の
枢
要
」
、
の
三
点
を
軸
と
し
た
自
已
の
正
名
理
論
を
提
出
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す
る
。
認
識
と
言
語
と
の
関
係
が
論
ぜ
ら
れ
る
の
は
、
主
に
そ
の
中
の
第
二
点
、
「
縁

り
て
以
て
同
異
す
る
所
」
の
解
説
に
於
て
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
先
ず
、
「
然
ら
ば
則

ち
、
何
に
縁
り
て
以
て
同
異
す
る
や
。
日
く
、
天
官
に
縁
る
な
り
。
凡
そ
類
を
同
じ

く
し
情
を
同
じ
く
す
る
者
は
、
其
の
天
官
の
物
を
意
る
も
同
じ
、
故
に
之
を
疑
似

す
る
と
こ
ろ
に
比
方
し
て
通
ぜ
し
む
」
と
、
人
間
の
感
覚
器
官
に
は
対
象
世
界
の

実
の
差
異
を
識
別
し
得
る
だ
け
の
能
力
が
具
備
し
て
い
る
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ

の
後
に
萄
況
は
、
「
心
に
徴
知
有
り
」
と
、
更
に
五
官
を
経
由
し
た
各
種
の
知
覚
を

統
括
す
る
認
識
主
体
の
存
在
を
説
く
。
こ
れ
ら
天
官
と
徴
知
の
機
能
を
用
い
、
「
同

じ
け
れ
ば
則
ち
之
を
同
じ
く
し
、
異
な
れ
ば
則
ち
之
を
異
に
す
」
と
、
対
象
世
界

の
実
の
同
異
に
即
応
す
べ
き
名
称
を
制
定
し
て
行
く
な
ら
ぱ
、
喪
わ
れ
つ
つ
あ
る

言
語
の
共
通
性
を
回
復
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
、
と
正
名
篇
は
主
張
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
萄
況
の
正
名
理
論
は
、
人
間
の
認
識
能
力
に
対
す
る
信
頼
を
基
底

と
し
て
構
築
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
た
必
然
的
に
、
そ
う
し
た
認
識
能
力
に
よ

り
形
成
さ
れ
た
言
語
に
対
す
る
信
頼
と
も
な
っ
て
現
わ
れ
て
く
る
。
「
名
な
る
者

は
、
実
を
異
に
す
る
を
期
す
る
所
以
な
り
。
辞
な
る
者
は
、
異
実
の
名
を
兼
ね
て

以
て
；
思
を
楡
ら
し
む
る
な
り
。
弁
説
な
る
者
は
、
実
名
を
異
に
せ
ず
し
て
以
て

動
静
を
職
ら
し
む
る
の
道
な
り
」
と
の
定
義
に
は
、
人
間
が
相
互
に
意
志
を
疏
通

し
、
杜
会
に
共
通
の
認
識
を
樹
立
す
る
手
段
と
し
て
、
萄
況
が
言
語
に
対
し
抱
く

期
待
と
確
信
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
、
先
秦
に
於
て
認
識
と
言
語
と
の
関
係
を
理
論
づ
け
た
例
と
し
て
、
荘
周

の
斉
物
論
と
筍
況
の
正
名
論
と
を
取
り
挙
げ
て
み
た
。
荘
周
と
萄
況
と
は
、
人
間

の
認
識
能
カ
と
言
語
と
が
密
接
な
関
連
の
下
に
あ
る
と
の
共
通
の
前
提
に
立
ち
な

が
ら
も
、
そ
の
結
論
に
於
て
は
、
一
方
が
通
常
の
認
識
能
力
と
言
語
と
の
有
効
性

を
共
に
否
定
し
、
他
方
は
両
者
を
共
に
肯
定
す
る
と
云
っ
た
、
際
立
っ
た
対
照
を

白

馬
と
馬
の
間
　
　
（
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見
せ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
両
極
端
の
結
論
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
荘
周
と
萄
況

と
の
間
に
は
依
然
と
し
て
似
通
っ
た
基
盤
が
存
在
し
て
い
る
。
と
云
う
の
は
、
通

常
の
認
識
能
力
と
言
語
と
を
放
棄
し
、
超
越
的
認
識
能
力
と
沈
黙
と
の
結
合
へ
と

進
む
に
せ
よ
、
或
い
は
言
語
と
認
識
能
力
に
対
す
る
徹
底
し
た
信
頼
へ
の
方
向
を

辿
る
に
せ
よ
、
認
識
と
言
語
の
関
係
に
対
し
て
は
、
各
々
既
に
解
決
済
み
で
あ
る

と
の
立
場
が
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
肉
体
を
稿
木
と
化
し
、
精
神

を
死
灰
と
化
し
、
我
を
忘
れ
て
天
籟
を
聞
く
（
斉
物
論
）
時
、
認
識
と
言
語
に
関
す

る
議
論
は
、
も
は
や
無
意
味
で
あ
る
。
ま
た
人
間
の
認
識
能
力
を
根
拠
に
形
成
さ

れ
た
言
語
に
よ
っ
て
、
「
志
に
職
ら
れ
ざ
る
の
患
無
く
、
事
に
困
廃
の
禍
無
く
」
、

「
異
を
弁
ち
て
過
た
ず
、
類
を
推
し
て
惇
ら
ず
、
聴
け
ば
則
ち
文
に
合
し
、
弁
ず

れ
ば
則
ち
故
を
尽
す
」
こ
と
が
確
信
さ
れ
る
（
正
名
篇
）
場
合
も
、
認
識
生
言
語
と

の
関
係
に
は
や
は
り
明
快
な
決
着
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
現
象
は
、
両
者
の
思
想
活
動
の
究
極
目
標
が
各
々
認
識
や
言
語
の
追

求
以
外
の
所
に
置
か
れ
て
い
た
点
に
起
因
す
る
。
孤
独
な
自
己
を
世
界
に
対
時
さ

せ
つ
つ
、
一
切
の
苦
患
か
ら
の
脱
却
を
目
指
す
荘
周
に
と
っ
て
は
、
認
識
や
言
語

に
対
す
る
鋭
い
分
析
は
世
俗
の
価
直
観
を
拒
絶
す
る
た
め
の
手
段
で
は
あ
っ
て
も
、

そ
れ
自
体
が
い
つ
ま
で
も
彼
の
思
索
の
主
題
で
あ
り
続
け
る
こ
と
は
な
い
。
一
方
、

戦
国
の
争
乱
を
収
拾
す
べ
き
統
一
世
界
の
到
来
を
希
求
す
る
萄
況
に
於
て
も
、
正

名
は
所
詮
そ
こ
に
至
る
一
つ
の
過
程
に
過
音
な
い
。
「
彼
の
名
辞
な
る
者
は
、
志

義
の
使
い
な
り
。
以
て
相
通
ず
る
に
足
れ
ば
、
則
ち
之
を
舎
く
」
と
、
認
識
と
言

語
に
対
す
る
追
求
は
、
杜
会
的
実
用
性
の
範
囲
内
に
止
め
置
か
れ
る
の
で
あ
る
。

　
従
っ
て
そ
う
し
た
立
場
に
於
て
は
、
認
識
と
言
語
と
の
関
連
に
つ
い
て
反
省
の

深
化
が
進
め
ら
れ
な
が
ら
も
、
そ
れ
は
あ
る
段
階
に
至
っ
て
必
ず
終
息
さ
せ
ら
れ
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る
運
命
を
持
ち
、
逆
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
際
限
の
な
い
穿
襲
を
繰
り
返
す
行
為

は
、
無
益
な
知
的
遊
戯
と
見
傲
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
『
荘
子
』
斉
物
論
篇
が
、

『
公
孫
龍
子
』
指
物
論
に
見
ら
れ
る
が
如
き
認
識
論
を
批
判
し
た
り
、
ま
た
「
堅

白
の
昧
き
を
以
て
終
る
」
等
と
再
三
に
亙
っ
て
恵
施
を
都
楡
し
た
り
す
る
の
も
、

或
い
は
『
荷
子
』
が
、
修
身
・
礼
論
一
儒
効
各
篇
で
「
堅
白
同
異
」
の
弁
を
排
斥

し
、
正
名
篇
に
於
て
は
弁
者
の
諸
命
題
を
列
挙
し
て
「
邪
説
壁
言
の
正
道
を
離
れ

て
檀
に
作
る
者
」
で
あ
る
と
攻
撃
し
、
非
十
二
子
篇
で
は
「
好
ん
で
怪
説
を
治
め
、

鋳
辞
を
玩
ぷ
」
と
恵
施
一
郵
析
を
非
難
し
た
り
す
る
の
も
、
全
て
前
記
の
立
場
に

由
来
す
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
後
に
名
家
と
総
称
さ
れ
る
弁
者
達
は
、
「
有
厚
無
厚
」
　
「
白

馬
非
馬
」
　
「
離
堅
白
」
　
「
合
同
異
」
等
多
く
の
諸
命
題
を
共
通
の
論
題
と
し
て
継

承
し
つ
つ
、
時
間
と
空
間
、
無
隈
と
有
限
、
認
識
と
概
念
二
言
語
、
万
物
の
分
類
、

と
云
っ
た
論
理
学
的
課
題
を
執
鋤
に
追
求
す
る
。
「
弁
者
此
を
以
て
恵
施
と
相
応

じ
、
終
身
窮
り
無
し
。
桓
団
一
公
孫
龍
。
弁
者
の
徒
は
、
人
の
心
を
飾
り
、
人
の

意
竜
易
え
、
能
く
人
の
口
に
勝
つ
も
、
人
の
心
を
服
せ
し
む
る
こ
と
能
わ
ず
。
弁

者
の
圃
な
り
」
（
『
荘
子
』
天
下
篇
）
と
の
聲
言
は
、
そ
う
し
た
飽
く
こ
と
を
知
ら

ぬ
彼
等
の
活
動
の
特
色
を
伝
え
て
い
る
。

　
勿
論
、
弁
者
が
自
身
の
生
や
現
実
杜
会
に
対
し
て
何
ら
の
目
標
を
も
持
た
ぬ
ま

ま
に
、
徒
ら
に
空
理
空
論
を
玩
ぷ
と
の
非
難
は
、
多
分
に
学
派
的
対
抗
心
か
ら
な

さ
れ
た
一
面
的
評
価
で
あ
っ
て
、
彼
等
の
思
想
活
動
の
背
景
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

人
間
杜
会
に
対
す
る
関
心
な
り
理
念
な
り
が
何
ら
か
の
形
で
存
在
し
て
い
る
。
た

だ
し
そ
う
し
た
側
面
が
相
対
的
に
稀
薄
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
手
段
と
理
念
と
の
間

が
迂
遠
で
あ
る
こ
と
は
否
め
ず
、
世
に
処
す
る
実
践
法
と
か
、
在
る
べ
き
政
治
体

制
の
構
想
、
と
云
っ
た
さ
し
迫
っ
た
現
実
的
効
用
を
優
先
さ
せ
る
価
値
観
か
ら
す

れ
ば
、
非
現
実
的
論
理
へ
の
没
入
の
み
が
目
に
つ
く
こ
と
も
確
か
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
逆
に
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
名
家
に
は
他
学
派
に
は
見
ら
れ
な
い
特
異
な

思
想
的
成
果
を
挙
げ
得
た
面
が
存
在
す
る
。
一
面
に
於
て
知
的
遊
戯
の
色
彩
を
帯

び
て
い
た
が
故
に
、
却
っ
て
、
「
吾
が
生
や
涯
り
有
り
。
而
し
て
知
や
涯
り
無
し
。

涯
り
有
る
を
以
て
涯
ゲ
無
き
に
随
う
は
、
殆
き
の
み
」
（
『
荘
子
』
養
生
主
篇
）
と
か
、

「
以
て
相
通
ず
る
に
足
れ
ば
、
則
ち
之
を
舎
く
。
之
を
荷
に
す
る
は
姦
な
り
」

（
『
荷
子
』
正
名
篇
）
と
云
っ
た
、
現
実
的
効
用
最
優
先
の
立
場
か
ら
は
決
し
て
生
み

出
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
、
独
自
の
領
域
が
開
拓
さ
れ
て
き
た
、
と
直
言
え
る
の
で

あ
る
。
た
と
え
そ
れ
が
弁
者
自
身
の
意
識
に
於
て
す
ら
究
極
の
目
標
で
は
な
く
、

言
わ
ば
副
産
物
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
彼
等
が
世
界
把
握
に
際
し
て
経
由
し
た
接

近
方
法
と
、
そ
の
思
索
の
過
程
で
創
出
し
た
幾
多
の
論
理
の
蓄
積
と
は
、
一
身
の

解
脱
と
か
一
時
代
の
杜
会
的
要
請
と
は
ま
た
別
の
観
点
か
ら
、
後
世
重
大
な
役
割
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を
果
た
す
べ
き
貴
重
な
遺
産
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

　
対
象
世
界
と
認
識
、
そ
し
て
概
念
・
言
語
と
の
連
鎖
を
主
題
と
す
る
「
白
馬
非

馬
」
論
も
、
上
記
の
視
点
か
ら
そ
の
意
義
を
捉
え
直
す
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

所
詮
意
を
尽
く
さ
ざ
る
手
段
と
し
て
言
語
そ
の
も
の
を
放
郵
し
た
り
、
或
い
は
言

語
の
役
割
を
杜
会
的
実
用
性
に
の
み
限
定
す
る
時
、
「
白
馬
は
馬
に
非
ず
」
と
す

る
議
論
を
果
て
し
な
く
繰
り
返
す
営
為
は
、
確
か
に
無
意
味
で
あ
り
有
害
で
す
ら

あ
る
。
こ
う
し
た
批
判
も
そ
れ
ぞ
れ
に
一
面
の
真
理
を
襲
つ
も
の
で
あ
る
と
は
言

え
る
が
、
他
面
、
性
急
に
現
実
的
効
用
を
獲
得
せ
ん
と
す
る
発
想
か
ら
は
一
定
の

距
離
を
隔
て
た
地
点
に
立
ち
つ
つ
、
対
象
世
界
を
人
間
が
如
何
に
認
識
し
、
そ
の

様
相
が
概
念
や
言
語
の
形
成
に
如
何
に
反
映
す
る
か
を
執
鋤
に
論
究
し
続
け
る
努

力
に
も
、
次
元
を
異
に
し
た
意
義
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

何
故
な
ら
そ
れ
こ
そ
は
、
対
象
の
如
何
に
よ
ら
ず
、
凡
そ
人
間
が
思
索
す
る
こ
と
自



鴉

体
の
基
盤
を
改
め
て
問
い
直
す
試
み
だ
か
ら
で
あ
る
。
も
と
よ
り
『
公
孫
龍
子
』

白
馬
論
に
於
て
、
こ
の
問
題
に
何
ら
か
の
解
決
が
与
え
ら
れ
た
訳
で
は
な
い
。

し
か
し
、
通
常
個
物
の
属
性
と
考
え
ら
れ
て
き
た
白
を
普
遍
的
実
体
と
提
え
、
そ

れ
を
論
拠
に
白
馬
概
念
と
馬
概
念
と
の
間
に
超
え
難
い
断
絶
を
見
出
す
点
等
、
そ

こ
に
提
起
さ
れ
た
特
異
な
問
題
意
識
な
り
思
考
方
法
な
り
が
、
な
お
探
求
す
べ
き

未
解
決
の
思
想
的
課
題
と
し
て
後
代
へ
と
承
け
継
が
れ
て
行
っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ

が
後
の
中
国
思
想
の
展
開
の
上
に
果
た
し
得
た
役
割
は
、
決
し
て
微
少
な
範
囲
に

止
ま
り
は
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
「
白
馬
非
馬
」
論
が
秘
め
て
い
た
そ
う
し
た
可
能
性
こ
そ
、
そ
れ
が
持
つ
最
大

の
思
想
史
的
意
義
で
あ
っ
た
と
、
私
は
考
え
る
。
不
幸
な
事
に
、
こ
の
中
国
思
想

史
上
稀
有
な
試
み
は
、
「
白
馬
非
馬
」
論
も
実
際
に
馬
の
関
税
を
免
れ
る
手
段
と

は
な
ら
ぬ
、
と
す
る
が
如
き
非
難
に
象
徴
さ
れ
る
思
想
風
土
の
前
に
、
一
片
の
邪
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説
一
詑
弁
と
し
て
葬
り
去
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
。

結

書蛋
8日

　
人
々
は
無
自
覚
の
申
に
、
「
白
馬
は
馬
で
あ
る
」
と
信
じ
て
疑
わ
な
い
。
と
こ

ろ
が
一
度
「
白
馬
は
馬
で
は
な
い
」
。
と
す
る
異
議
が
提
出
さ
れ
、
改
め
て
白
馬
が

馬
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
を
問
わ
れ
た
時
、
不
動
で
あ
る
筈
の
真
理
も
、
そ
の
真
実

性
を
容
易
に
は
論
証
し
切
れ
ぬ
意
外
な
脆
弱
性
を
露
呈
し
、
に
わ
か
に
動
揺
し
始

め
る
。
か
く
し
て
「
臼
馬
非
馬
」
論
の
是
非
を
廻
り
、
永
く
論
争
が
継
続
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
『
公
孫
龍
子
』
白
馬
論
に
残
さ
れ
た
知
的
葛
藤
の
足
跡
は
、
こ

の
著
名
な
論
争
の
詳
細
を
今
に
伝
え
る
唯
一
の
記
録
で
あ
る
。

馬
と
馬
の
問
　
　
（
浅
野
）

　
そ
の
白
馬
論
に
於
け
る
論
難
者
の
立
場
は
、
常
に
具
体
的
個
物
を
想
定
し
つ
つ

議
論
を
展
開
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
白
馬
一
馬
両
概
念
の
包
摂
関
係
や

内
包
一
外
延
・
種
差
等
に
関
す
る
自
覚
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
客
は
論
争

の
最
後
に
及
ん
で
、
そ
れ
ま
で
暖
昧
だ
っ
た
自
已
の
馬
概
念
の
性
格
を
変
更
す
る

が
、
白
馬
か
ら
白
を
分
離
す
る
方
式
で
し
か
形
状
と
し
て
の
馬
概
念
を
設
定
し
得

な
い
点
で
、
そ
の
論
理
は
依
然
と
し
て
旦
一
体
的
個
物
に
繋
縛
さ
れ
た
段
階
に
止
ま

っ
て
い
る
。
従
っ
て
「
有
白
馬
爲
有
馬
」
の
内
容
を
、
「
白
馬
は
そ
の
ま
ま
馬
で

あ
る
」
と
の
意
味
か
ら
、
「
白
馬
も
や
は
り
馬
で
あ
る
」
と
の
線
に
ま
で
後
退
さ

せ
な
が
ら
も
、
そ
れ
は
極
め
て
変
則
的
か
つ
不
徹
底
な
性
格
を
示
し
、
い
ま
だ
両

概
念
の
包
摂
関
係
を
明
瞭
に
自
覚
し
た
上
で
の
重
複
関
係
の
指
摘
に
ま
で
は
到
っ

て
い
な
い
。

　
こ
れ
に
比
し
て
公
孫
龍
は
、
議
論
の
出
発
点
か
ら
両
概
念
の
包
摂
関
係
を
自
覚

し
て
お
り
、
彼
に
於
て
は
、
外
延
の
差
を
論
拠
に
「
白
馬
は
そ
の
ま
ま
馬
で
は
な

い
」
と
主
張
す
る
と
同
時
に
、
「
白
馬
も
や
は
り
馬
で
あ
る
」
と
両
者
の
重
複
関

係
を
も
容
認
し
て
、
両
概
念
の
包
摂
関
係
を
全
体
と
し
て
諒
解
す
る
こ
と
が
可
能

だ
っ
た
筈
で
あ
る
。

　
し
か
る
に
公
孫
龍
は
、
頑
に
「
白
馬
非
馬
」
の
側
に
固
執
し
て
一
歩
も
譲
る
こ

と
が
な
い
。
ど
こ
ま
で
も
白
馬
と
馬
と
を
峻
別
し
続
け
ん
と
す
る
こ
の
公
孫
龍
の

執
着
は
、
一
体
何
に
由
来
す
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
論
理
学
的
範
囲
内

に
於
け
る
原
因
と
し
て
は
、
臼
を
あ
ら
ゆ
る
個
物
を
超
え
て
独
立
す
る
普
遍
的
実

体
と
提
え
る
公
孫
龍
の
特
異
な
認
識
論
的
立
場
が
、
両
概
念
の
重
複
関
係
の
側
よ

り
も
、
両
概
念
を
分
断
す
る
方
向
に
強
く
作
用
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か

し
概
念
間
の
包
摂
関
係
と
云
っ
た
論
理
学
的
観
点
か
ら
の
み
考
え
れ
ば
、
そ
れ
で

も
な
お
、
公
孫
龍
に
と
っ
て
「
白
馬
も
や
は
り
馬
で
あ
る
」
と
の
側
面
を
承
認
す

sokyu



白
馬

と
馬
の
間
　
　
（
浅
野
）

30

る
こ
と
は
、
理
論
上
可
能
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
と
こ
ろ
が
公
孫
龍
は
、
断
じ
て

両
概
念
の
重
複
関
係
の
側
面
を
認
め
よ
う
と
は
し
な
い
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、

彼
の
「
白
馬
非
馬
」
論
に
は
、
単
に
白
馬
と
馬
両
概
念
の
内
包
。
外
延
の
差
を
指

摘
す
る
と
云
っ
た
論
理
学
的
視
点
以
外
に
、
或
る
面
直
観
を
伴
っ
た
問
題
意
識
、

即
ち
正
名
の
理
念
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
背
後
で
影
響
し
て
い
た
と
考
え

ざ
る
を
得
な
い
。

　
そ
の
正
名
の
理
念
と
は
、
或
る
概
念
が
他
の
概
念
と
の
重
複
関
係
を
契
機
と
し

て
人
間
の
意
識
の
内
部
で
勝
手
に
肥
大
し
、
対
象
世
界
の
実
と
の
対
応
を
無
視
し

て
互
い
に
他
の
概
念
を
そ
の
内
部
に
呑
み
込
ん
で
行
く
事
態
に
対
す
る
、
強
烈
な

危
機
感
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
白
馬
論
が
白
馬
と
馬
と
の
間
に
は
蓬

か
に
遠
い
隔
絶
が
存
在
す
る
と
訴
え
る
の
も
、
そ
う
し
た
危
機
意
識
を
底
流
と
し

て
い
る
。
更
に
通
変
論
や
名
実
論
に
は
、
「
暴
な
れ
ば
則
ち
君
臣
争
い
て
両
つ
な

が
ら
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る
な
り
。
両
つ
な
が
ら
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る
者
は
、

昏
く
し
て
明
ら
か
な
ら
ず
。
　
（
中
略
）
両
っ
な
が
ら
明
ら
か
に
せ
ん
と
し
て
道
喪

ぷ
」
（
通
変
論
）
と
か
、
「
実
は
以
て
其
の
実
と
す
る
所
を
実
と
し
て
、
瞭
し
か
ら

ざ
る
は
、
位
な
り
。
其
の
位
す
る
所
を
出
ず
る
は
、
位
に
非
ず
。
其
の
位
す
る
所

に
位
す
る
は
、
正
な
り
」
　
（
名
実
論
）
と
、
前
記
の
事
態
を
阻
止
せ
ん
と
す
る
公

孫
龍
の
企
図
が
よ
り
鮮
明
な
形
で
登
場
し
て
く
る
。

　
名
を
飽
く
ま
で
も
認
識
が
捉
え
る
対
象
世
界
の
実
と
の
厳
密
な
対
応
関
係
の
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
8
）

に
規
制
せ
よ
と
叫
び
続
け
、
諸
国
に
兼
愛
と
優
兵
と
を
説
い
て
廻
る
彼
の
姿
は
、

公
孫
龍
に
於
け
る
正
名
が
如
何
な
る
世
界
像
を
そ
の
彼
方
に
措
定
し
て
い
た
か
を
、

お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
も
我
々
に
指
し
示
し
て
い
る
。
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原
文
は
「
顧
臼
馬
之
賦
」
と
あ
る
が
、
陳
奇
猷
『
韓
非
子
集
釈
』
に
よ
り
、
　
「
白
」

字
を
除
い
た
。

弁
者
と
し
て
の
兎
説
の
事
跡
は
未
詳
で
あ
る
。
宋
の
元
王
の
時
、
見
説
の
弟
子
が

そ
れ
ま
で
講
も
解
け
な
か
っ
た
結
紐
に
対
し
、
そ
れ
が
本
来
解
き
得
な
い
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
看
破
し
た
、
と
の
記
載
が
『
呂
氏
春
秋
』
審
分
覧
君
守
篇

に
見
え
る
。
ま
た
『
准
南
子
』
人
間
訓
の
高
誘
注
で
は
、
「
宋
大
夫
」
と
し
て
い
る
。

蘇
秦
が
秦
王
に
対
し
、
「
夫
刑
名
之
家
、
皆
日
白
馬
非
馬
也
」
（
『
戦
国
策
』
超
策
）

と
語
っ
て
い
る
こ
と
も
、
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
。

『
公
孫
龍
子
』
跡
府
篇
に
於
て
は
、
「
龍
之
所
以
爲
名
者
、
乃
以
白
馬
之
論
爾
」

と
、
　
「
白
馬
非
馬
」
論
こ
そ
が
公
孫
龍
の
中
心
学
説
で
あ
っ
た
か
の
如
く
強
調
し

て
い
る
。
更
に
『
孔
叢
子
』
公
孫
龍
篇
に
も
類
似
の
記
載
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
「
也
」
字
に
対
し
、
謝
希
深
は
「
白
馬
豊
非
馬
乎
」
と
注
し
、
箭
櫨
『
命
楼

雑
纂
』
は
「
非
馬
也
、
當
作
非
馬
邪
、
古
也
邪
通
用
し
と
す
る
。
今
、
両
説
を
参

酌
し
て
、
「
也
」
の
ま
ま
反
間
の
意
に
解
し
た
。

王
壇
『
公
孫
龍
子
懸
解
』
、
金
受
申
『
公
孫
龍
子
釈
』
、
徐
復
観
『
公
孫
龍
子
講

疏
』
、
鈴
木
由
次
郎
「
公
孫
龍
子
訳
注
」
　
（
『
高
田
真
治
博
士
古
稀
紀
念
論
集
』
）
、

宮
崎
市
定
「
公
孫
龍
子
の
研
究
」
　
（
東
方
学
報
。
3
6
冊
）
、
天
野
鎮
雄
「
公
孫
龍

子
臼
馬
論
本
文
整
理
私
案
」
　
（
東
京
支
那
学
報
・
u
号
）
等
は
、
い
ず
れ
も
こ
う

し
た
立
場
を
取
る
。
王
啓
湘
『
周
秦
名
家
三
子
校
詮
』
。
は
、
「
有
白
馬
爲
有
馬
、

白
之
非
馬
何
也
」
の
二
旬
を
古
注
の
混
入
と
し
て
除
い
て
い
る
。

「
名
実
論
争
に
お
け
る
公
孫
龍
（
そ
の
二
）
　
『
公
孫
龍
子
』
　
「
白
馬
論
」
解
釈
」

（
名
吉
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
。
哲
学
・
1
8
号
）

道
蔵
本
。
子
彙
本
。
守
山
閣
本
は
「
如
已
耳
」
で
あ
る
が
、
崇
徳
書
院
二
十
家
子

書
本
。
百
子
全
書
本
は
「
而
已
耳
」
に
作
る
。
両
字
は
通
用
す
る
が
、
　
「
如
、
而

也
」
と
の
謝
希
深
注
か
ら
し
て
、
本
来
「
如
」
字
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

堅
白
論
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
堅
白
石
－
公
孫
龍
に
於
け
る
対
象
認
識
の

様
相
－
」
　
（
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
。
第
u
巻
）
参
照
。
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公
孫
龍
は
堅
白
論
に
於
て
も
、
或
る
石
が
常
に
白
の
み
と
結
合
す
べ
き
必
然
性
の

根
拠
や
、
色
彩
を
宿
さ
ぬ
段
階
で
の
石
の
存
在
形
態
等
に
つ
い
て
は
触
れ
て
お
ら

ず
、
従
っ
て
対
象
認
識
の
形
成
に
関
す
る
彼
の
論
理
に
は
、
依
然
と
し
て
不
明
確

な
部
分
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
が
、
『
公
孫
龍
子
』
十
四
篇
中
既
に

八
篇
を
失
う
と
云
っ
た
資
料
的
制
約
に
よ
る
の
か
、
あ
る
い
は
彼
の
思
考
自
体
の

不
備
に
由
来
す
る
の
か
は
、
今
の
所
判
断
し
難
い
。

従
釆
の
解
釈
で
は
、
い
ず
れ
も
「
故
自
者
非
馬
也
」
の
存
在
意
義
を
説
明
す
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
金
受
申
の
如
く
、
こ
の
句
を
術
文
と
し
て
削
除
せ
ん

と
す
る
説
ま
で
提
出
さ
れ
て
い
る
。

子
彙
本
。
守
山
閣
本
は
、
「
以
有
白
馬
爲
非
馬
」
に
作
る
が
、
こ
の
部
分
は
か
ね

て
よ
り
客
の
主
張
す
る
「
有
白
馬
爲
有
馬
」
に
反
駁
せ
ん
と
す
る
公
孫
龍
の
発
言

で
あ
り
、
前
後
の
論
理
展
開
か
ら
考
え
て
、
道
蔵
本
・
二
十
家
子
書
本
。
百
子
全

書
本
の
方
が
勝
る
。

諸
本
共
に
こ
の
「
白
」
字
を
欠
い
て
い
る
が
、
文
意
に
よ
り
補
っ
た
。
講
戒
甫

『
公
孫
龍
子
形
名
発
微
』
で
は
、
逆
に
前
の
「
謂
有
白
馬
爲
有
黄
馬
」
中
の
「
白
」

字
を
削
っ
て
統
一
を
取
ろ
う
と
図
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
方
策
を
採
る
に
せ
よ
、

白
馬
H
馬
か
ら
黄
馬
1
1
馬
が
導
き
出
さ
れ
て
い
る
点
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
が
、
謹
戒
甫
の
解
釈
で
は
、
そ
れ
以
下
の
論
理
が
全
て
馬
と
黄
馬
と
の
差
異
の

み
で
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
仮
に
公
孫
龍
が
そ
の
論
理
で
押
し
通
そ
う
と
考

え
た
の
で
あ
れ
ぱ
、
む
し
ろ
白
馬
H
馬
を
直
ち
に
馬
H
白
馬
と
逆
転
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
白
馬
ヰ
馬
を
導
く
方
が
蓬
か
に
近
道
で
あ
る
。
従
っ
て
講
戒
甫
の
説
で

は
、
こ
こ
で
殊
更
に
黄
馬
が
媒
介
と
し
て
用
い
ら
れ
る
べ
き
必
然
性
が
、
今
一
つ

納
号
で
き
な
い
憾
み
が
あ
る
。

謝
希
深
注
、
命
櫨
、
鈴
木
氏
「
訳
注
」
等
が
こ
う
し
た
立
場
を
取
っ
て
お
り
、
他

は
独
自
の
見
解
を
示
さ
ず
前
櫨
の
説
の
紹
介
に
止
ま
る
も
の
が
多
い
。
両
説
共
に

前
後
の
解
釈
は
筆
者
と
大
分
異
な
る
が
、
「
馬
馬
」
の
意
味
だ
け
に
限
定
す
る
な

ら
ば
、
「
形
形
二
指
」
と
す
る
謂
戒
甫
や
、
「
馬
的
馬
」
と
す
る
徐
復
観
の
理
解

が
、
比
較
的
妥
当
で
あ
る
。

諸
本
共
に
こ
の
「
馬
」
宇
を
欠
く
。
今
、
文
意
に
よ
り
補
っ
て
置
く
。

公
穿
が
趨
の
平
原
君
の
求
め
に
応
じ
、
公
孫
龍
の
「
白
馬
非
馬
」
論
を
撃
破
す
る

た
め
に
用
意
し
た
論
理
の
要
旨
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

孔
子
が
「
楚
人
弓
を
亡
い
、
楚
人
之
を
得
ん
」
と
の
楚
王
の
言
に
対
し
、
「
亦
た
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人
之
を
得
ん
の
み
と
日
う
に
は
如
か
ず
L
と
批
判
を
加
え
た
の
は
、
「
楚
」
が
限

定
す
る
国
家
的
偏
狭
性
を
排
除
し
て
、
「
人
」
の
普
遍
性
を
拡
大
せ
ん
と
す
る
意

図
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
こ
の
場
合
に
は
「
楚
を
去
る
」
こ
と
は
正
当

性
を
保
持
し
て
い
る
。
こ
れ
に
比
し
て
「
白
馬
」
の
「
白
」
は
色
彩
の
区
別
を
明

確
に
せ
ん
と
す
る
た
め
の
語
で
あ
り
、
こ
の
場
合
公
孫
龍
が
「
臼
を
去
る
」
こ
と

は
、
名
の
弁
別
性
を
失
わ
せ
る
が
故
に
正
当
性
を
持
ち
得
な
い
。

以
上
の
公
穿
の
論
理
は
、
類
。
種
概
念
の
包
摂
関
係
に
目
的
の
正
当
性
と
云
っ
た

価
値
判
断
を
導
入
す
る
操
作
に
よ
っ
て
、
概
念
問
の
移
行
関
係
に
一
定
の
不
可
逆

的
方
向
性
を
与
え
ん
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

指
物
論
の
内
容
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
『
公
孫
龍
子
』
指
物
論
の
立
場
ー
そ
の
認

識
論
の
性
格
l
」
　
（
集
刊
東
洋
学
・
3
7
号
）
参
照
。

加
地
氏
前
掲
論
文
。

原
文
は
「
羊
興
牛
唯
異
」
。
『
墨
子
』
経
説
下
篇
に
「
牛
狂
（
性
）
興
馬
惟
異
」
と

類
似
の
表
現
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
孫
詰
譲
『
墨
子
間
詰
』
の
説
に
従
っ
て
、

「
唯
」
を
「
難
」
に
改
め
た
。

こ
れ
以
下
の
二
句
を
、
道
蔵
本
は
「
而
羊
牛
之
非
羊
也
、
之
非
牛
也
」
に
作
り
、

ま
た
守
山
閣
本
⑤
子
彙
本
は
「
而
羊
之
非
羊
也
、
牛
之
非
牛
也
」
と
す
る
。
こ
れ

に
対
し
て
二
十
家
子
書
本
一
百
子
全
書
本
で
は
、
「
而
牛
之
非
羊
也
、
羊
之
非
牛

也
」
と
な
っ
て
い
て
、
後
文
と
の
対
応
か
ら
観
て
最
も
勝
る
。
故
に
こ
の
部
分
は

道
蔵
本
に
拠
ら
な
か
っ
た
。

現
行
本
に
従
っ
た
場
合
、
「
日
」
の
規
則
性
に
関
し
て
は
一
箇
所
だ
け
例
外
が
存

在
し
て
い
る
。
そ
れ
は
通
変
論
に
於
け
る
「
目
、
右
筍
鐙
、
安
可
謂
右
、
筍
不
襲
、

安
可
謂
襲
、
日
、
二
萄
無
左
又
無
右
、
二
者
左
興
右
、
奈
何
、
羊
合
牛
非
馬
、
牛

合
羊
非
鶏
」
と
の
部
分
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
文
は
前
後
の
論
理
展
開
か
ら
考

え
て
、
最
初
の
「
日
」
か
ら
「
奈
何
」
ま
で
が
連
続
し
た
客
の
質
問
で
あ
り
、
後

の
二
句
は
そ
れ
に
応
ず
る
公
孫
龍
の
発
言
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。
故
に
二

番
目
の
「
日
」
の
位
置
は
、
　
「
奈
何
」
と
「
羊
合
牛
非
馬
」
の
間
に
移
動
さ
せ
る

べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
う
す
れ
ぱ
こ
の
場
合
も
、
や
は
り
前
記
の
規
則
性
は
貫
徹
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。

前
掲
論
文
の
他
、
「
名
実
論
争
に
お
け
る
公
孫
龍
1
『
公
孫
龍
子
』
　
「
指
物
論
」

解
釈
L
　
（
高
野
山
大
学
論
叢
・
第
4
巻
）
、
「
申
国
古
代
論
理
学
史
に
お
け
る
萄

子
」
　
（
東
方
学
・
4
1
輯
）
、
「
公
孫
龍
後
学
の
「
白
馬
非
馬
」
論
L
　
（
『
申
国
哲
学

白
馬
と
馬
の
間
　
　
　
（
浅
野
）

sokyu



馬
と
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の
間
　
　
（
浅
野
）
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史
の
展
望
と
模
索
』
・
木
村
英
一
博
士
碩
壽
紀
念
事
業
会
）
等
◎

戦
国
末
以
降
の
論
理
学
的
展
開
に
関
し
、
加
地
氏
は
前
掲
諸
論
考
に
於
て
、
次
の

如
き
見
通
し
を
披
涯
す
る
。
統
一
を
指
向
す
る
荷
況
が
激
し
く
弁
者
を
攻
撃
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
以
後
概
念
実
在
論
が
優
勢
と
な
る
一
方
、
唯
名
論
の
系
譜
は
衰

退
を
辿
る
。
秦
漢
帝
国
の
形
成
後
、
概
念
実
在
論
は
皇
帝
権
力
の
絶
対
化
を
推
進

し
て
勝
利
を
不
動
の
も
の
と
す
る
が
、
唯
名
論
は
土
地
の
所
有
権
を
廻
る
訴
訟
活

動
が
災
い
し
て
、
法
家
の
弾
圧
を
蒙
り
敗
北
し
た
、
と
。

萄
況
の
統
一
世
界
に
対
す
る
希
求
が
、
概
念
実
在
論
の
立
場
か
ら
な
さ
れ
た
の
で

は
な
く
、
全
く
逆
に
唯
名
論
的
白
覚
と
結
合
し
て
い
た
こ
と
は
、
『
萄
子
』
正
名
篇

の
内
容
を
見
れ
ば
明
白
で
あ
る
。
し
か
も
、
秦
漢
帝
国
治
下
、
弁
者
が
土
地
兼
併
に

対
抗
し
、
自
ら
土
地
所
有
権
を
擁
護
す
べ
く
民
間
に
於
て
訴
訟
活
動
を
行
っ
た
結

果
弾
圧
を
受
け
た
、
と
の
推
論
に
は
、
何
ら
の
資
料
的
根
拠
を
も
見
出
し
得
な
い
◎

ま
た
秦
漢
帝
国
成
立
以
後
も
、
唯
名
論
の
系
統
が
決
し
て
消
滅
し
て
い
な
い
こ
と

は
、
漢
代
に
於
け
る
論
理
学
的
著
作
と
目
さ
れ
る
『
ヂ
文
子
』
に
よ
っ
て
、
充
分

確
認
し
得
る
。

　
「
形
有
る
者
は
必
ず
名
有
る
も
、
名
有
る
者
は
未
だ
必
ず
し
も
形
有
ら
ず
。
形

　
あ
り
て
名
あ
ら
ざ
る
は
、
未
だ
必
ず
し
も
其
の
方
員
白
黒
の
実
を
失
わ
ず
。
名

　
あ
り
て
形
あ
ら
ざ
る
は
、
名
を
尋
ね
ざ
る
可
か
ら
ざ
れ
ば
、
以
て
其
の
差
を
検

　
す
」
（
大
道
上
篇
）

こ
れ
は
、
対
象
世
界
の
有
形
な
る
実
は
常
に
人
間
の
作
為
し
た
名
に
先
行
す
る
存

在
で
あ
る
と
し
て
、
対
応
す
べ
き
実
を
持
た
な
い
名
を
厳
し
く
排
除
せ
ん
と
す
る

主
張
に
他
な
ら
な
い
。

　
「
五
色
・
五
声
。
五
臭
・
五
味
の
凡
そ
四
類
は
、
自
ら
然
り
と
し
て
天
地
の
間

　
に
存
し
、
人
の
用
を
為
さ
ん
こ
と
を
期
せ
ず
。
人
は
必
ず
之
を
用
い
、
終
身
各

　
お
の
好
悪
を
有
す
る
も
、
其
の
名
と
分
と
を
弁
つ
こ
と
能
わ
ず
。
名
は
宜
し
く

　
彼
に
属
す
べ
く
、
分
は
宜
し
く
我
に
属
す
べ
し
。
我
れ
白
を
愛
し
て
黒
を
憎
み
、

　
商
を
韻
か
せ
て
徴
を
舎
て
、
瞳
を
好
み
て
焦
を
悪
み
、
甘
を
嗜
み
て
苦
に
逆
く
。

　
白
・
黒
③
商
・
徴
・
臆
一
焦
一
甘
・
苦
は
彼
の
名
な
り
。
愛
・
憎
。
韻
。
舎
一

　
好
・
悪
両
嗜
。
逆
は
我
の
分
な
り
。
此
の
名
と
分
と
を
定
む
れ
ば
、
則
ち
万
事

　
乱
れ
ざ
る
な
り
」
（
同
）

更
に
こ
こ
に
提
出
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
彼
に
属
す
べ
き
」
も
の
、
即
ち
対
象
世

界
側
の
客
観
的
存
在
を
事
実
判
断
と
し
て
表
示
す
る
名
称
と
、
「
我
に
属
す
べ
き
」

）拠（）鴉（㈱）72（葦蝸（

も
の
、
即
ち
人
間
側
の
主
観
的
認
識
を
田
直
判
断
と
し
て
指
示
す
る
分
別
と
を
、

厳
密
に
区
別
せ
よ
と
の
主
張
で
あ
る
。

対
象
世
界
と
人
間
の
意
識
の
領
域
と
を
峻
別
せ
ん
と
し
、
物
の
実
を
意
識
の
所
産

で
あ
る
名
に
優
先
さ
せ
る
こ
う
し
た
思
考
に
は
、
唯
名
論
的
色
彩
が
濃
厚
に
見
ら

れ
る
。
従
っ
て
、
秦
漢
帝
国
成
立
後
、
唯
名
論
の
系
統
が
勢
力
を
失
っ
た
と
判
断

す
る
こ
と
も
、
当
然
再
検
討
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

恵
施
の
使
用
し
た
分
類
法
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
恵
施
像
の
再
構
成
－
弁
者
と
魏

相
と
の
接
点
1
」
　
（
日
本
中
国
学
会
報
・
第
2
8
集
）
参
照
。

趨
の
平
原
君
の
前
で
公
孫
龍
一
門
と
対
決
し
た
郷
術
が
、
「
弁
と
は
、
殊
類
を
別

ち
て
相
害
さ
ざ
ら
使
め
、
異
端
を
序
し
て
相
乱
さ
ざ
ら
使
め
、
…
…
」
（
『
史
記
集

解
』
引
く
劉
向
『
別
録
』
）
と
、
弁
説
の
主
要
な
役
割
の
中
に
、
対
象
世
界
の
分

類
と
そ
れ
に
基
づ
く
秩
序
の
形
成
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
も
、
そ
れ
を
示
し
で
い
る
。

他
な
ら
ぬ
荘
周
の
斉
物
論
や
萄
況
の
正
名
理
論
の
成
立
自
体
が
、
戦
国
期
に
於
け

る
論
理
学
の
発
達
に
触
発
さ
れ
た
一
面
を
持
ち
、
ま
た
両
者
の
到
達
し
得
た
理
論

的
水
準
も
、
批
判
的
摂
取
を
通
し
て
弁
者
の
活
動
に
負
う
所
が
多
大
で
あ
っ
た
事

実
こ
そ
、
逆
説
的
に
彼
等
の
思
想
的
役
割
の
重
要
性
を
物
語
っ
て
い
る
。

『
白
氏
六
帖
』
巻
九
引
く
桓
講
『
新
論
』
で
は
、
「
公
孫
龍
常
に
争
論
し
て
日
く
、

白
馬
は
馬
に
非
ず
と
。
人
屈
せ
し
む
る
こ
と
能
わ
ず
。
後
白
馬
に
乗
り
、
符
伝
無

く
し
て
関
を
出
で
ん
と
欲
す
る
も
、
関
吏
聴
さ
ず
。
此
れ
虚
一
言
は
以
て
実
を
奪
い

難
し
」
と
あ
り
、
ま
た
『
呂
氏
春
秋
』
審
応
覧
淫
辞
篇
の
公
孫
龍
「
藏
三
牙
」
の

弁
に
対
す
る
高
誘
注
に
も
、
「
白
馬
に
乗
り
、
禁
ぜ
ら
れ
て
関
を
度
る
を
得
ず
、

因
り
て
馬
の
白
な
る
を
言
い
て
馬
に
非
ず
と
す
る
が
若
き
は
、
此
の
類
な
り
」
と

あ
っ
て
、
漢
代
に
降
る
と
白
馬
出
関
の
故
事
を
全
て
公
孫
龍
に
帰
せ
ん
と
す
る
傾

向
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

な
お
「
公
孫
龍
は
堅
白
の
論
を
著
し
、
言
を
析
ち
辞
を
剖
ち
、
曲
折
の
言
に
務
む

る
も
、
道
理
の
較
無
く
、
治
に
益
す
る
こ
と
無
し
」
（
『
論
衡
』
案
書
篇
）
と
す
る

王
充
の
非
難
も
、
現
実
的
効
用
重
視
の
立
場
か
ら
弁
者
の
活
動
の
意
義
を
否
定
し
、

そ
の
存
続
を
許
容
し
よ
う
と
し
な
い
思
想
的
土
壌
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
呂
氏
春
秋
』
審
応
覧
に
、
公
孫
龍
が
超
の
恵
王
に
兼
愛
と
優
兵
を
説
い
た
と
あ

り
、
同
じ
く
審
応
覧
応
言
篇
に
は
、
彼
が
燕
の
昭
王
に
優
兵
を
説
い
た
記
述
が
見

え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
島
根
大
学
教
育
学
部
国
語
研
究
室
）


